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The ESRI Short-Run Macroeconometric Model of the Japanese Economy (2006 version) 

- Basic Structure, Multipliers, and Economic Policy Analyses - 

 

 

Abstract 

 

This paper describes the basic structure and multipliers of the 2006 revised version of The ESRI 

Short-Run Macroeconometric Model of the Japanese Economy, which was first released in 1998 

(Hori et al. [1998]).  

The model is basically a demand-oriented, traditional Keynesian-type model with an IS-LM-BP 

framework; however, it adopts recent developments in econometrics, such as co-integration, and 

error-correction to ensure long-run equilibrium. The use of these new techniques contributes toward 

the stabilization of the long-run behaviors of the model. 

The model was estimated on Japan’s System of National Accounts (SNA) data, to which the 

chain-linking method has been applied since December 2004. In addition, annual and base-year 

revisions of the SNA were conducted in December 2005. In short, this is the newest model based on 

the chain-linked, revised SNA data. 

The following are some of the multipliers of our policy simulations. The peak of fiscal 

multiplier, i.e., the effect of government investments on GDP, is about 1.1 in Japan. The effect of 

income tax reduction is smaller due to its leak to household savings. Monetary policy takes some 

time before its effects become evident. These characteristics of multipliers are not significantly 

different from previous ones, partly because 1) most of the estimated parameters in behavioral 

equations do not significantly change in spite of the revision of the data, and 2) this is a short-run, 

and highly aggregated macroeconometric model. However, it should also be noted that a few 

important parameters, including the elasticity of users’ cost of capital on the private fixed 

investments, have changed significantly and affected the size of some multipliers.    

 

Effects of Macroeconomic Policies in Japan on Real GDP 

 Effect of Government 

Investments 

(１% of Real GDP) 

Effect of Income-Tax 

Reduction 

(１% of Nominal GDP) 

Effects of Short-Run 

Interest Rate Rise 

( １% point ) 

1st Year 

2nd Year 

3rd Year 

1.02 

1.06 

0.89 

0.26 

0.56 

0.55 

-0.39 

-0.50 

-0.80 
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第１章『短期日本経済マクロ計量モデル』の基本構造 

 

第１節 モデルの開発の経緯 

内閣府・経済社会総合研究所（当時は前身の経済企画庁・経済研究所）は、1990 年代以

降の日本経済から推測される構造変化と最新データに基づく計量経済モデルへの開発要請

を踏まえて、随時の改訂が可能な「短期日本経済マクロ計量モデル」を 1998年に公表した

（堀・鈴木・萱園[1998]）。その開発の基本コンセプトは、公開性及び機動性の高いコンパ

クト・モデルである。 

本モデルはその後、当研究所の長期的プロジェクトの一つとして改訂を重ね、「短期日本

経済マクロ計量モデル（2001 年暫定版）」（堀・田邉・山根・井原[2001]）、次いで「短期日

本経済マクロ計量モデル（2003 年版）の構造と乗数分析」（堀・青木[2003]）から「短期日

本経済マクロ計量モデル（2005年版）の構造と乗数分析」（村田・齋藤・田邊・岩本[2005]）

までが、それぞれ各年の改訂状況として報告されている。本資料は、2006 年 3 月初旬迄に

取得可能であったデータに基づいて更に改訂を行った2006年11月段階におけるモデルの状

況を紹介するものである。我々はこのような形でモデルを随時公開し、また外部情報の変

化にも柔軟に対応することで、公開性と機動性を確保し、今後ともマクロ経済政策に関す

る議論に資する素材を提供していきたいと考えている。 

 

第２節 モデルの基本構造 

「短期日本経済マクロ計量モデル」は一連の旧版モデルと同様、四半期ベースの推定パ

ラメータ型計量モデルである1。作業負担の軽減、モデルの機動性確保等の観点から必要以

上の複雑化は避け、2006年版の本モデルも、2005年版よりやや大型化したものの、操作性

の高いコンパクトな規模（方程式総数 181本、うち推定式 63本2）を維持している。 

推定期間は原則として 1990年から直近時点（データの入手可能性により 2004年又は 2005

年）である。2005年版に比較すると、開始点が 85年から 5年程度繰り上げられ、終了点が

1年程度更新された。これは、推定期間からバブル期のデータを除外し、バブル崩壊後のデ

ータに限定することにより、モデルの推定パラメータにより直近の経済構造を反映させる

ことを意図したものである。また後述するように、2004年 12月に「国民経済計算」（SNA）

が連鎖方式へ移行し、さらに 2005 年 12 月には基準改定が行われたが、今回のモデルは、

これらに対応した初めての再推定結果である。 

理論面では、モデルは、財貨・サービス市場、労働市場、貨幣市場、及び外国為替市場

の 4 市場から構成されている。このうち労働市場は財貨・サービス市場との表裏関係を基
                                                  
1 推定に当たっては、定常性を確保する観点から、ほとんどのデータを階差系列に加工した。また、長期
的な均衡関係を表現する誤差修正項(error correction term)を活用することでモデルの長期安定性を確保して
いる。なお、構造方程式の推定方法については、同時推定バイアスの存在を考慮し、原則として二段階最
小自乗法を採用している。 
2 2005年版からの増加は、すべて追加された輸入サブブロック（方程式 40本、うち推定式 20本）の方程
式であり、本体の規模は変わらない。 
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礎に構成されており、モデルのベースは伝統的な IS－LM－BP 型のフレーム・ワークであ

る。価格は期待修正フィリップス曲線3で内生化されており、その意味で、モデルは「価格

調整を伴う開放ケインジアン型」ということができる。モデル構造の概略を市場別にみる

と、以下のようにまとめられる。 

まず財貨・サービス市場では、需要側が、家計と企業の行動を前提とした個人消費、投

資（企業設備、住宅）、モデルでは外生扱いとする政府支出、所得及び相対価格要因で定ま

る外需（輸出－輸入）の合計として決定される4。このうち個人消費は、短期的には可処分

所得等により決定されるが、長期的には家計保有の人的・物的資産に収斂するメカニズム

が作用する。また設備投資は、要素価格均衡式（資本の限界生産力が実質金利に等しい）

に基づく均衡資本ストックへの現実資本ストックの調整として捉えられ、その調整速度が

資本コストに依存するように定式化されている。GDP 水準は、価格調整が完全でない短期

においてこの総需要により定義的に定まり、その関係がモデルの IS曲線を構成する。一方、

供給側では、短期的には所与である生産要素（労働供給、資本ストック）が生産関数を通

じ潜在 GDPに変換される。長期においては、生産水準から決定されるマクロの稼働率（GDP

ギャップ）が期待修正フィリップス曲線を通じ物価や労働供給に影響を与え、設備投資が

資本ストックを変化させるため、その調整メカニズムにより均衡稼働率水準への回帰が生

じる。 

労働市場では、やはり要素価格均衡式（労働の限界生産力が実質賃金に等しい）を基礎

として均衡労働分配率を導出し、それと現実の労働分配率との乖離が失業率及び労働需要

を決定すると考えた。他方、労働供給は、実質賃金に依存して決定される。 

貨幣市場では、M2＋CDに関する需給均衡式（LM曲線）によってマネーサプライが決定

される。短期利子率は、マクロの需給ギャップと物価上昇率を踏まえて政策的に決定され

る。長期金利は、短期金利との期間構造から決定される。名目金利から期待物価上昇率を

差し引いた実質金利は、資本コストとして財市場にフィードバックされ、総需要水準にも

影響する。 

外国為替市場では、為替レートが決定される。為替レート決定は、内外相対価格による

均衡レート、内外金利差、およびリスク・プレミアムに依存するいわゆるアセット・アプ

ローチによる。為替レートは輸出入価格、実質輸出入及び要素所得の受け払いに影響を与

え、それらから経常収支が決定される。資本収支は、外国為替市場の均衡関係（BP曲線）

により、定義的に定めている。 

政府部門は、一般政府ベースで定義されている。支出側は、政府投資と政府消費および

社会保障給付であり、このうち政府投資は外生的に、他は内生的に決定される。歳出側は、

個人税、法人税、消費税等の間接税および社会保障負担から構成され、すべて各々の賦課

                                                  
3 期待修正フィリップス曲線の基本形は、物価上昇率を被説明変数、失業率と期待物価上昇率を説明変数
とする。ここでの定式化は、失業率に代わりそれと連動する GDPギャップを用いている。 
4 正確に言えば、需要側の実質 GDPは、名目 GDPを、個別需要項目のデフレータを連鎖統合した GDPデ
フレータで除して求められている。 
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ベースを説明変数として内生的に求められる。 

 

  

(備考) 添字の eqは均衡値、＊は外国変数、A(L)等はラグ演算子をあらわす。 
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第３節 前回と比較した変更点と特徴 

 

1.3.1 連鎖方式への対応の完了及び基準改定に伴うデータベースの改定 

「国民経済計算」（SNA）は、実質化手法として従来は基準年を 5年毎に更新する固定基

準年方式を用いていた。しかし、同方式では、「基準年から離れるに従って実質経済成長率

が過大に評価される傾向がある」（内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部[2004]）こと

などから、平成 15年 7～9月期速報および平成 15年度国民経済計算確報（2004年 12月公

表）より、国民経済計算の実質化手法を連鎖方式に移行するとともに、1994 年迄の遡及値

が公表された（ただし支出系列のみ）。また、平成 16年度確報（2005年 12月公表）では基

準改定が行われ、新基準（2000年基準）の SNA支出系列（1994～2004年）が公表された。

さらに、2006年 3月には生産系列およびストック系列についても連鎖化され、ここに SNA

の全系列について、実質化手法が固定式から連鎖式へと切り換わった。 

以上を踏まえて今回のモデル改訂では、次節で詳述するように、前回に連鎖方式の適用

が見送られていた輸入に関して、SNA 速報(QE)の手法に基づいて構成項目に細分化し、そ

の上で項目毎の物価指数を GDPと同様に連鎖統合することによりデフレータを求めている
5。これにより、GDPの需要項目のすべてが連鎖方式対応を完了した。また、例年通りデー

タベースを約 1 年延長するとともに、1994 年以降について新基準の連鎖指数によるデータ

の更新を行った（付注参照）。さらに今回も前回同様、1994 年以降の 10 年程度という限ら

れた推定期間で安定的な計量モデルを構築することは容易ではないことを踏まえ、1993 年

以前の実質系列について固定基準方式の系列を用いた遡及値を作成して推定に利用してい

る。ただし今回のモデルで採用した推定期間は既述のように、ほぼバブル崩壊以降に相当

する 1990年から直近までであり、推定に利用した遡及データはせいぜい 4年分に留まって

いる。 

 

1.3.2 今回の推定結果の特徴 

今回の推定結果では、推定期間を 1990年以降のみとしたこと、SNAの基準改定が行われ

たこと等を反映して、いくつか特徴的な変化がみられた。そのうち主なものは以下のとお

りである。 

 

(1) 設備投資関数の資本コスト弾性値が上昇した。 

民間企業の設備投資関数における資本コスト弾性値は、2006 年版では 2005 年版の約 1.8

倍という結果になった（表 1）。このため、短期金利の 1％ポイント引き上げシミュレーシ

ョンでは、1 年目において設備投資の減少率が拡大し、GDP に対するマイナス影響が大き

                                                  
5このようにして求めた輸入デフレータで名目の財貨サービス輸入を除することにより、実質輸入を求めて
いる。なお、SNAが用いている輸入項目分類は財務省『貿易統計』を基にしており、項目毎の輸入額は総
輸入額が日本銀行『国際収支統計』のそれと等しくなるように加工されている。この点については補論 I
に簡単な説明が付されているので、参照されたい。 
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くなった。また、法人税減税シミュレーションにおいては、資本コストが直接引き下げら

れるため、その GDP押し上げ効果が上昇した。他方、実質公的固定資本形成拡大のシミュ

レーションでは、設備投資の減少率は 2005年版とあまり差がない。これは、近年の金融緩

和を反映して政府投資の拡大に対する長期金利の反応が小さくなったことが、資本コスト

弾性値の上昇を相殺した結果とみられる。 

資本コスト弾性値の上昇は、1990 年代以降、デフレに伴う実質金利の下げ渋りや上昇が

企業の設備投資を抑制する効果が、かつてより強まったことを示唆する。その背景には、

資本コストと対比した投資の収益性に対する企業の評価姿勢に変化がみられたのかもしれ

ない。しかし、モデルでは考慮されていない不良債権処理に伴う設備投資の低迷が、たま

たまこのような関係で捉えられた可能性も否定できない。すなわち、資本ストック調整期

にみられた不況バイアスである可能性である。その検証には、今後データの蓄積を待って

再推定を行うだけでなく、産業別レベルに降りた詳細な分析も必要と思われる。 

 

(2)マクロ生産関数における資本と労働の代替の弾力性が１を有意に下回った。 

マクロ生産関数には前回と同じく CES 型が採用されている。同関数の資本と労働の代替

の弾力性には、前回までは過去（1980～90 年代）のいくつかの代表的な推定結果の平均値

として 0.911が用いられてきたが、今回は改めて推定してみた6。結果は 0.716となり、１を

有意に下回った。 

このことは、90 年代以降、実質賃金が資本コスト対比で相対的に上昇する中で、労働分

配率が持続的に上昇してきたことを反映している7。しかしこの事実が、資本と労働の代替

性が現実に低下したことを示唆するのか、労働分配率の長期均衡経路からの短期的な乖離、

すなわちいずれは解消に向かう過剰雇用が存在していたためなのかは8、必ずしも自明でな

い。このことも、今後データの蓄積を待って検証すべき課題であろう。 

 

(3) GDPデフレータの GDPギャップの変化に対する反応が大きくなった。 

物価の中心変数は GDP デフレータであるが、その GDP ギャップ弾性値は、短期的には

約 7%、期待物価上昇率が現実の物価上昇率に収束する長期では約 20%程度、前回の結果を

上回った。このため、各ケースのシミュレーションにおける名目変数（名目 GDP等）と実

質変数（実質 GDP等）との乖離は、概ね前回より大きくなっている。 

                                                  
6 CES生産関数は非線形なので、最小自乗法で直接推定することはできない。そこで前回までは、代替パ
ラメータを過去のいくつかの推定事例の平均値で先験的に想定し、それを所与として分配パラメータ、効
率パラメータ、TFPを非線形最小自乗法で推定していた。今回は、まず生産要素市場の均衡条件式を最小
自乗法で推定し、その係数から代替パラメータを算出した。以降の手順は同様である。 
7 労働分配率の趨勢的変化は、労働と資本の代替の弾力性、労働生産性の趨勢的変動、TFPの趨勢的変動
に依存する。 
8 仮に前者が真だとすれば、前述の「設備投資関数の資本コスト弾性値の上昇」との整合性を検討する必
要がある。又、後者が真だとすれば、資本と労働の代替の弾力性は、今後に公表されるデータを取り込ん
で再推定すれば 1に向けて上昇する可能性がある。実際に、新基準の SNAにみる労働分配率は、2003年
以降に低下に転じている。 
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このことは、90年以降のデフレ期において、GDPギャップの一定のマイナス幅の拡大が

もたらす GDPデフレータの下落率が拡大したことを反映している9。次章で確認するモデル

の対称性からみれば当然の結果ではあるが、推定期間に物価の上昇局面が最初の数年しか

なかったことを踏まえると、デフレ期の反応をそのままインフレ方向にも反映させてよい

か、疑問なしとはしない。(1)と同じく、デフレ期の不況バイアスである可能性は残る。や

はり、今後のデータの蓄積を待って検証が必要であろう。 
 

（表１） 推定結果における主要な変化
2005年版 2006年版

企業設備投資関数の資本コスト弾性値 -0.092151 -0.165532 1.796

CES生産関数の資本と労働の代替の弾力性 0.911 0.716 0.786

GDPデフレータのGDPギャップ弾性値 0.067286 0.072295 （短期） 1.074

（長期） 1.199

(2006年版/2005年版)

 

 

第４節 輸入サブブロック導入の経緯と構造 

1.4.1 導入の経緯 

 昨年度までの短期日本経済マクロ計量モデルでは、GDP を構成する項目のうち、輸入に
ついては原油をはじめとする鉱物性燃料輸入の日本経済への影響の大きさを鑑み、「輸入＝

鉱物性燃料輸入＋その他輸入」という関係をモデル内に取り込んできた。このことにより、

鉱物性燃料輸入に関する事象、例えば原油価格上昇の影響についてのシミュレーションを

行うことが可能になっていた。 
しかし、実際にシミュレーションを行なうに当たっては「国民経済計算部より公表され

ている SNA だけでは輸入の内訳が分からない」、つまり「輸入を鉱物性燃料輸入とその他
の輸入に分解できない」という問題が存在していた。そこで旧来のモデルにおいては、財

務省『貿易統計』より鉱物性燃料輸入額のデータを採取し、それと SNAの輸入額データと
の差額を以て「その他輸入額」と定義して、これらの数値をモデル内の名目値として使用

していた。さらにデフレータについては、やはり『貿易統計』より採取した鉱物性燃料の

価格指数を以て代用し、これで鉱物性燃料輸入額を除することで鉱物性燃料輸入額の実質

値を求めている。そして、この実質鉱物性燃料輸入額と SNA統計にある実質輸入額の差を
「その他輸入額」の実質値と定義し、これで先述の名目値を除して「その他輸入額」デフ

レータを算出していた。 

 

輸入サブブロックの構造(2005年度まで)

財貨・サービスの輸入 鉱物性燃料輸入
JA_MGS(実質) JA_MFUEL(実質)、JA_MFUELV(名目)、JA_PFUEL(デフレータ)

JA_MGSV(名目) 鉱物性燃料除く財貨・サービス輸入

JA_PMGS(デフレータ) JA_NFMGS(実質)、JA_NFMGSV(名目)、JA_PNFMGS(デフレータ)
   ※JA_～は実際にモデル内で使用されている記号である  

                                                  
9 言い換えれば、デフレが進行した今回の推定期間に限れば、「期待修正フィリップス曲線が不連続により
スティープ化した」局面があったことになる。 



 10

ところで現行のモデルでは、SNAデータの実質系列算出への連鎖方式導入の影響により、
実質値については「加法整合性」の成立を前提にできなくなっている。つまり、上記の方

法では、実質系列について総輸入額とその内訳項目の関係を正確には描写できない。具体

的に言うならば、連鎖方式下では、実質総輸入額から実質鉱物性燃料輸入額を差し引いた

ものが実質その他輸入額に等しくならないのである。そのため本稿では、SNA 統計には存
在しない「その他輸入額」の実質値を旧モデルとは別の方法で算出することにした。 
 
1.4.2 構造 

 2005年版以降のモデルでは、SNAの実質系列およびデフレータへの連鎖方式導入による
加法整合性の不成立に対応して、GDPのコンポーネントおよびそのデフレータを連鎖統合
することによってGDPデフレータを求めることにしている。2006年版モデルではさらに、
輸入サブブロックに GDPデフレータと同様の構造を持ち込み、輸入のコンポーネントとそ
のデフレータの連鎖統合を以て輸入デフレータを導出するようになっている。なお、2006
年版モデルにおける「財貨・サービス輸入」のコンポーネントは、これまでの鉱物性燃料

とそれ以外という 2区分ではなく、以下のような 10区分となっている（なお、本モデルで
使用している輸入関連データの具体的な加工方法・SNA 統計の輸入額とその元データの関
係については補論 Iで解説している）。 

輸入サブブロックの構造(2006年度)

財貨・サービスの輸入 食料品
JA_MGS(実質) JA_FOOD(実質)、JA_FOODV(名目)、JA_PFOOD(デフレータ)

JA_MGSV(名目) 繊維製品
JA_PMGS(デフレータ) JA_TEX(実質)、JA_TEXV(名目)、JA_PTEX(デフレータ)

鉱物性燃料
JA_FUEL(実質)、JA_FUELV(名目)、JA_PFUEL(デフレータ)

化学製品
JA_CHEM(実質)、JA_CHEMV(名目)、JA_PCHEM(デフレータ)

一般機械
JA_MACH(実質)、JA_MACHV(名目)、JA_PMACH(デフレータ)

電気機器
JA_ELEC(実質)、JA_ELECV(名目)、JA_PELEC(デフレータ)

輸送用機器
JA_TRAN(実質)、JA_TRANV(名目)、JA_PTRAN(デフレータ)

精密機器類
JA_PREC(実質)、JA_PRECV(名目)、JA_PPREC(デフレータ)

その他
JA_OTH(実質)、JA_OTHV(名目)、JA_POTH(デフレータ)

サービス支払
JA_CSP(実質)、JA_CSPV(名目)、JA_PCSP(デフレータ)  

区分を細かくしているのは、輸入デフレータを連鎖統合で求める以上、コンポーネント

のデフレータとウェイトになる実質値を極力、国民経済計算部が用いるものに近づけなけ

れば、導出された輸入デフレータが SNA のそれとはかけ離れてしまうからである。2006
年版モデルの輸入サブブロックは、これら 10区分のコンポーネントをパーシェ式連鎖物価
指数の定義に従って連鎖統合して輸入デフレータ(PMGS)を求め、10 コンポーネントの名
目値合計と等しくなる名目輸入額(MGSV)をこのデフレータで除することで実質輸入額
(MGS)を算出する構造になっている。 
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ここで以下の式は、2002年第１四半期における輸入デフレータの構造式を簡単に示した
ものである。式中の下添字は期を表しており、例えば PMGS02QIは 2002年第１四半期の四
半期輸入デフレータ、PMGS01は 2001年の暦年輸入デフレータを意味している。 

 
2006年版モデルの内挿シミュレーション期間である 2002年第１四半期～04年第４四半期
については、輸入デフレータの構造は全てこの式に等しくなっている10。なお、構造の詳細

については別資料の方程式体系一覧を参照のこと。 
 
 
（付注）連鎖指数によるデフレータおよび実質系列の作成 

 

 本モデルでは GDPの内訳項目は、最終消費支出、企業設備投資、住宅投資、民間企業在

庫品増加、政府最終支出、政府固定資本形成、公的在庫品増価、財・サービスの輸出入に

分かれている。固定基準年方式ではこれら合計値が名目、実質ともに GDPに一致していた

が、連鎖方式への移行により実質値では一致しなくなる。これに対しては、(1)GDP デフレ

ータを連鎖の定義式で求め、実質 GDPは名目 GDP / GDPデフレータにより求める、(2)実質

GDPを連鎖の定義式で求め、GDPデフレータは名目 GDP / 実質 GDPにより求める、の二

通りの対応が考えられるが、今回のモデルも前回と同様に前者を用いた。 

GDP デフレータは、連鎖方式では下記のように定義される。ここで、技術的な留意事項

として、本モデルは四半期モデルであるのに対し、現在国民経済計算で用いられている連

鎖方式は暦年値を基準としているという点がある。すなわち、もし暦年モデルであれば、

各年の GDPデフレータを 

   
⋅⋅⋅++

⋅⋅⋅++=
  IFP  PIFP CP PC

  IFP  PIFP CP PC /PGDPPGDP
t 1-tt  1-t

t t tt 
 1-tt           (１) 

（PGDP: GDPデフレータ、PC:最終消費支出デフレータ、PIFP:企業設備投資デフレータ） 

 

の形で定義すれば良い。一方、四半期モデルの場合、公表される四半期データは、例えば

2005年第２四半期の場合、 

⋅⋅⋅++
⋅⋅⋅++

=
  IFP  PIFP CP  PC

  IFP  PIFP CP PC
 PGDP/PGDP

 05QII40 05QII04

 05QII05QII05QII 05QII
0405QII         (２) 

                                                  
10 この式の右辺第１項は昨年の暦年輸入デフレータ（参照時点から基準時点への物価変動を示す部分）、第
２項はパーシェ式で計算した連環指数（基準時点から比較時点への物価変動を示す部分）、第３項はリンク
係数（基準時の変更に伴い、前年第 4四半期と当年第 1四半期の間の数値に生じる断層を調整する部分）
である。 
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となり、前年の暦年のデフレータを基準値とする必要がある。なお、四半期速報（QE）で

は基本的に上記手法で四半期値を推計しているが、暦年値（10～12 月期の値）が得られた

段階で暦年の値を四半期に振り分ける、といった作業が行われている。しかし、通常この

暦年値による調整は小さいと判断されること、そのような調整はリード変数としてのデフ

レータや実質値を必要とすることから、本モデルでは四半期ベースの数値をそのまま採用

している。その上で、実質 GDPを名目 GDP/GDPデフレータで定義する。 

 

    GDP = GDPV/ PGDP            (３) 

（GDP：実質 GDP、 GDPV：名目 GDP） 

 

ここで、連鎖方式の導入に伴う上記定義式の変更がシミュレーション結果（乗数）にも

たらす 1年目の影響は通常極めて小さいが、2年目以降の乗数は各支出項目のウェイトの変

化に応じた影響を受けることになる。短期分析を目的とした本モデルでは、2年目以降の乗

数は参考程度にとどまるが、それでも予想される影響を織り込むことができる意義は小さ

くない。中期や年次の計量モデルであれば、その意義はより大きい。 
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第２章 モデルの動学的パフォーマンス 

 

第１節 主要乗数シミュレーションの結果 

本節では「短期日本経済マクロ計量モデル」による主要なシミュレーション結果(乗数)

を紹介する。各表の数値は、インパクト・ケースにおける各変数の水準の標準ケース(シ

ミュレーション上のインパクトを加える前のケースで、実績値に等しい)における同変数

の水準からの乖離率、あるいは乖離幅を示している11。 
 

詳細の解説は次頁以下に譲るが、結果の概略をまとめれば以下の通り。 

1) 財政支出の拡大 

公共投資乗数(実質ベース)は、1年目 1.02％、2年目 1.06％、3年目 0.89％となってい

る。2005年版と比較して大きな変化はないが、ピークが 2年目に移動した。 

2) 所得減税 

名目 GDP1％相当の個人所得税減税（継続減税）は実質 GDPを拡大させ（ピークは 2

年目の 0.56％）、その効果は 3年目までほぼ持続する。減税乗数は公共投資乗数に比べ

小さいことから、税収減が景気拡大を通じた増収で相殺される程度は小さく、1年目の

財政赤字は減税規模の 91％増加する。 

3)消費税増税（今回より減税ではなく、増税での乗数を求めている） 

消費税率 1％引き上げによる実質 GDP抑制効果は、1年目▲0.16％、2年目▲0.25％と

なっている。財政収支は対名目 GDP比で 1年目 0.31%ポイント、2年目 0.24%ポイント

黒字化する。 

4) 金融政策 

短期金利の 1％引上げによる実質 GDP 抑制効果は、1 年目▲0.39％、2 年目▲0.50%

となっている。この背景には、金利の上昇による設備投資、住宅投資の抑制、円高など

が影響している。 

5) 外生的ショック 

外部環境の変化として a)為替減価 10％、b)原油価格 20％上昇、c)世界需要 1％増加の

影響をみた。為替減価の実質GDP拡大効果は 1年目に 0.27％となった。（2年目は 0.54％）。

原油価格上昇の影響は小幅なマイナスである（1 年目▲0.11％、2 年目は▲0.12％）。ま

た世界需要が 1％増加した場合の効果は、1年目のインパクトが 0.08％、2年目が 0.20％

となる。 

 

なお、いずれの結果についても、モデルの内挿期間である 2002年からの 3年間を対象と

しているが、「短期」分析を意図したモデルの性格上、2 年目以降の数字は参考程度に解さ

れるべきものである。また、以下の乗数はあくまでもモデルの動学特性を検討するための

                                                  
11 本稿で使用した統計パッケージは Portable TROLL Release1.6である。 
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機械的テストの結果であり、これをもって直ちに現実の政策効果を評価することは適切で

ない点に注意を要する。言うまでもなく、現実の政策効果は時々の経済社会環境に依存す

るからである。 

 
2.1.1 財政政策シミュレーション 

本節では代表的な財政政策のケースとして、(1)政府支出拡大ケース、(2)個人所得税減税

ケース、(3)法人所得税減税ケース、(4)消費税増税ケース（今回より減税ではなく、増税で

の乗数を求めた）の 4 つをとりあげる。政府支出拡大ケースでは、通常行う実質政府支出

の継続的拡大以外に、実質政府支出を一時的に拡大するケース、名目政府支出を拡大する

ケース等も紹介している。 

 

2.1.1.1 政府支出拡大の効果 

ここでは公的固定資本形成を実質 GDP の 1％相当額増加させた場合の効果を検討する。

次節でも示す通り、本モデルには、ある程度線型(対称)性が想定できるので、政府支出削減

の効果は、政府支出拡大効果の符号を逆にしたもので考えてよい。 

 

1）政府支出の継続的拡大（金融政策の前提として利子率の反応関数を置いた場合） 

本モデルでは、中央銀行が短期金利をターゲットとして、政策運営を行うケースを標準

設定としている。この仮定の下で、実質の公的固定資本形成を標準ケースの実質 GDPの 1％

相当分だけ継続的に増加した場合、実質 GDP に表れる乗数は 1.02％（1 年目）になる。ピ

ークは 2年目（1.06％）で、3年目 0.89％となっている。この結果を公的投資の継続的拡大

が経済成長率に与える影響という観点で見ると、1年目および 2年目には乗数分を若干上回

るプラス効果があるが、3年目の効果はマイナスとなる(表 2－1参照)。2005年版(1年目 1.13、

2 年目 1.00、3 年目 0.77)との比較では大きな変化はないが、ピークは 2 年目に移動した12。

需要項目別には、消費は所得の増加を受け緩やかに増加する。一方で、設備投資は、金利

上昇によるクラウディングアウトと為替増価による純輸出減少により、マイナスで推移し

ている。 

経済の拡大により、支出拡大の一部は税の増収で相殺され、一般政府赤字の増大は支出

増額に比べれば小幅に止まる(財政赤字の対名目GDP比は標準ケース比で１年目0.59％ポイ

ントの悪化)が、支出額全体がカバーされることはなく、赤字残高はその後高止まりとなる。 

国際収支への影響では、為替の増価、所得の増加による輸入の拡大（1.47%～1.79%）の

影響により、経常収支の対名目 GDP比は、▲0.17%～▲0.31%ポイント悪化する。 

なお、乗数の大きさは金融政策のスタンス如何にも依存しており、例えば、貨幣供給量

一定の下で同様の財政拡大を行うと乗数は、金利上昇の影響を受け利子反応関数を用いた

                                                  
12 2005年版と比較して個人消費を中心に調整速度がやや鈍化した結果であるが、2005年版の調整速度が
かなり速いことの反映ともみられる（付属資料 IV参照）。 
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ケースに比べ小さくなる。一方、短期金利一定の下で行えば、物価上昇の下での事実上の

金融緩和となるため乗数は 3年目でも 1を上回る（1年目 1.09％、2年目 1.21％、3年目 1.14％）

(付属資料 II参照)。財政拡大を金融緩和でアコモデートした 90年代の累次の経済対策の効

果は、このケースに近いと考えられる。 

表 2－1 実質公的固定資本形成を実質 GDP の 1％相当額だけ継続的に拡大（利子反応関数

を用いたケース） 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 1.02 1.02 0.13 -0.68 0.13 -0.05 1.47 0.97
2年目 1.06 0.03 0.39 -1.28 0.41 -0.19 1.76 1.01
3年目 0.89 -0.17 0.32 -1.75 0.78 -0.40 1.79 0.94

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 1.19 0.16 0.57 -0.09 -0.59 0.10 -0.17 -0.04
2年目 1.69 0.59 1.28 -0.09 -0.50 0.19 -0.23 -0.40
3年目 2.05 1.10 1.76 -0.02 -0.65 0.25 -0.31 -1.04  
（備考） 

1. 実質公的固定資本形成が標準ケースの実質 GDP の 1％に相当する額だけ増加し、それがシミュレーション期間中継続するも
のと想定した。 

2. シミュレーションは、2002年～2004年の 3年間の実績値を標準ケースとして行っている。 
3. 実質 GDPおよび需要項目、名目 GDP、民間消費デフレータ、賃金、為替レートは標準ケースからの乖離率を、GDP成長率、

失業率、財政収支対名目 GDP比、長期金利、経常収支対名目 GDP比は乖離幅を示している。 
4. 為替は名目対米ドルレートで、符号が負の場合は円の増価を意味する。 
5. （備考の）2.～4.については、以下すべてのシミュレーションについて同様。 
6. 短期金利一定と仮定した場合の実質 GDPへの影響は 1年目 1.09、2年目 1.21、3年目 1.14となる。 

 
2）名目政府支出の継続的拡大（金融政策の前提として利子率の反応関数を置いた場合） 

名目の公的固定資本形成を標準ケースの名目 GDP の 1％相当分だけ継続的に増加させた

場合、名目 GDP でみた乗数（1 年目）は 1.19％となる。その他の変数の推移及び需要項目

別の支出動向及び財政バランス等に与える影響については、基本的に実質支出拡大ケース

とほとんど同様である(表 2－2参照)。 

 

表 2－2 名目公的固定資本形成を名目 GDP の 1％相当額だけ継続的に拡大 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 1.02 1.02 0.13 -0.68 0.13 -0.05 1.47 0.97
2年目 1.01 -0.01 0.38 -1.25 0.41 -0.18 1.70 0.96
3年目 0.79 -0.22 0.30 -1.67 0.76 -0.39 1.64 0.85

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 1.19 0.16 0.57 -0.09 -0.59 0.10 -0.17 -0.04
2年目 1.64 0.58 1.26 -0.09 -0.48 0.19 -0.22 -0.40
3年目 1.92 1.07 1.67 -0.01 -0.60 0.24 -0.29 -1.02  
備考） 

1. 名目公的固定資本形成が標準ケースの名目 GDP の 1％に相当する額だけ増加し、それがシミュレ
ーション期間中継続するものと想定した。 

2. 金融政策の前提は、1990年以降で推定した短期金利に関する政策反応関数によっている。 
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2.1.1.2  減税・増税の効果 

1） 個人所得減税の効果 

個人所得税を名目 GDP の 1％相当額継続的に減税すると、実質 GDPは漸進的に増加し、

2年目にピーク（0.56％）に達する(表 2－3参照)。減税乗数が公共投資乗数に比べ小さいの

は、公共投資が公的部門の支出という形で需要を直接的に拡大するのに対し、減税の場合、

家計の支出行動によってその効果が左右されることによる。 

本モデルの家計は、一時的な変動を除いた恒常的な所得に基づいて支出額を決定するた

め、当該期の家計可処分所得が増加するほどには消費支出は拡大しない(1年目 0.48％、2年

目 1.00％)。結果として、他の需要項目への波及効果も若干遅れて生じることとなる。 

減税乗数が小さいことから、税収減が景気拡大を通じた増収により相殺される程度は小

さく、財政赤字の名目 GDP比は 0.91％ポイント悪化(1年目)するが、経済成長に伴う税収増

加により 2年目以降は若干改善する。 

国際収支への影響を見ると、実質 GDPの増加を受けて輸入が増加し、かつ金利上昇によ

る対外利払いが増えるため、経常収支の名目 GDP比は▲0.04～▲0.16％ポイント悪化する。 

 

表 2－3 個人所得税を名目 GDP の 1％相当額だけ減税 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 0.26 0.26 0.48 -0.15 0.31 -0.01 0.37 0.25
2年目 0.56 0.29 1.00 -0.56 1.98 -0.06 0.86 0.53
3年目 0.55 0.00 1.10 -0.89 3.93 -0.15 0.99 0.56

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 0.29 0.03 0.10 -0.02 -0.91 0.02 -0.04 -0.01
2年目 0.76 0.19 0.52 -0.05 -0.77 0.08 -0.11 -0.09
3年目 1.02 0.45 0.82 -0.03 -0.76 0.12 -0.16 -0.39  
（備考） 

1. 個人所得税を標準ケースの名目 GDPの 1％に相当する額だけ減税し、その変化がシミュレーショ
ン期間中継続するものと想定した。 

2. 財政支出は実質ベースで固定されており、名目額は物価の動きに応じて変動している 
3. 2.については、以下本節のすべてのシミュレーションについて同様。 

 

2) 法人減税の効果 

法人所得税の減税は、企業の資本コストの低下を通じて、設備投資を増加させる(表 2－4

参照)。法人所得税を名目 GDP の 1％相当額継続的に減税した場合の実質 GDP に対する効

果は、投資の拡大（1年目 4.51%）などにより 1年目 0.68％となっている。資本コスト弾性

値が上昇したことを受けて、2005年版(1年目 0.41%)よりかなり高い。しかし、減税による

歳入減が景気拡大を通じて相殺される程度は大きくなく、財政収支の名目 GDP比は 1年目

で▲0.84％ポイント、2年目▲0.75％ポイントと赤字が続く。 
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表 2－4 法人所得税を名目 GDP の 1％相当額だけ減税 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 0.68 0.68 0.12 4.51 0.30 -0.03 0.97 0.54
2年目 0.88 0.19 0.37 5.07 0.49 -0.09 1.11 0.52
3年目 1.11 0.23 0.44 6.91 0.88 -0.20 1.81 0.53

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 0.77 0.09 0.48 -0.05 -0.84 0.05 -0.11 -0.02
2年目 1.20 0.32 1.04 -0.05 -0.75 0.10 -0.18 -0.18
3年目 1.72 0.60 1.64 -0.01 -0.72 0.14 -0.29 -0.49  
（備考） 
シミュレーション期間を通じて、法人所得税の減税幅が各年とも名目 GDP比 1％相当となるよう減税
（実効税率で調整）した場合を想定した。 

 
3）消費税増税の効果 
消費税率を 1％引上げた（5％→6％）場合、民間消費デフレータは標準ケースに比べ 0.64％

(1 年目）上昇する。その結果、実質可処分所得が減少し、消費を中心に内需が弱含みとな

るため、実質 GDPは 0.16％（1年目）の縮小を示す（表 2－5参照）。民間消費デフレータ

の理論的な上昇率は 0.75%だが、インパクト・ケースの上昇率がそれより小幅なのは、内需

の低迷が反映するためである。他方、財政収支は名目 GDP 比で 0.31%ポイント（1 年目）

改善する。しかし、他の税収が減少するため、改善幅は消費税による増収よりは小幅にと

どまる。 

表 2－5 消費税率を 1％ポイント引き上げ 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 -0.16 -0.16 -0.25 0.16 -0.07 0.01 -0.17 -0.16
2年目 -0.25 -0.09 -0.49 0.43 -0.41 0.03 -0.38 -0.25
3年目 -0.21 0.05 -0.47 0.54 -0.81 0.04 -0.36 -0.23

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 0.31 0.64 -0.05 0.01 0.31 0.00 -0.07 0.04
2年目 0.11 0.55 -0.26 0.02 0.24 -0.01 -0.06 0.00
3年目 0.04 0.43 -0.40 0.01 0.26 -0.01 -0.06 -0.03  
（備考） 

1. 消費税率を標準ケースと比べて１％ポイント引き上げ、その変化がシミュレーション期間中継続する
ものと想定した。 

2. 民間消費デフレータの理論的な上昇率は、1997 年の消費税率引き上げの消費者物価指数(CPI)に及ぼ
す影響の旧経済企画庁物価局試算値(消費税率 2%ポイント引き上げは CPI 総合を 1.5%押し上げる)か
ら想定した。 

 
2.1.2 金融政策シミュレーション 

ここでは代表的な金融政策のケースとして、(1)名目短期金利を標準ケースに比べ 1％ポイ

ントだけ引上げるケース、(2)貨幣供給量(Ｍ２+ＣＤ)の水準を標準ケースに比べ 1％相当削減
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するケース、の 2つを検討する。 

 

2.1.2.1 金融引締め効果(短期金利 1％ポイント引上げ) 

短期金利の 1％引上げによる実質 GDP抑制効果は、1年目に▲0.39％となり、その後徐々

に下落幅は増加して 3年目には▲0.81％となっている (表 2－6参照)。 

需要項目別にみると、金利の上昇は、その代替効果により設備投資や住宅投資を大きく

抑制している（設備投資は▲3.34%～▲4.89％、住宅投資は▲0.32％～▲2.58％）。また、金

利高による円高(1.29％～4.92％)により、輸出が抑制される（▲0.15%～▲0.98%）。輸入につ

いては、円高による輸入物価低下のプラスの効果よりも、所得の減少のマイナスの効果が

それを上回り、1年目より減少する（▲0.44%～▲0.59%）。 

金利の変動が民間消費に与える影響は、代替効果に加え、財産所得の変化を通じた所得

効果、他の需要項目の変動が所得を変化させる効果、更には物価の変動が実質所得を変化

させる効果等、複数の経路で生じるが、本モデルでは 1 年目より所得効果がまさり、消費

が増加する結果となっている。 

一般政府の財政バランスは、景気抑制と物価の低迷により税収が低下することや財産所

得の支払いが増加することにより赤字方向に向かう（▲0.20～▲0.41%ポイント）。 

表 2－6 短期金利を 1％ポイント引き上げ 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 -0.39 -0.39 0.21 -3.34 -0.32 -0.15 -0.44 -0.31
2年目 -0.50 -0.12 0.31 -3.95 -1.23 -0.57 -0.37 -0.26
3年目 -0.81 -0.30 0.21 -4.89 -2.58 -0.98 -0.59 -0.37

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 -0.45 -0.08 0.14 0.03 -0.20 0.48 0.03 -1.29
2年目 -0.71 -0.23 -0.64 0.02 -0.30 0.47 -0.07 -3.39
3年目 -1.20 -0.42 -1.27 0.01 -0.41 0.54 -0.16 -4.92  
（備考） 
名目短期金利が標準ケースと比べて 1％ポイント上昇し、その変化がシミュレーション期間中継続する
ものと想定した。 

 

2.1.2.2 貨幣供給量減少の効果 

貨幣供給量(M2+CD)の水準を当初 1年間かけて漸減的に標準ケース比 1％低下させ、その

後そのレベルを持続させると、貨幣市場の均衡を達成させるため金利の上昇を引き起こす

(長期金利は 1年目 0.37％上昇する)。その金利上昇による代替効果により設備投資が抑制さ

れ（▲1.51%～▲2.52%）、また、円高が生じ輸出も抑制される（▲0.10%～▲0.45%）。 

民間消費に対する影響には、代替効果の他に財産所得による所得効果や他の需要項目を

通じた所得効果がある。本モデルでは財産所得を通じたプラス効果が代替効果のマイナス

の影響より大きいことにより、消費は 1 年目と 2 年目に若干増加している(表 2－7 参照)。
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この結果、貨幣供給量の 1％削減による実質 GDPの抑制効果は、▲0.22%～▲0.35%となっ

ている。 

表 2－7 貨幣供給量（M２+CD）を 1％相当額だけ縮小 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 -0.29 -0.29 0.15 -2.52 -0.21 -0.10 -0.34 -0.24
2年目 -0.22 0.07 0.17 -1.69 -0.82 -0.37 -0.10 -0.07
3年目 -0.35 -0.13 -0.06 -1.51 -1.36 -0.45 -0.26 -0.12

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 -0.33 -0.05 0.13 0.03 -0.14 0.37 0.02 -0.87
2年目 -0.36 -0.15 -0.59 0.01 -0.16 0.11 -0.07 -2.14
3年目 -0.55 -0.20 -0.76 -0.01 -0.14 0.09 -0.09 -1.88  
（備考） 
  マネーサプライが標準ケースと比べて１年目の第１四半期から毎期 0.25％ずつ 4 四半期間に渡り累積
的に減少し、2年目以降は 1％低下した水準が持続されるものとした。 

 

2.1.3 外生的ショックに関するシミュレーション 

ここでは政策以外の外生的ショックに関するシミュレーションとして、(1)為替減価(標準

ケース比 10％)ケースと、(2)原油価格上昇(標準ケース比 20％)ケース、(3)世界需要増加(標

準ケース比 1％)ケースの 3つを紹介する。 

(1)の為替減価ケースでは、通常は本モデル内で内生的に解かれる為替レートを外生化し

た上で、外的な要因により標準ケースに比べて 10％減価し、それが継続する場合を想定し

ている。この場合の金融政策の前提は 1990年以降で推定した短期金利に関する政策反応関

数によっており、財政政策の前提は実質値で一定である。 

(2)の原油価格上昇ケースでは、原油のドルベースの価格を標準ケースに比べて 20％上昇

させ、それが継続する場合を想定している。金融政策、財政政策の前提は(1)と同様である。 

(3)の世界需要増加ケースでは、世界需要を 1％増加させ、それが継続する場合を想定して

いる。金融政策、財政政策の前提は(1)と同様である。 

 

2.1.3.1 為替レート減価の影響 

為替を外生的に 10％円安(標準ケース比)に動かすことにより、輸入物価が上昇し、その影

響により内需デフレータが上昇する(民間消費デフレータは 0.19％～0.58％上昇)13。輸出の

拡大と輸入の減少が生じるが、円の減価により輸入金額が大きく高まるため、経常収支 (円

ベース)の名目 GDP比は大幅には変化せず、3年目でも 0.30%ポイントの上昇となっている

(表 2－8 参照)。輸出の拡大により、設備投資が増加する(0.06%～0.36%)。財政収支バラン

スは、経済拡大により税収が増加し、改善につながる(財政収支対名目 GDP比 0.11～0.32％
                                                  
13 本モデルでは、外国為替は対ドルレートを用いているが、現在の経済構造を踏まえれば、今後は、実効
為替レートへの移行が検討課題の一つである。他方で、現行の円の対ドルレート変化シミュレーションへ
の要請もまた大きいことにも配慮しなければならない。 
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ポイント)。 

表 2－8 円の対ドル 10％減価 

実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）

1年目 0.27 0.27 0.04 0.06 0.11 1.40 -0.47 0.26
2年目 0.54 0.27 0.17 0.36 0.34 2.13 -0.43 0.49
3年目 0.63 0.09 0.22 0.36 0.61 2.40 -0.14 0.56

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）

1年目 0.43 0.19 0.22 -0.02 0.11 0.03 0.13 10.00
2年目 0.84 0.33 0.62 -0.05 0.26 0.08 0.26 10.00
3年目 1.16 0.58 0.97 -0.03 0.32 0.13 0.30 10.00  
（備考） 

1. 円の対米ドルレートが標準ケースと比べて 10％減価し、その変化がシミュレーション期間中継続する
ものと想定した。 

2. 2005年版では実質 GDPへの影響は 1年目 0.37%、2年目 0.53%、3年目 0.42%である。また民間消費
デフレータへの影響は、1年目 0.21%、2年目 0.30%、3年目 0.40%となっている。 

 

2.1.3.2 原油価格上昇の影響 

ドル建て原油価格が外生的に 20％上昇すると、輸入金額の増加によって経常収支対名目

GDP 比が▲0.21％ポイント低下するが(表 2－9 参照)、実質 GDP への影響は小さい(標準ケ

ースからの乖離率は、1年目で▲0.11％、2年目で▲0.12％、3年目で▲0.09％)。ただし、名

目 GDPへの影響は、標準ケースにおける原油価格が高まったことにより、2005年版より拡

大している。 

経済の縮小の影響が税収面にもマイナスとなって現れるため、財政バランスは若干悪化

する（▲0.07～▲0.12％ポイント）。 

表 2－9 原油価格の 20％上昇 
実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）
1年目 -0.11 -0.11 -0.10 -0.01 -0.01 -0.03 0.14 -0.09
2年目 -0.12 -0.02 -0.21 0.01 -0.13 -0.04 -0.42 -0.08
3年目 -0.09 0.03 -0.19 0.02 -0.30 -0.03 -0.41 -0.06

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）
1年目 -0.15 0.19 -0.10 0.01 -0.07 0.00 -0.21 0.07
2年目 -0.28 0.10 -0.25 0.01 -0.12 0.00 -0.18 0.19
3年目 -0.33 0.05 -0.32 0.00 -0.11 0.00 -0.22 0.29  
（備考） 

1. ドルベースの石油価格が標準ケースに比べて 20％上昇し、その変化がシミュレーション期間中継
続するものと想定した。 

2. 2005年版では実質 GDPへの影響は 1年目▲0.11%、2年目▲0.14%、3年目▲0.16%となっている。
3. 標準ケースの原油価格は、1年目(2002年)24.65ドル/バレル、2年目 29.34ドル/バレル、3年目 36.41
ドル/バレル。 
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2.1.3.3 世界需要増加の影響 

 世界需要が外生的に 1％増加すると、輸出が増加し、実質 GDPを増大させる(表 2－10参

照)。輸出は、1年目 0.60%、2年目 1.04%の増加と、2005年版(1年目 1.15%、2年目 1.05%)

と比較して緩やかな伸びとなった。輸出増加はラグ効果を伴いつつ設備投資を増加させる

ため、この経路からも、実質 GDPへの効果は 1年目 0.08％、2年目 0.20％の増加と徐々に

高まる形となっている。財政収支は、経済の拡大による税収増により改善している(0.03％

～0.11％ポイント)。 

表 2－10 世界需要を 1％増加  
実質GDP

（％）

実質GDP
成長率

（％ポイント）

消費

（％）

設備投資

（％）

住宅投資

（％）

財・サービス
輸出
（％）

財・サービス
輸入
（％）

GDPGAP

（％）
1年目 0.08 0.08 0.01 0.07 0.01 0.60 0.12 0.08
2年目 0.20 0.11 0.05 0.28 0.05 1.04 0.30 0.17
3年目 0.24 0.04 0.08 0.34 0.13 1.21 0.41 0.20

名目GDP

（％）

民間消費
デフレータ
（％）

単位時間
あたり賃金
（％）

失業率

（％ポイント）

財政収支対
名目GDP比
（％ポイント）

長期金利

（％ポイント）

経常収支対
名目GDP比
（％ポイント）

為替レート

（％）
1年目 0.09 0.01 0.04 -0.01 0.03 0.01 0.06 -0.01
2年目 0.26 0.06 0.18 -0.02 0.09 0.02 0.09 -0.06
3年目 0.39 0.15 0.33 -0.01 0.11 0.04 0.11 -0.17  
（備考） 

1. 世界需要が標準ケースに比べて 1%上昇し、その変化がシミュレーション期間中継続するものと想定
した。 

2. 2005年版では実質 GDPへの影響は 1年目 0.22%、2年目 0.20%、3年目 0.17%となっている。 
 
第２節 モデル乗数の線形性 

 

短期日本経済マクロ計量モデルを用いた経済政策評価にあたっては、基本乗数が以下の性

質を有することを前提に議論が進められている。 

 

1)狭義の線型性：経済政策の規模がｎ倍になれば、その政策効果(乗数)もｎ倍になる性質 

2)対称性：同じ規模の経済政策の方向（符号）が逆向きであれば、その経済効果の符号は

逆になるが、その絶対値は等しくなる性質 

3)加法性：複数の経済政策を同時に採った場合、その政策効果はそれぞれの経済政策を個

別に行った場合の効果の合計に等しくなる性質 

 

この前提が満たされていなければ、経済政策の効果を論じるに際して基本乗数を用いるこ

とはできない。乗数が線形性を有するかどうかは、構築モデルのパフォーマンスが良好か

どうかを見るための重要なポイントである。本稿では、線型性テストとして以下の８パタ

ーンのインパクトシミュレーションを行い、その乗数を比較することで 1)～3)の性質の検

証に充てた。 
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これらのシミュレーションについては、内挿シミュレーションと同じく 2002 年第１四半

期から 2004 年第 4 四半期について計算している。ただし、今回もシミュレーション期間に

ゼロ金利の期間を含んでおり、モデルにゼロ金利制約(0.005％)を用いているため、金利が
低くなるようなインパクトでは、線型性が成立しないことがありうる（(5)～(8)が該当）。そ
のため、この短期金利の下方制約を外したモデルによって(5)～(8)のシミュレーションを併
せて行い（シミュレーション期間は 2002 年第１四半期～2004 年第 4 四半期）、その乗数を

比較・検討することでシステムとしての本モデルが線形性を持つかどうかを確認している。 

 検証結果の詳細は以下に示されているが、要約すれば、ここ数回のモデルと同様、短期

金利の下方制約による影響を除去することでようやく乗数の線形性の前提が保たれる。よ

って、今回のモデルにおける内挿シミュレーション期間およびその前後の期間に関する分

析においては、インパクトの影響の方向性を考慮した上で、慎重に進めることが求められ

よう。 

 

1)狭義の線型性 
 (1)から(4)までは「狭義の線形性」を見るためのシミュレーションである。ここでは 1％
のインパクトを与えたケースと 2％のインパクトを与えたケース14の乗数比平均を見ており、

線形性が保たれていれば、この値はおおよそ２になる筈である。 
 (1)～(4)の主要変数についての乗数比平均の計算結果は以下の表にみる通りである。いず
れのパターンについても、乗数比平均は２前後の数値を示しており、標準偏差も小さい。

これらの結果から、本モデルでは狭義の線形性は保たれているものと考えて良いであろう。 

 
                                                  
14 為替増価ケースのみ 10％と 20％のインパクトとなっている。 
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2)対称性 
 (5)と(6)は「対称性」を見るためのシミュレーションである。ここでは、同規模のインパ
クトを正負両方の方向に与えるシミュレーションを行い、その乗数の比を見ている。対称

性が保たれていればこの場合、乗数の絶対値は同じで符号のみ異なる筈なので、乗数比は

－１が期待される。 

 
上の表によると乗数比平均は、実質 GDPや民間消費デフレータなどではおおよそ－１程度
になるが、金利や為替レートなどが大きく－１から逸脱している。これは、既述のように

ゼロ制約の影響で、政府支出減や為替レート増価の場合に短期金利が制約(0.005％)以下に
低下できないことに起因しており、この制約を外したモデルで同様のシミュレーションを

行なうと以下の表のような結果となり、モデルの基本的なメカニズムとしては対称性を保

っていることが分かる。 

 
 
3)加法性 
 (7)と(8)は「加法性」を見るためのシミュレーションである。加法性が保たれていれば、
複数のインパクトを同時に与えたケースの乗数と、別々にインパクトを与えたケースの乗

数の和がほぼ同じになる筈である。ここでは両者の比の平均をみているので、値としては

おおよそ１になることが期待される。 
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表によれば長期金利、為替レートを中心に、乗数比平均は大きく１から乖離している。こ

れは、(7)についてはマネーサプライ増、(8)については政府支出減というゼロ制約による影
響を強く受けるケースが含まれており、２つの政策を同時に行なう場合には制約の影響が

相殺されるが、単独実施の場合は制約の影響をそのまま受けてしまうことが原因であると

思われる。実際、2)と同じくゼロ制約を外したモデルで同様のシミュレーションを行なうと
下表のような結果となり、金利の下方制約がないモデルでは加法性が保たれていることが

分かる。 
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第３章 残された課題 

 

本資料の趣旨は、研究所計量モデル・ユニットのモデル改訂作業を適宜公開し、広く内

外にコメントを求めることにある。その意味で、モデルは常に「暫定版」であり、内外の

コメント等を踏まえ、今後とも一層の改善が想定される。ここでは、我々が今後進めよう

としている作業のいくつかを紹介したい。 

第一は期待形成の扱いである。本稿のモデルは、ここ数年の旧版の定式化を踏襲し、過

去のデータに基づく分布ラグによる適応的期待形成（バックワードルッキング）を採用し

ている。しかしながら、現実の期待形成では、将来の政策等外部環境の動向が先読みの形

（フォワードルッキング: FL）で織り込まれ、それが経済主体の現在の行動に影響している

と考えられる。こうした場合、行動方程式のパラメータにも変化が生じ得るので、モデル

のシミュレーション結果の信頼性も損なわれてしまう（Lucas 批判）。期待形成のあり方に

より政策効果が大きく異なり得ることは重大であり、期待形成について様々なバリエーシ

ョンを持つモデルがどのような振る舞いの違いを示すかは興味深いテーマである。村田・

齋藤他［2005］、村田・青木［2004］は、モデルにフォワードルッキングな、換言すればモ

デル整合的な期待形成を試験的に導入し、政策効果や外的ショックが経済に及ぼす影響に

ついて、バックワードルッキングを想定したモデルとの比較分析を行っている。本稿では、

これらの経験に基づき FL版のモデルを別途用意し、主要乗数表について FL版も同時公表

することを目指していたが、時間的な制約から今回は見送らざるを得なかった。終端条件

の設定等、ある程度の規模を持つ推定パラメータ型計量モデルにモデル整合的期待を導入

するには技術的な課題があるが、今後に作業を進め、その結果を改めて報告することとし

たい。 

また、本ユニットでは、今年度より「多数の予測機関、エコノミスト等の経済に関する

予想を用いた期待形成の研究調査」と題し、予測機関やエコノミストの成長率や物価動向

に関する予測値ににつき、アンケートデータを基に期待形成の実証分析を進めている。そ

の成果も今後、モデルへの期待形成の織り込み方に応用していくこととしたい。 

第二に、連鎖方式導入の効果の検証があげられる。SNAにおける連鎖方式は 2005年版モ

デルにおいて導入され、その効果についても村田・岩本・増淵［2006］において詳細な分析

が成されている。しかし本論でみたように、モデルの連鎖方式への移行は、厳密には、本

モデルにおける輸入デフレータへの適用によって初めて完成した。したがってその効果も、

メリットとデメリットの両面にわたり改めて検証する必要がある。特に、輸入デフレータ

を連鎖統合により国際収支統計から十分な精度で再現するのに必要な細分化のレベルは、

当初の我々の予想を上回るものであり、「機動性が高くコンパクト」という本モデルの特徴

が若干後退した印象は否めない。この点は補論 II でも簡単な評価を試みているが、この方
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法を今後も踏襲することの当否は、やはり十分検討する必要があろう15。 

もう一つの課題として、モデルの供給サイドの定式化もあげておきたい。無論、本稿の

モデルは最大限でも 3～4年程度の分析を目的として開発されており、供給サイドの定式化

は簡素なものとなっている。今回の改訂においても、生産関数の再推定にとどまった。し

かしながら、昨今の景気論争の多くが構造改革と不可分な形で、中長期的な有効性（供給

面での効果）も重視する形で進められていることに鑑みれば、マクロ政策の中長期的帰結

も大きな論点である。経済政策が成長の中長期的経路に与える影響については、理論・実

証両面で未だ定説がない状況にあるが、今後モデルの拡充を進めるに当たり、何らかのス

タンスを求められる状況も考えられよう16。 

こうした課題は残されているものの、直近のデータを取り込み、足下の状況を反映した

モデルの公表の意義は少なくないと考える。内閣府・経済社会総合研究所では、本稿モデ

ル以外にも、近年の計量手法の進歩を踏まえた時系列モデルやデータより理論との整合性

を重視するモデル等の開発を行っている。今回の「短期日本経済マクロ計量モデル 2006年

版」についても、そうした大きな文脈の中で、その有効性と限界とを十分踏まえつつ相互

補完的に活用され、マクロ経済政策に関する一般の理解の深まりに資するものとなること

を期待したい。 

 

                                                  
15 ただし、マクロ計量モデルにおいて、GDPデフレータおよび輸入デフレータを構成項目の連鎖統合で定
義した事例は、我々が知りうる限り少なくとも国内では前例がなく、その意義は大きいと考えている。 
16 例えば、TFPや労働供給について構造政策との関連で何らかの想定を織り込むことなども、検討に値し
よう。 
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補論 I 輸入サブブロックのデータ解説 

 

１）SNA 統計と『国際収支統計』 

 経済企画庁[2000]によれば、SNA 統計の輸入額は日本銀行『国際収支統計』の数値を基
に算出されている。つまり 93SNAにおいては海外勘定の内、経常取引について基礎資料で
ある『国際収支統計』と基本的に整合的であるように設計されている。そのため、国際収

支統計と SNA 間の組み換え項目である「特許等使用料」「建設サービス」を考慮すれば、
名目値に関して以下のように表現できる。 

 
 

（10億円）

SNAの輸入 定義による輸入 差額 財貨輸入 サービス支払

（財＋サービス） (国収) 調整後

2001.1 12,789.0 12,789.0 0.00 9,942.1 2,846.9
2001.2 12,583.7 12,583.6 0.10 9,657.5 2,926.1
2001.3 12,172.2 12,172.2 0.00 9,223.5 2,948.7
2001.4 11,848.0 11,848.0 0.00 9,233.3 2,614.7
2002.1 11,799.6 11,799.5 0.10 9,080.0 2,719.5
2002.2 12,164.9 12,165.0 -0.10 9,219.1 2,945.9
2002.3 12,285.9 12,286.0 -0.10 9,361.8 2,924.2
2002.4 13,166.7 13,166.7 0.00 10,085.5 3,081.2
2003.1 12,864.4 12,864.3 0.10 9,856.0 3,008.3
2003.2 12,342.2 12,342.3 -0.10 9,882.2 2,460.1
2003.3 12,698.3 12,698.3 0.00 9,937.3 2,761.0
2003.4 13,002.0 13,002.0 0.00 9,999.1 3,002.9
2004.1 13,137.9 13,137.9 0.00 10,248.5 2,889.4
2004.2 13,823.0 13,823.0 0.00 10,677.1 3,145.9
2004.3 14,539.0 14,539.1 -0.10 11,257.6 3,281.5
2004.4 15,160.3 15,160.3 0.00 11,814.2 3,346.1  

 
２）『国際収支統計』と『貿易統計』 
ａ. 調整係数 
 上述のように SNA 輸入額は『国際収支統計』が元データである。しかし、「鉱物性燃料
輸入額」をはじめ輸入内訳のデータは『国際収支統計』には存在せず、旧モデルでは財務

省『貿易統計』の数値を利用していた。『国際収支統計』の貿易収支部分については『貿易

統計』を元データにしており、この措置は妥当なものと考えられるが、統計処理上の関係

から、両者の数字には若干の違いがある（要するに『貿易統計』の輸入総額と『国際収支

統計』の財貨輸入総額は等しくならない）。この違いを生み出す主要因は、計算価格体系と

計上範囲の２点である。 
 

1. 価格体系：『貿易統計』の輸入額が CIF建で計算されているのに対し、『国際収支統計』
の財貨輸入額は FOB建で計算されている17。 

                                                  
17 CIFと FOB：端的に言えば、売り手の費用と責任について前者は輸入港まで、後者は輸出港まで、とい
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2. 計上範囲：『貿易統計』は関税境界通過のもののみを計上しているが、『国際収支統計』
では海外打上げの人工衛星など、通関と所有権移転が一致しない財貨についても算

入・調整されている。なお範囲だけでなく、計上時期の違いも両統計の数値に差を生

み出すことがある（通関と所有権移転のタイミングにずれがある場合、両統計の計算

時期によっては数値に差が発生する）。 
 
『貿易統計』と『国際収支統計』の間では、財貨輸入時の運賃・保険料や所有関係など

のより詳細なデータを基に数値の調整を行っているが、同様の処置を本稿内で行うことは

事実上、不可能である。そこで本稿では、両統計の財貨輸入総額の比率を調整係数とする

ことを以て代替措置とする。 

)(CIF
 )(FOB

建貿易統計の輸入額
建国際収支統計の輸入額

調整係数 =  

(億円)
財貨輸入(国収) 財貨輸入(貿易) 調整係数

2000/1 86,474 95,445 0.906
2000/2 88,695 98,080 0.904
2000/3 92,701 102,974 0.900
2000/4 101,752 112,885 0.901
2001/1 99,421 110,555 0.899
2001/2 96,575 107,881 0.895
2001/3 92,235 102,600 0.899
2001/4 92,333 103,120 0.895
2002/1 90,800 101,490 0.895
2002/2 92,191 103,182 0.893
2002/3 93,618 104,793 0.893
2002/4 100,855 112,811 0.894
2003/1 98,560 109,886 0.897
2003/2 98,822 109,832 0.900
2003/3 99,373 111,662 0.890
2003/4 99,991 112,240 0.891
2004/1 102,485 114,817 0.893
2004/2 106,771 119,737 0.892
2004/3 112,576 126,239 0.892
2004/4 118,142 131,372 0.899  

この調整係数を『貿易統計』の輸入内訳項目に乗ずることによって、本稿モデル内で使

用する輸入関連変数の名目値が得られる。 
 
ｂ. 財貨輸入額の内訳 
 『国際収支統計』の財貨輸入内訳を『貿易統計』から作り出す際の手順は、国民経済計

算部への聞き取り調査結果とその助言に鑑み、日本銀行調査統計局が作成している「実質

輸出入」の手法を基本的に踏襲している。本稿では、『貿易統計』の輸入総額を以下の９グ

ループに分割した18。 

                                                                                                                                                  
う取引条件のことである。CIF（Cost, Insurance and Freight）の条件で輸出契約を結んだ売り手は、約
定品を輸出港の船に積み込むまでの危険と費用を負担するほかに、仕向地までの運賃と保険料を負担しな
くてはならず、FOB(Free on Board)の条件では買い手が手配した船に、約定品を積み込むまでの費用と危
険を売り手が負担することになる。 
18 「実質輸出入」では食料品・繊維製品・鉱物性燃料・化学製品・機械機器・その他の６グループに分割
している。 
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分類 デフレータとして対応する輸入物価指数 備考
1 食料品 「生鮮食品を含む食料品・飼料」(参考系列)

2 繊維製品 「繊維品」 「織物用糸・繊維製品」「衣類・同付属品」「織物用繊維及びくず」の合計

3 鉱物性燃料 「石油・石炭・ガス」

4 化学製品 「化学製品」

5 一般機械 「一般機械」

6 電気機器 「電気機器」

7 輸送用機器 「輸送用機器」

8 精密機器類 「精密機器類」

9 その他 「金属・同製品」「木材・同製品」「その他産品・製品」を加重平均 輸入総額から1～5の合計を差し引いたもの  
なお、実質値を求める際に必要なデフレータは、これも「実質輸出入」と同じく各グルー

プに対応する日本銀行調査統計局「輸入物価指数（円ベース）」を採用した。「9.その他」用
のデフレータについては表中にあるように「金属・同製品」「木材・同製品」「その他産品・

製品」の輸入物価指数を加重平均して算出する。その際のウェイトには、固定基準型ラス

パイレス指数である輸入物価指数（2000年基準）のウェイト（指数と共に公表されている19）

を使用した。 

輸入物価指数
生鮮食品を

含む食料品・

飼料

繊維品
石油・石炭・

天然ガス
化学製品 一般機械 電気機器 輸送用機器 精密機器類 その他

2000/1 102.1 100.1 92.4 97.1 100.5 105.5 100.5 102.0 100.1

2000/2 100.4 99.8 94.2 98.3 99.4 100.8 99.9 99.6 98.8

2000/3 98.4 99.8 102.2 101.4 99.4 98.0 99.6 98.9 100.1

2000/4 99.1 100.3 111.2 103.2 100.8 95.7 100.0 99.4 101.0
2001/1 104.6 103.2 105.8 108.0 108.5 95.4 103.8 107.2 107.0
2001/2 106.6 104.4 111.7 109.3 110.8 93.3 105.0 109.2 106.1

2001/3 106.0 102.5 109.5 103.9 110.4 89.7 104.6 107.9 101.1
2001/4 105.2 102.1 99.6 100.3 111.8 87.4 105.2 109.7 100.4

2002/1 111.3 105.4 95.1 102.7 118.3 90.8 108.9 115.8 107.7
2002/2 108.3 103.3 106.2 103.8 114.4 86.3 107.3 113.2 105.3

2002/3 105.3 100.3 104.0 105.7 108.8 80.8 105.3 109.6 100.6
2002/4 111.2 101.9 112.8 108.1 111.4 79.6 107.4 112.6 103.1

2003/1 110.1 100.5 119.5 110.0 110.4 76.8 107.0 112.9 102.5
2003/2 110.6 100.7 111.4 113.4 110.8 75.1 109.3 113.9 103.3

2003/3 111.7 100.3 110.5 110.7 109.2 74.7 109.2 112.1 104.2
2003/4 107.6 99.1 104.9 105.1 102.5 71.0 106.4 107.0 102.2

2004/1 113.3 98.9 108.4 108.1 102.6 69.6 106.9 107.1 108.9
2004/2 116.2 100.2 122.3 113.6 106.6 70.0 107.3 107.6 114.4

2004/3 114.1 99.9 132.2 117.1 107.4 68.8 108.0 108.4 115.8
2004/4 111.5 97.7 133.1 119.5 105.5 66.1 107.6 107.8 115.6  

以下の表は、上記の手順に従って具体的に財貨輸入額の内訳を計算したものである。内

訳の数字には既に調整係数を乗じており、１～６の合計が国際収支統計の財貨輸入額に等

しくなるようになっている。 

                                                  
19 本稿で使用したウェイトは金属・同製品：80.9、木材・同製品：32.3、その他産品・製品：83.1（日本
銀行『輸入物価指数』による）。 
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輸入コンポーネント名目額(調整係数を乗じたもの) （10億円）

食料品 繊維製品 鉱物静燃料 化学製品 一般機械 電気機器 輸送用機器 精密機器類 その他 合計 財貨輸入(国収)

2000/1 1,052.9 558.3 1,796.3 596.4 964.6 1,170.9 316.2 236.8 1,955.0 8,647.4 8,647.4
2000/2 1,161.7 538.3 1,678.5 639.2 969.2 1,202.1 330.3 255.3 2,094.9 8,869.5 8,869.5
2000/3 1,085.2 723.5 1,862.4 631.4 1,006.1 1,376.4 317.7 251.6 2,015.7 9,270.1 9,270.1

2000/4 1,184.6 658.5 2,171.4 710.7 1,123.6 1,509.2 349.9 288.5 2,178.9 10,175.2 10,175.2
2001/1 1,086.4 636.8 2,065.5 726.5 1,170.9 1,460.2 325.7 291.3 2,178.7 9,942.1 9,942.1

2001/2 1,230.8 592.6 1,886.9 713.3 1,063.8 1,374.0 312.7 284.1 2,199.2 9,657.5 9,657.5
2001/3 1,134.3 771.8 1,928.2 666.5 921.3 1,206.1 331.3 275.2 1,988.9 9,223.5 9,223.5

2001/4 1,258.7 682.9 1,767.6 676.1 975.6 1,247.5 329.8 288.3 2,006.8 9,233.3 9,233.3
2002/1 1,115.0 618.2 1,682.6 687.5 1,101.4 1,248.5 344.7 273.1 2,009.0 9,080.0 9,080.0

2002/2 1,218.0 550.1 1,678.1 710.8 1,040.2 1,287.6 399.6 281.6 2,053.1 9,219.1 9,219.1
2002/3 1,138.5 708.2 1,799.9 733.7 940.4 1,277.5 450.6 280.2 2,032.7 9,361.8 9,361.8

2002/4 1,250.1 666.5 2,145.9 763.7 1,014.4 1,372.9 389.5 306.5 2,175.9 10,085.5 10,085.5
2003/1 1,054.1 612.9 2,386.6 753.9 1,030.1 1,285.8 338.9 291.0 2,102.7 9,856.0 9,856.0

2003/2 1,197.8 564.2 2,052.0 781.7 1,052.1 1,323.8 468.8 281.1 2,160.7 9,882.2 9,882.2
2003/3 1,142.0 761.6 1,992.1 782.8 1,032.7 1,378.9 407.8 297.0 2,142.5 9,937.3 9,937.3

2003/4 1,171.4 660.5 1,933.1 774.5 1,089.9 1,439.1 454.8 324.4 2,151.3 9,999.1 9,999.1
2004/1 1,081.1 627.0 2,132.8 818.0 1,150.7 1,467.9 399.9 319.5 2,251.7 10,248.5 10,248.5

2004/2 1,242.0 580.4 2,145.0 837.7 1,137.0 1,527.3 433.1 303.9 2,470.6 10,677.1 10,677.1
2004/3 1,166.5 784.6 2,521.9 868.9 1,124.2 1,552.3 401.2 320.9 2,517.2 11,257.6 11,257.6

2004/4 1,250.1 703.9 2,740.8 886.7 1,210.8 1,576.3 487.4 348.8 2,609.5 11,814.2 11,814.2  
 
ｃ．サービス支払 
 サービス輸入については、上で述べた通り国際収支統計の「サービス支払額」から「特

許等使用料」「建設サービス」支払額を差し引いたものをサービス輸入額として扱う。また、

デフレータとしては日本銀行「企業向けサービス価格指数(CSPI)」を使用する。 
(億円)

CSPI サービス支払 サービス支払 サービス支払 サービス支払

全計（国収） 建設 特許等使用料 調整後

2000/1 100.5 30,258 855 2,949 26,454
2000/2 100.4 30,771 1,102 2,897 26,772
2000/3 99.6 32,256 1,195 2,942 28,119
2000/4 99.5 32,673 1,161 3,075 28,437
2001/1 98.8 32,820 1,085 3,266 28,469
2001/2 98.0 34,483 1,270 3,952 29,261
2001/3 97.2 33,642 1,139 3,016 29,487
2001/4 96.9 30,546 1,143 3,256 26,147
2002/1 96.4 31,739 1,065 3,479 27,195
2002/2 95.9 34,035 1,257 3,319 29,459
2002/3 95.1 33,747 1,129 3,376 29,242
2002/4 95.0 35,475 1,040 3,623 30,812
2003/1 94.5 34,455 986 3,386 30,083
2003/2 94.2 28,378 823 2,954 24,601
2003/3 93.8 31,887 1,094 3,183 27,610
2003/4 94.2 34,250 1,006 3,215 30,029
2004/1 93.9 33,747 1,312 3,541 28,894
2004/2 93.7 36,446 1,401 3,586 31,459
2004/3 93.5 37,483 1,217 3,451 32,815
2004/4 93.8 38,892 1,264 4,167 33,461  

 
３）短期日本経済マクロ計量モデル用データ 
 10区分の輸入コンポーネントのデータとしては、上述のように 2)で計算した名目値を対
応するデフレータ（輸入物価指数）で除したものを実質値として扱う。参考のために、本

節では名目値とデフレータについて 2000年第１四半期から 2004年までの原系列の数字を
文中の表として掲載しているが、実際のデータセットには 1988年第１四半期から 2004年
第４四半期までのデータを格納している。また、モデル内では統計ソフトで季節調整（手

法は X-11を採用）を施した数値を正式な系列として使用している。 
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補論 II 輸入の定式化の相違が政策乗数に与える影響 
 
 
１）輸入サブブロック改訂の目的 
本文および補論 Iで述べたように、本年のモデルでは財貨・サービス輸入について食料品

や繊維品、鉱物性燃料など 10 区分20のコンポーネントに分割し、これらをパーシェ式の連

鎖統合をすることによって輸入デフレータを算出している(図 II－１)。 

 
 
言うまでもなく、輸入デフレータを連鎖統合で作成しているのは SNA が 2004 年度から実
質系列の作成方法に連鎖方式を導入したことへの対応のためである。連鎖方式が導入され

たために、加法整合性が成立することを前提としていた 2005年版モデルまでの輸入サブブ
ロックの構造では（図 II－２）、鉱物性燃料21以外の財貨サービス輸入実質値(NFMGS)に現
実からの乖離が発生する。 
 

                                                  
20 この区分数を少なくすると、連鎖統合で作成されたデフレータと実績値の乖離度は大きくなる。コンポ
ーネントを 10区分にすることにしたのは、最新の QEマニュアルの記述と前国民経済計算部国民支出課・
鈴木氏の助言を踏まえたものである。 
21 2005年版モデルまでの鉱物性燃料輸入(実質)は図 II-2にあるようにMFUELの記号を使用していた。
2006年版モデルではMFUELに代えて FUELの記号を使用している。 
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ここで表 II-1は図 II-1の実績データの作成法に従って算出した NFMGSと、本来の NFMGS

（FUELを除いた９費目の輸入コンポーネント実質額合計）がどのくらい違うのかを内挿シ

ミュレーション期間である 2002年第１四半期から 2004年第４四半期までについてみたも
のである22。 

 
乖離率からみると差はさほど大きいようには見えないが、金額ベースでみると 2,000 億円
を超える期もあり、必ずしも小さいとは言い難い水準になっている。 
連鎖統合で輸入デフレータを作成することは、理論的には正しい対応であり、これによ

り表 II-1 に示される差も発生しなくなる。村田・斎藤・岩本・田邊［2006］で直近の課題

として輸入サブブロックの連鎖化をあげたのは、まさにこのことを目的としていた。 
 
 
２）輸入サブブロック改訂による新たな問題 
 しかし現実には、この連鎖化によって、一部の重要な変数についてベースラインシミュ

レーション結果と実績値の乖離率の拡大という新たな問題がモデルに持ち込まれることが

判明した。表 II-2 は乖離率を、今年のモデル（以降、連鎖版と表記）と輸入サブブロック
を昨年のものに戻したモデル（以降、二分割版と表記）で輸入デフレータ(PMGS)と実質
GDP(GDP)について計算したものであるが、この表からも連鎖版で乖離率が拡大しているこ

                                                  
22 差額は（図 II-2の NFMGS－本来の NFMGS）、乖離率は  で計算している。 
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とが確認できる。 

 
 
この乖離率の拡大は、輸入デフレータを連鎖統合で作成する際に、誤差を含んだコンポ

ーネントデータを使用せざるを得ないことが主な原因であると考えられる。輸入サブブロ

ックの構築に必要な 10区分の輸入コンポーネントのデータは、補論 Iの手順を踏んで作成
されており、基本的にこの手順は SNAデータを作成している国民経済計算部のそれを可能
な限り踏襲している。しかし、膨大かつ詳細なデータを取り扱う国民経済計算部の複雑な

手順を完全になぞることは無論不可能であり、付帯する莫大な量の処理をモデル改訂作業

内に抱え込むことはコンパクトさと機動性を重視する本モデルの主旨にも反することにも

なるため、いくつかの点で簡便な処理方法23を採用している。その結果、総輸入に占める各

コンポーネントの割合が真の値から少しずつずれることになり、このコンポーネントをウ

ェイトとした連鎖統合で作成されるデフレータも実績値から少しずれることになる。そし

てその影響が名目輸入(MGSV)を除して得られる実質輸入(MGS)、さらには輸入をコンポー
ネントとして抱える実質 GDPおよび GDPデフレータにも波及するものと考えられる。 
 
 
３）輸入サブブロック改訂がシミュレーション乗数に与える影響 
 表 II-2 にみるように、今回の輸入サブブロック改訂は実績値とベースラインシミュレー
ション結果に、乖離率の拡大という影響をもたらしている訳であるが、ベースラインシミ

ュレーション結果とインパクトシミュレーション結果の乖離率で表される乗数への影響は

どうであろうか。このことをみるために、輸入サブブロックの構造を昨年のものに戻した

二分割版モデルで、本文で行なったものと同じ 13 種類のシミュレーション24を行い、その

乗数を連鎖版の数字と比較することにした。 
 以下の表 II-3は、13種のシミュレーションの内容一覧および、最も重要な変数の一つで

                                                  
23 例えば貿易統計（コンポーネントごとの輸入金額のデータを得るために必要）の輸入額と SNAの輸入
額の間の、本来は品目ごとに行なわなければならない運賃保険料の扱いの違いによる調整を全コンポーネ
ントについて一括して行なうことや、輸入コンポーネントのデフレータを固定基準ラスパイレス式物価指
数である日銀「輸入物価指数」で代用していることなど。 
24 本文内で示されている乗数表は簡易版である。詳細な乗数表については、本稿の付属資料 Iを参照され
たい。 
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ある実質 GDPの乗数について二分割版モデルと連鎖版モデルの差を示したものである25。 

 

表をみると、No.11の F1シミュレーションが相対的にやや差が大きいものの、それを除け
ば0.1％ポイントを下回っており、全体としてはそれほど大きくはない（F1についても0.1％
ポイントを僅かに上回る程度である）。この傾向は、特に 1年目(2002年)について顕著にな
っている。 
 ここで、二分割版と連鎖版モデルの主要な GDP コンポーネントの乗数の差を、G1 およ
び F1シミュレーションについてもう少し詳しくみたのが以下の表である26。 

 
 

 
CP：民間最終消費、IFP：民間企業投資、IHP：民間住宅投資、IG：公的投資、CG：政府消費、XGS：輸出、MGS：輸入

上記の変数は全て実質値。なお、P*** ： デフレータ、***V：名目値 である。  
                                                  
25 “乗数の差”は「二分割版乗数－連鎖版乗数」で求める。以降の表中の乗数の差も全て同じ。 
26 13種類のシミュレーションのうち G1と F1を選択して例示したのは、G1は全てのシミュレーション
の基点となるものであること、F1は表 II-3の実質 GDP乗数の差が最も大きいことによる。 
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表 II-4aおよび bからは、乗数の差が大きくなるのは主に輸入関連の項目であることが見て
取れ、その影響が GDPに表れているものと考えられる。また、輸入以外のコンポーネント

については乗数の差は基本的に小さいことも観察される。その傾向は特に 1 年目において
顕著にみられる。 
これらの観察事実から、１年程度の短期シミュレーションの場合は、輸入コンポーネン

トレベルでの連鎖化をしていなくともシミュレーション結果への影響は限定的で、問題は

小さいものと考えられる。どの程度の期間まで二分割版乗数と連鎖版乗数の差が無視でき

るかは、シミュレーションの目的にも左右される事項でもあるため、明確に線引きはでき

ないが、差が時間と共に拡大する傾向を見せていることから、3年以上の期間を視野に入れ
る中長期シミュレーションの場合には注意を払う必要があると言えるだろう。 
 乗数の差が時間と共に拡大する傾向を見せるのは、輸入サブブロックが連鎖体系に則し

た構造をとっているかどうかということが主要因であると思われる。連鎖版モデルは言う

までもなく連鎖体系に従う構造になっているが、二分割版モデルはそうではなく、加法整

合性の成立を前提とするなど、むしろ固定基準体系に則した構造になっている27。そのため、

シミュレーションにより生成される輸入サブブロック関連の実質値およびデフレータは、

連鎖版モデルでは連鎖指数、二分割版モデルでは固定基準指数を近似すると考えられる。

これら連鎖モデルと固定基準モデルのシミュレーション乗数の差は、シミュレーションが

長期化するほど、また指数計算に使用するコンポーネントの実質値・デフレータが大きく

変動するほど大きくなる28（村田・岩本・増淵[2006]）。 
 また、連鎖と固定基準の問題だけではなく、構造の違いそれ自体に基づくインパクトへ

の反応の差異にも留意する必要がある。我々のモデルでは、輸入物価を動かすようなイン

パクトを与えた場合、集計レベルや推定式のラグ構造の違いなどから輸入数量の反応の度

合いやタイミング29が二分割版モデルと連鎖版モデルでは異なっており、これが両者の乗数

の差を生じさせている。表 II-4bをみると F1シミュレーションにおける二分割版と連鎖版
の実質輸入乗数の差は 2,3年目より 1年目の方が大きくなっているが、これはまさにその事
例であると考えられる。 
結論として、輸入サブブロックを連鎖化するか簡略化した対応にとどめるかは、(1)シミ
ュレーション期間との関連でどこまで理論的整合性を重視するか、(2)その際に発生する新

                                                  
27 鉱物性燃料デフレータは固定基準のラスパイレス式物価指数である輸入物価指数をそのまま使用してお
り、これで名目値を除して得られる実質鉱物性燃料輸入(FUEL)の実績値データは固定基準パーシェ式数量
指数ということになる。鉱物性燃料以外の実質輸入(NFMGS)の実績値データは実質財貨サービス輸入
(MGS)から FUELを差し引くことで得られる。このとき使用するMGSは SNAの連鎖データであるが、上
述の通り FUELは固定基準パーシェ式数量指数であり、そのうえあたかも加法整合性が成立しているかの
ように計算されるため、NFMGSは固定基準的な性質を強く持つものと思われる。さらに二分割版の輸入デ
フレータ(PMGS)は FUELと NFMGSの合計で同じく名目値の合計を除することで得られるので(図 II-2)、
PMGSも固定基準物価指数的な性質が強いと考えられる。 
28 村田・岩本・増淵[2006]でもみたように、F1シミュレーションは、13種のシミュレーションの中でも
GDPのコンポーネント実質値・デフレータが最も大きく変動する。 
29 輸入数量の反応の度合いは価格弾力性の大小に、タイミングはラグの長さに依存する。 
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たな誤差、コンパクトさや機動性の後退というコストをどの程度まで許容するか、(3)輸入
をコンポーネントに細分化することにより自律度の高い輸入関数が得られるというメリッ

トをどう評価するか等、様々な観点から総合的に判断すべきことと考えられる。今回の輸

入の 10区分による連鎖化は一つの試みであり、得られた情報は今後のモデル開発に活かし
ていきたい。 
 
 
（付注）二分割版モデルに追加した推定式； 
※記号の使い方等については付属資料 IIIの方程式体系一覧に準じている 
 

a. 財貨・サービスの輸入（実質、除く鉱物性燃料）：JA_NFMGS  [ 2SLS、1990Q3 to 2004Q4 ] 
DEL(1: LOG(JA_NFMGS)) =  

- 0.1627*(LOG(JA_NFMGS(-1))+20.54-0.005*JA_TIME(-1)-2.34*LOG(JA_GDP(-1))+0.16*LOG(JA_PNFMGS(-5)/JA_CGPI(-5))) 
(-2.182) 

+ 1.1502 *DEL(1: LOG(JA_GDP)) 
(1.453) 

- 0.215281*DEL(1: LOG(JA_PNFMGS(-3)/JA_CGPI(-3))) 
(-1.436) 

+ 0.005887 *1+CERR*ERTS_NFMGS 
(-1.385) 

[RSQ：0.1489、SER：0.0271、DW：1.908] 

 
b．財貨・サービス輸入デフレータ（鉱物性燃料、消費税除く）：JA_PNFMGSAT [OLS、1990Q1 to 2004Q4] 

DEL(1: LOG(JA_PNFMGSAT)) =  
- 0.021205*LOG(JA_PNFMGSAT(-1) /(WD_PI(-1)*JA_FXS(-1))) 
 (-0.938) 
+ 0.196405*DEL(1: LOG(WD_PI)) 
 (2.690) 
+ 0.418344*DEL(1: LOG(JA_FXS)) 
 (11.720) 
- 0.143552*DEL(1: LOG(JA_NFMGS/JA_GDP))  
 (-2.855) 
- 0.10292*1+CERR*ERTS_PNFMGSAT  

(-0.944) 
[RSQ：0.733、SER：0.013、DW：1.629] 
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補論 III ゼロ金利政策解除の影響試算－Counter-factual Simulation 
 

日本銀行は、1999年 2月の金融政策決定会合において、「より潤沢な資金供給を行い、無

担保コールレート（オーバーナイト物）を、できるだけ低めに推移するよう促す」ことを

決定した。また 4 月には、日本銀行総裁が「デフレ懸念の払拭ということが展望できるよ

うな情勢になるまで」、無担保コールレートを事実上ゼロ％で推移させることを表明した。

これが、いわゆる「ゼロ金利政策」の導入である。しかし、ゼロ金利政策はあくまで緊急

措置と認識され、景気回復を踏まえて 2000年 8月には解除された。 

しかし、2000年 10月には景気が後退局面に入り、デフレが続くなかで、金融政策の一層

の緩和が必要とされる状況となった。これを受けて日本銀行は、2001 年 3 月の金融政策決

定会合において、デフレが解消するまでの期間においては、操作目標を日本銀行当座預金

残高に変更することを決定し、当面の目標を 5兆円程度（4兆円程度から増額）とした。い

わゆる「量的緩和政策」への転換である。 

この当時（99 年 4 月～2000 年 10 月）の景気回復は、その回復テンポが緩やかである上

に持続性にも欠けるなど、脆弱なものであった。その主な理由としては、(1)景気回復のエ

ンジン（輸出と設備投資）が脆弱で、外需と IT（情報通信技術）に偏った景気回復であっ

たこと、(2)景気が回復してからも個人消費の低迷が続いたこと、(3)不良債権・過剰債務が

日本経済の重しとなっていたことが挙げられる。 

しかし、これら要因に加えて、ゼロ金利政策を解除した当時の金融政策がどの程度寄与

したのかについては、様々な意見がみられる。そこで以下では、この点をモデルによるカ

ウンターファクチュアルシミュレーションで検証してみた。具体的には、ゼロ金利政策を

解除せず、2000年第 3四半期以降の短期金利（CD3か月物）を年率 0.015％に維持し、その

まま量的緩和に移行したと仮定したケース（ゼロ金利政策解除なしのケース）を、ゼロ金

利政策を解除した実績のケース（標準ケース）と比較し（図 III－１）、その乖離を政策変更

の効果とみる。 
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実質 GDPおよび実質民間企業設備投資への影響についてみると、（図 III－2）、（図 III－3）

および（表 III）のとおりである。ゼロ金利政策解除の影響は、実質 GDP について最大で

0.12％、最も影響が大きいとみられる民間企業設備投資でも 0.51％のマイナスにとどまる。

この結果に見る限り、ゼロ金利政策解除は、当時の景気後退の主要因の一つとは考えられ

ず、せいぜい景気の谷を若干深くした程度の影響にとどまったことが示される。 
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ただし、この結論は、金融政策の効果は金利動向のみを経由して現れるという本モデル

の構造に大きく依存している。現実には、景気が脆弱な局面において敢えて金融引き締め

を行ったことが、家計や企業の先を見た（フォワードルッキングな）期待形成やその後の

行動に及ぼした影響が大きかった可能性がある30。この点は、今後に作成する本モデルの FL

版を用いて改めて検証してみたい。 

                                                  
30 川崎・青木［2003］は、伝統的なマクロ計量モデルにより 1990年代後半の金融政策についてのカウン
ターファクチュアルシミュレーションを行い、期待形成のあり方により金融政策の効果が大きく異なる（合
理的期待を用いると、マネーサプライ増加の効果が適応的期待を用いた場合より格段に大きくなる）こと
を報告している。 
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（付属資料 I ） 短期日本経済マクロ計量モデルの乗数詳細表 

 

 以下の乗数表は 2002年第 I 四半期から 2004 年第 IV 四半期までの 3年間、12期について、各ケ

ースごとにインパクトを原則として全期間に渡り継続して与えた（sustained change）シミュレーションの解

と、インパクトのない標準解との乖離を示したものである（なお、標準解は、実績値に等しい)。乖離は変

数ごとに乖離率または、乖離幅で示してある。 

 

（１）実質公的固定資本形成を実質 GDPの 1％相当額だけ継続的に拡大 
（２）実質公的固定資本形成を実質 GDPの 1％相当額だけ継続的に拡大(短期金利固定) 
（３）実質公的固定資本形成を実質 GDPの 1％相当額だけ継続的に拡大(貨幣供給量固定) 
（４）実質公的固定資本形成を 1年目のみ実質 GDPの 1％相当額だけ拡大 
（５）名目公的固定資本形成を名目 GDPの 1％相当額だけ継続的に拡大 
（６）個人所得税を名目 GDPの 1％相当額だけ減税 
（７）法人所得税を名目 GDPの 1％相当額だけ減税 
（８）消費税率 1％引き上げ  
（９）短期金利を 1％引き上げ 
（10）貨幣供給量(M2＋CD)を 1％相当額だけ縮小 
（11）円の対ドル 10％減価 
（12）鉱物性燃料価格の 20％上昇 
（13）世界需要 1％増加 
  

なお、以下の乗数表で用いている変数記号の内容は以下のとおりである。 

記号 内容
GDP 国内総生産(実質)
CP 民間最終消費支出(実質)
IFP 民間企業設備固定資本形成(実質)
IHP 民間住宅固定資本形成(実質）
INP 民間企業在庫品増加(実質)
IG 公的固定資本形成（実質）
CG 政府最終消費支出(実質)
XGS 財貨・サービスの輸出(実質)
MGS 財貨・サービスの輸入(実質)
GDPD 実質国内総生産成長率(年率）
PGDP GDPデフレータ
PCP 民間最終消費支出デフレータ
PIFP 民間企業設備投資デフレータ
PIHP 民間住宅投資デフレータ
PINP 民間企業在庫投資デフレータ
PIG 公的固定資本形成デフレータ
PCG 政府最終消費支出デフレータ
PXGS 財貨・サービスの輸出デフレータ
PMGS 財貨・サービスの輸入デフレータ  
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記号 内容
GDPV 国内総生産(名目)
CPV 民間最終消費支出(名目)
IFPV 民間企業設備固定資本形成(名目)
IHPV 民間住宅固定資本形成(名目）
INPV 民間企業在庫品増加(名目)
IGV 公的固定資本形成(名目)
CGV 政府最終消費支出(名目)
XGSV 財貨・サービスの輸出(名目)
MGSV 財貨・サービスの輸入(名目)

YDV 個人可処分所得
NIV 要素価格表示国民所得
YWV 雇用者所得
YIEV 家計財産所得
YIGV 一般政府財産所得
YCV 法人企業所得
TAXV 租税総額
TYPV 個人税及び罰金、手数料
TYCV 民間法人企業税及び罰金
TCIV 消費税

CGPI 企業物価指数
WIPH 雇用者一人あたり俸給・賃金
LE 就業者数
LF 労働力人口
LH 労働時間
UR 完全失業率
CU 稼働率指数
GDPPOT 完全雇用GDP
GDPGAP 総生産稼働率

RCD CDレート（名目）
RGB 利付国債利回り（10年物）
PGDPD GDPデフレータ対前期比変化率(年率）
UCCPF 資本の使用者費用
UCCDB 借入資本の使用者費用
UCCDE 自己資本の使用者費用
PER 株価収益率
BGV 一般政府財政バランス
BGVATGDPV 一般政府財政バランス対名目GDP比
SBGVATGDPV 一般政府累積財政赤字対名目GDP比
BCVATGDPV 経常収支対名目GDP比

M2CD マネーサプライ（M2+CD,平均残高）
FNWV 金融純資産
NWV 純資産
NWCV 純資産（家計保有分）
FXS 為替レート
PSHARE 東証株価指数
PLAND 市街地地価指数
KFP 民間企業粗資本ストック(実質)
KHP 民間住宅ストック(実質)
KG 公的固定資本ストック(実質)
HK 人的資本及び家計保有の実質純資産
KFPSTA 最適資本ストック  
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(1) 実質公的固定資本形成を実質GDPの1%相当額だけ継続的に拡大
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.89 0.01 -0.38 0.00 258.16 15.20 0.00 -0.01 1.16 3.56
2 1.00 0.06 -0.57 0.12 918.92 15.74 0.08 -0.05 1.44 0.46
3 1.08 0.16 -0.76 0.21 1139.29 16.10 0.19 -0.06 1.59 0.31
4 1.12 0.28 -1.01 0.21 1091.64 16.45 0.37 -0.09 1.69 0.14

2003 1 1.10 0.38 -1.08 0.29 910.54 16.94 0.21 -0.12 1.72 -0.08 
2 1.08 0.41 -1.26 0.36 723.59 17.77 0.37 -0.16 1.76 -0.08 
3 1.06 0.40 -1.36 0.46 556.41 18.55 0.56 -0.21 1.79 -0.09 
4 1.00 0.37 -1.43 0.55 407.87 19.32 0.64 -0.26 1.78 -0.24 

2004 1 0.92 0.34 -1.63 0.63 291.16 17.96 0.53 -0.31 1.74 -0.32 
2 0.87 0.33 -1.74 0.73 181.83 20.68 0.63 -0.37 1.74 -0.17 
3 0.86 0.32 -1.77 0.82 159.24 21.53 0.71 -0.43 1.78 -0.05 
4 0.90 0.29 -1.84 0.95 199.02 21.48 1.16 -0.48 1.89 0.17

AGGREGATE
2002 1.02 0.13 -0.68 0.13 852.00 15.87 0.16 -0.05 1.47 1.02
2003 1.06 0.39 -1.28 0.41 649.60 18.14 0.45 -0.19 1.76 0.03
2004 0.89 0.32 -1.75 0.78 207.81 20.41 0.76 -0.40 1.79 -0.17 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.02 0.04 0.02 0.04 0.00 0.03 0.00 0.00 -0.00 

2 0.11 0.11 0.06 0.10 0.05 0.09 0.09 0.18 -0.03 
3 0.21 0.20 0.12 0.18 0.07 0.16 0.19 0.29 0.03
4 0.32 0.29 0.20 0.28 0.09 0.26 0.33 0.31 0.02

2003 1 0.44 0.41 0.29 0.39 0.09 0.37 0.46 0.29 -0.04 
2 0.56 0.53 0.39 0.51 0.10 0.49 0.59 0.28 -0.09 
3 0.69 0.65 0.50 0.64 0.11 0.61 0.70 0.27 -0.13 
4 0.82 0.78 0.60 0.77 0.12 0.73 0.83 0.26 -0.17 

2004 1 0.96 0.91 0.71 0.89 0.13 0.85 0.95 0.25 -0.23 
2 1.09 1.04 0.82 1.02 0.14 0.98 1.09 0.21 -0.31 
3 1.22 1.17 0.93 1.15 0.14 1.10 1.22 0.18 -0.39 
4 1.36 1.30 1.03 1.29 0.16 1.23 1.34 0.18 -0.45 

AGGREGATE
2002 0.16 0.16 0.10 0.15 0.05 0.13 0.15 0.19 0.00
2003 0.63 0.59 0.45 0.58 0.11 0.55 0.64 0.28 -0.11 
2004 1.16 1.10 0.87 1.09 0.14 1.04 1.15 0.20 -0.35 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.91 0.05 -0.36 0.04 243.99 15.24 0.00 -0.00 1.16

2 1.12 0.17 -0.51 0.22 861.30 15.84 0.17 0.13 1.41
3 1.29 0.36 -0.64 0.39 1067.29 16.28 0.38 0.22 1.62
4 1.44 0.57 -0.81 0.49 1026.91 16.75 0.70 0.22 1.71

2003 1 1.54 0.79 -0.79 0.68 863.02 17.37 0.67 0.17 1.68
2 1.65 0.94 -0.87 0.87 689.59 18.34 0.96 0.12 1.67
3 1.75 1.06 -0.87 1.09 531.25 19.26 1.27 0.07 1.66
4 1.83 1.15 -0.83 1.32 385.59 20.19 1.47 0.00 1.61

2004 1 1.88 1.26 -0.93 1.53 273.30 18.97 1.49 -0.06 1.50
2 1.97 1.37 -0.94 1.76 166.97 21.86 1.73 -0.16 1.42
3 2.09 1.49 -0.86 1.99 146.36 22.87 1.94 -0.25 1.38
4 2.28 1.60 -0.82 2.25 183.11 22.97 2.51 -0.30 1.43

AGGREGATE
2002 1.19 0.29 -0.58 0.28 799.87 16.03 0.31 0.14 1.47
2003 1.69 0.99 -0.84 0.99 617.36 18.79 1.09 0.09 1.65
2004 2.05 1.43 -0.89 1.88 192.43 21.67 1.92 -0.19 1.44
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(1) 実質公的固定資本形成を実質GDPの1%相当額だけ継続的に拡大  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.16 1.18 0.20 2.16 -0.34 6.91 0.68 0.23 2.73 1.11
2 0.56 1.39 0.65 5.51 0.01 5.32 1.47 0.78 5.59 1.24
3 0.87 1.58 0.97 6.92 0.34 4.51 2.19 1.33 7.92 1.42
4 1.05 1.76 1.20 8.99 0.64 4.32 2.72 1.78 9.59 1.64

2003 1 1.17 1.81 1.28 10.77 0.97 3.34 2.86 2.18 9.30 1.79
2 1.20 1.91 1.30 11.95 1.29 3.56 2.95 2.40 9.09 1.97
3 1.25 1.94 1.36 12.47 1.77 3.17 3.12 2.61 9.13 2.14
4 1.37 1.95 1.44 13.69 2.11 2.55 3.21 2.87 8.56 2.28

2004 1 1.56 2.08 1.60 12.56 2.50 2.53 3.34 3.18 8.38 2.37
2 1.62 2.16 1.65 12.97 2.99 2.45 3.58 3.49 8.70 2.51
3 1.70 2.19 1.69 13.61 3.41 2.29 3.60 3.71 8.27 2.65
4 1.78 2.25 1.77 13.72 4.27 2.19 3.76 3.94 8.32 2.87

AGGREGATE
2002 0.66 1.48 0.75 5.89 0.16 5.27 1.76 1.03 6.46 1.35
2003 1.25 1.90 1.35 12.22 1.54 3.16 3.03 2.52 9.02 2.05
2004 1.67 2.17 1.68 13.21 3.29 2.37 3.57 3.58 8.42 2.60

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.02 -0.07 0.12 0.04 0.19 -0.07 2.06 0.02 0.84

2 0.24 0.49 0.14 0.04 0.14 -0.09 2.64 0.02 0.97
3 0.32 0.82 0.16 0.06 0.16 -0.09 2.86 0.02 1.04
4 0.37 1.03 0.24 0.12 0.11 -0.12 2.91 0.06 1.05

2003 1 0.42 1.16 0.25 0.13 0.05 -0.11 3.03 0.06 1.02
2 0.46 1.21 0.24 0.14 0.01 -0.10 3.18 0.05 1.01
3 0.52 1.30 0.23 0.13 -0.03 -0.09 3.25 0.03 1.01
4 0.58 1.44 0.19 0.11 -0.04 -0.07 3.33 0.01 0.99

2004 1 0.63 1.68 0.14 0.10 -0.06 -0.04 3.28 -0.02 0.94
2 0.67 1.73 0.12 0.09 -0.04 -0.03 3.29 -0.04 0.91
3 0.72 1.79 0.09 0.08 -0.03 -0.00 3.29 -0.06 0.92
4 0.78 1.85 0.06 0.07 0.01 0.01 3.46 -0.09 0.99

AGGREGATE
2002 0.24 0.57 0.16 0.06 0.15 -0.09 2.62 0.03 0.97
2003 0.50 1.28 0.23 0.13 -0.00 -0.09 3.20 0.04 1.01
2004 0.70 1.76 0.10 0.09 -0.03 -0.02 3.33 -0.05 0.94

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.11 0.06 0.08 0.08 0.09 0.07 -0.03 -4039.57 -0.71 -1.20 -0.14 
2 0.16 0.08 0.37 0.14 0.13 0.17 -0.11 -3755.92 -0.62 -1.36 -0.16 
3 0.20 0.11 0.37 0.19 0.16 0.28 -0.14 -3439.70 -0.54 -1.47 -0.18 
4 0.25 0.13 0.43 0.26 0.21 0.40 -0.17 -3221.47 -0.48 -1.56 -0.19 

2003 1 0.30 0.16 0.49 0.28 0.24 0.35 -0.10 -3061.79 -0.45 -1.62 -0.21 
2 0.35 0.18 0.48 0.33 0.32 0.35 -0.09 -3367.99 -0.49 -1.62 -0.22 
3 0.38 0.20 0.50 0.34 0.35 0.31 -0.05 -3583.50 -0.51 -1.63 -0.25 
4 0.41 0.22 0.54 0.36 0.38 0.32 -0.02 -3860.42 -0.57 -1.58 -0.25 

2004 1 0.42 0.23 0.54 0.38 0.42 0.33 0.01 -4272.04 -0.60 -1.51 -0.27 
2 0.43 0.24 0.51 0.44 0.50 0.35 0.08 -4147.56 -0.61 -1.52 -0.30 
3 0.44 0.26 0.50 0.41 0.48 0.32 0.10 -4440.79 -0.66 -1.55 -0.32 
4 0.45 0.27 0.57 0.41 0.49 0.29 0.15 -4894.68 -0.75 -1.71 -0.35 

AGGREGATE
2002 0.18 0.10 0.31 0.17 0.15 0.23 -0.11 -3614.16 -0.59 -1.40 -0.17 
2003 0.36 0.19 0.50 0.33 0.33 0.34 -0.06 -3468.43 -0.50 -1.61 -0.23 
2004 0.43 0.25 0.53 0.41 0.47 0.32 0.08 -4438.77 -0.65 -1.57 -0.31 
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(1) 実質公的固定資本形成を実質GDPの1%相当額だけ継続的に拡大  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.32 0.08 0.06 0.10 0.21 -0.03 1.31 0.00 -0.01 0.00 0.30
2 0.63 0.15 0.12 0.30 0.45 -0.11 1.72 0.37 -0.03 0.00 0.59
3 0.82 0.25 0.22 0.36 0.49 0.02 1.73 0.40 -0.06 0.01 0.87
4 0.89 0.30 0.29 0.47 0.61 -0.03 1.88 0.58 -0.09 0.01 1.16

2003 1 0.93 0.33 0.35 0.52 0.63 -0.18 1.56 0.69 -0.13 0.02 1.43
2 0.95 0.37 0.41 0.59 0.70 -0.32 1.47 0.78 -0.17 0.02 1.71
3 0.96 0.40 0.47 0.65 0.77 -0.47 1.41 0.87 -0.21 0.03 1.98
4 0.96 0.47 0.55 0.73 0.84 -0.63 1.41 0.95 -0.26 0.04 2.25

2004 1 0.95 0.52 0.61 0.80 0.92 -0.79 1.46 1.02 -0.31 0.05 2.52
2 0.95 0.54 0.65 0.85 0.96 -0.97 1.44 1.10 -0.36 0.06 2.79
3 0.97 0.57 0.70 0.91 1.03 -1.15 1.61 1.18 -0.42 0.08 3.06
4 1.04 0.64 0.78 1.01 1.15 -1.27 1.83 1.27 -0.47 0.10 3.32

AGGREGATE
2002 0.67 0.20 0.17 0.31 0.44 -0.04 1.66 0.34 -0.05 0.00 0.73
2003 0.95 0.39 0.44 0.62 0.73 -0.40 1.46 0.82 -0.19 0.03 1.84
2004 0.98 0.57 0.69 0.89 1.01 -1.04 1.59 1.14 -0.39 0.07 2.92

HK KFPSTA
2002 1 -0.00 -0.10 

2 0.24 -0.31 
3 0.74 -0.52 
4 1.31 -0.71 

2003 1 1.80 -0.89 
2 1.97 -0.88 
3 1.90 -0.87 
4 1.77 -0.93 

2004 1 1.85 -0.94 
2 1.91 -0.81 
3 1.98 -0.85 
4 2.01 -0.86 

AGGREGATE
2002 0.57 -0.41 
2003 1.86 -0.89 
2004 1.94 -0.86 
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(2) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(短期金利固定)
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.93 0.00 -0.03 0.00 268.83 15.20 -0.00 -0.00 1.22 3.72
2 1.07 0.04 -0.03 0.15 973.10 15.74 0.08 -0.04 1.52 0.56
3 1.16 0.12 -0.08 0.26 1225.68 16.10 0.19 -0.03 1.68 0.37
4 1.22 0.21 -0.16 0.31 1190.83 16.45 0.37 -0.04 1.80 0.21

2003 1 1.21 0.30 -0.11 0.45 1010.06 16.94 0.21 -0.05 1.83 -0.03 
2 1.22 0.32 -0.04 0.58 826.24 17.77 0.37 -0.05 1.90 0.06
3 1.22 0.30 -0.02 0.76 670.07 18.55 0.56 -0.07 1.93 -0.02 
4 1.18 0.26 -0.03 0.94 522.01 19.32 0.64 -0.08 1.92 -0.16 

2004 1 1.12 0.22 -0.05 1.14 407.33 17.96 0.53 -0.09 1.89 -0.23 
2 1.12 0.21 0.04 1.37 297.30 20.68 0.63 -0.10 1.93 0.01
3 1.13 0.20 0.01 1.61 286.03 21.53 0.71 -0.11 1.97 0.02
4 1.20 0.19 0.05 1.89 320.96 21.48 1.16 -0.12 2.10 0.29

AGGREGATE
2002 1.09 0.10 -0.08 0.18 914.61 15.87 0.16 -0.03 1.55 1.09
2003 1.21 0.30 -0.05 0.68 757.09 18.14 0.45 -0.06 1.89 0.11
2004 1.14 0.21 0.01 1.50 327.90 20.41 0.76 -0.11 1.97 -0.06 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.02 0.04 0.02 0.04 0.00 0.03 -0.00 0.02 0.01

2 0.12 0.12 0.07 0.11 0.06 0.09 0.09 0.23 0.02
3 0.22 0.21 0.13 0.20 0.09 0.17 0.19 0.39 0.14
4 0.33 0.32 0.22 0.30 0.10 0.28 0.33 0.48 0.20

2003 1 0.47 0.44 0.32 0.42 0.12 0.40 0.48 0.53 0.22
2 0.60 0.57 0.42 0.56 0.13 0.52 0.62 0.59 0.26
3 0.74 0.71 0.54 0.69 0.15 0.66 0.76 0.67 0.31
4 0.89 0.86 0.65 0.84 0.17 0.80 0.90 0.74 0.35

2004 1 1.04 1.00 0.77 0.98 0.19 0.93 1.05 0.81 0.39
2 1.19 1.15 0.89 1.13 0.20 1.07 1.22 0.86 0.41
3 1.34 1.30 1.01 1.28 0.22 1.22 1.37 0.92 0.44
4 1.50 1.45 1.14 1.43 0.24 1.36 1.52 1.00 0.48

AGGREGATE
2002 0.17 0.17 0.11 0.16 0.06 0.14 0.15 0.28 0.09
2003 0.67 0.64 0.48 0.63 0.14 0.59 0.69 0.64 0.28
2004 1.27 1.22 0.95 1.20 0.21 1.15 1.29 0.90 0.43

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.95 0.04 -0.01 0.04 254.05 15.24 -0.00 0.01 1.23

2 1.19 0.16 0.03 0.26 912.09 15.84 0.17 0.19 1.54
3 1.38 0.33 0.05 0.46 1148.32 16.30 0.38 0.36 1.82
4 1.55 0.53 0.06 0.62 1120.42 16.77 0.70 0.44 2.00

2003 1 1.68 0.74 0.20 0.87 957.53 17.41 0.69 0.49 2.05
2 1.83 0.90 0.38 1.14 787.74 18.39 1.00 0.54 2.17
3 1.97 1.01 0.52 1.46 640.27 19.33 1.33 0.60 2.24
4 2.08 1.11 0.62 1.79 493.69 20.27 1.54 0.67 2.28

2004 1 2.18 1.23 0.73 2.13 382.55 19.06 1.58 0.73 2.29
2 2.33 1.36 0.94 2.51 273.52 21.98 1.85 0.76 2.35
3 2.48 1.50 1.03 2.90 263.45 23.01 2.09 0.80 2.41
4 2.72 1.64 1.19 3.35 295.64 23.13 2.70 0.87 2.59

AGGREGATE
2002 1.27 0.27 0.03 0.34 858.72 16.04 0.31 0.25 1.65
2003 1.89 0.94 0.43 1.32 719.81 18.85 1.14 0.57 2.19
2004 2.42 1.43 0.97 2.72 303.79 21.79 2.06 0.79 2.41
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(2) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(短期金利固定)  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.08 1.24 0.22 -0.00 -0.01 7.97 0.71 0.15 3.06 1.11
2 0.45 1.48 0.59 2.39 0.12 6.68 1.53 0.62 6.38 1.24
3 0.75 1.70 0.95 3.10 0.24 6.20 2.35 1.16 9.22 1.41
4 0.91 1.91 1.20 3.45 0.35 6.84 2.97 1.56 11.55 1.62

2003 1 1.01 1.98 1.32 3.96 0.46 5.75 3.17 1.90 11.72 1.78
2 1.02 2.14 1.36 4.08 0.57 6.43 3.32 2.09 12.00 1.97
3 1.07 2.21 1.45 3.89 0.69 6.05 3.57 2.27 12.48 2.14
4 1.20 2.26 1.58 4.03 0.82 5.39 3.72 2.50 12.03 2.29

2004 1 1.43 2.45 1.82 3.65 0.96 5.87 3.93 2.83 12.13 2.40
2 1.50 2.60 1.95 3.81 1.11 6.21 4.28 3.16 12.84 2.57
3 1.62 2.67 2.05 4.13 1.26 5.80 4.35 3.41 12.63 2.74
4 1.71 2.79 2.18 4.18 1.47 5.74 4.59 3.67 12.94 2.99

AGGREGATE
2002 0.55 1.58 0.74 2.24 0.17 6.92 1.89 0.87 7.55 1.34
2003 1.07 2.15 1.43 3.99 0.63 5.91 3.44 2.19 12.06 2.04
2004 1.56 2.63 2.00 3.94 1.20 5.91 4.29 3.27 12.63 2.67

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.02 -0.06 0.12 0.04 0.20 -0.08 2.14 0.03 0.87

2 0.26 0.40 0.14 0.04 0.15 -0.10 2.78 0.03 1.02
3 0.35 0.78 0.16 0.06 0.17 -0.10 3.04 0.04 1.10
4 0.41 1.02 0.25 0.11 0.12 -0.13 3.12 0.08 1.12

2003 1 0.47 1.19 0.26 0.13 0.06 -0.12 3.25 0.09 1.09
2 0.53 1.26 0.25 0.14 0.01 -0.11 3.46 0.09 1.11
3 0.61 1.40 0.25 0.14 -0.02 -0.10 3.56 0.09 1.11
4 0.69 1.59 0.20 0.12 -0.04 -0.08 3.68 0.08 1.10

2004 1 0.76 1.91 0.16 0.11 -0.06 -0.05 3.65 0.07 1.05
2 0.82 2.04 0.15 0.11 -0.04 -0.03 3.75 0.07 1.05
3 0.89 2.16 0.12 0.11 -0.02 -0.01 3.74 0.07 1.05
4 0.97 2.27 0.10 0.10 0.02 0.00 3.94 0.07 1.13

AGGREGATE
2002 0.26 0.53 0.17 0.06 0.16 -0.10 2.77 0.04 1.03
2003 0.57 1.36 0.24 0.13 0.00 -0.10 3.49 0.09 1.10
2004 0.86 2.09 0.13 0.10 -0.03 -0.02 3.77 0.07 1.07

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.00 0.00 0.08 0.01 0.00 0.04 -0.05 -4032.71 -0.71 -1.27 -0.15 
2 0.00 0.00 0.39 0.05 0.02 0.15 -0.15 -3671.11 -0.60 -1.47 -0.17 
3 0.00 0.01 0.39 0.09 0.03 0.27 -0.19 -3288.90 -0.50 -1.62 -0.18 
4 0.00 0.01 0.46 0.14 0.05 0.41 -0.25 -2998.13 -0.42 -1.77 -0.20 

2003 1 0.00 0.02 0.53 0.16 0.06 0.39 -0.19 -2808.55 -0.38 -1.87 -0.21 
2 0.00 0.02 0.52 0.19 0.09 0.38 -0.22 -3063.80 -0.40 -1.96 -0.22 
3 0.00 0.02 0.56 0.20 0.11 0.35 -0.22 -3213.38 -0.41 -2.04 -0.23 
4 0.00 0.03 0.60 0.23 0.13 0.38 -0.19 -3453.64 -0.46 -2.08 -0.22 

2004 1 0.00 0.03 0.60 0.25 0.16 0.38 -0.21 -3839.72 -0.47 -2.10 -0.24 
2 0.00 0.03 0.58 0.29 0.21 0.39 -0.17 -3613.85 -0.46 -2.25 -0.26 
3 0.00 0.04 0.58 0.28 0.20 0.40 -0.14 -3881.75 -0.50 -2.38 -0.27 
4 0.00 0.04 0.64 0.28 0.21 0.38 -0.12 -4275.44 -0.58 -2.67 -0.30 

AGGREGATE
2002 0.00 0.01 0.33 0.07 0.02 0.22 -0.16 -3497.71 -0.56 -1.53 -0.17 
2003 0.00 0.02 0.55 0.19 0.10 0.38 -0.21 -3134.84 -0.41 -1.99 -0.22 
2004 0.00 0.04 0.60 0.27 0.20 0.39 -0.16 -3902.69 -0.50 -2.35 -0.27 
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(2) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(短期金利固定)  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.37 0.09 0.06 0.10 0.22 -0.00 1.42 0.00 -0.00 0.00 0.30
2 0.74 0.17 0.15 0.32 0.49 0.00 1.93 0.38 -0.00 0.00 0.59
3 0.99 0.29 0.26 0.41 0.57 0.26 2.20 0.42 -0.00 0.01 0.87
4 1.14 0.36 0.35 0.53 0.70 0.36 2.46 0.61 -0.01 0.01 1.16

2003 1 1.26 0.41 0.44 0.60 0.75 0.38 2.20 0.73 -0.01 0.02 1.43
2 1.37 0.47 0.53 0.69 0.85 0.42 2.20 0.83 -0.02 0.03 1.71
3 1.48 0.53 0.62 0.78 0.95 0.46 2.19 0.94 -0.02 0.05 1.98
4 1.58 0.61 0.73 0.88 1.04 0.50 2.19 1.03 -0.02 0.06 2.25

2004 1 1.67 0.68 0.83 0.97 1.16 0.55 2.26 1.13 -0.02 0.08 2.52
2 1.77 0.73 0.91 1.05 1.23 0.56 2.26 1.23 -0.01 0.11 2.79
3 1.89 0.79 1.00 1.14 1.32 0.58 2.43 1.35 -0.01 0.14 3.06
4 2.04 0.87 1.11 1.25 1.46 0.64 2.67 1.45 -0.01 0.17 3.32

AGGREGATE
2002 0.81 0.23 0.20 0.34 0.50 0.16 2.00 0.35 -0.00 0.01 0.73
2003 1.42 0.51 0.58 0.74 0.90 0.44 2.19 0.88 -0.01 0.04 1.84
2004 1.84 0.77 0.96 1.10 1.29 0.58 2.41 1.29 -0.01 0.12 2.92

HK KFPSTA
2002 1 0.05 0.29

2 0.38 0.17
3 1.00 0.06
4 1.75 -0.06 

2003 1 2.44 -0.19 
2 2.83 -0.10 
3 3.00 -0.10 
4 3.11 -0.15 

2004 1 3.52 -0.17 
2 3.88 -0.01 
3 4.26 -0.05 
4 4.60 0.02

AGGREGATE
2002 0.79 0.11
2003 2.85 -0.14 
2004 4.07 -0.05 
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(3) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(貨幣供給量固定)
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.62 0.06 -2.66 0.00 187.51 15.20 0.00 -0.03 0.83 2.49
2 0.66 0.19 -3.43 -0.03 583.04 15.74 0.08 -0.11 1.01 0.15
3 0.79 0.37 -3.31 -0.10 709.50 16.10 0.19 -0.21 1.26 0.51
4 0.89 0.54 -3.20 -0.32 782.27 16.45 0.37 -0.32 1.49 0.40

2003 1 0.89 0.60 -2.96 -0.36 783.26 16.94 0.21 -0.42 1.60 0.03
2 0.87 0.57 -3.01 -0.37 718.39 17.77 0.37 -0.51 1.63 -0.12 
3 0.82 0.51 -3.01 -0.38 597.12 18.55 0.56 -0.59 1.70 -0.16 
4 0.74 0.42 -2.87 -0.42 447.10 19.32 0.64 -0.67 1.67 -0.35 

2004 1 0.63 0.34 -3.06 -0.47 295.27 17.96 0.53 -0.73 1.58 -0.43 
2 0.54 0.29 -3.21 -0.54 148.23 20.68 0.63 -0.79 1.50 -0.35 
3 0.49 0.24 -3.34 -0.63 69.34 21.53 0.71 -0.86 1.46 -0.21 
4 0.48 0.21 -3.71 -0.70 54.41 21.48 1.16 -0.92 1.46 -0.05 

AGGREGATE
2002 0.74 0.29 -3.15 -0.11 565.58 15.87 0.16 -0.17 1.15 0.74
2003 0.83 0.52 -2.96 -0.38 636.47 18.14 0.45 -0.55 1.65 0.09
2004 0.54 0.27 -3.33 -0.59 141.81 20.41 0.76 -0.83 1.50 -0.30 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.01 0.02 0.01 0.03 -0.00 0.02 -0.00 -0.08 -0.09 

2 0.07 0.07 0.04 0.04 0.02 0.04 0.05 -0.14 -0.34 
3 0.15 0.12 0.08 0.10 0.01 0.10 0.20 -0.30 -0.57 
4 0.23 0.19 0.14 0.18 0.01 0.18 0.28 -0.45 -0.80 

2003 1 0.34 0.28 0.21 0.27 0.01 0.26 0.35 -0.53 -0.97 
2 0.43 0.39 0.30 0.38 0.02 0.36 0.41 -0.56 -1.05 
3 0.54 0.50 0.39 0.49 0.03 0.47 0.49 -0.57 -1.07 
4 0.66 0.62 0.49 0.61 0.04 0.58 0.57 -0.56 -1.06 

2004 1 0.78 0.73 0.58 0.73 0.05 0.69 0.68 -0.55 -1.10 
2 0.90 0.85 0.68 0.84 0.05 0.80 0.80 -0.58 -1.16 
3 1.01 0.96 0.77 0.96 0.05 0.91 0.91 -0.61 -1.24 
4 1.14 1.07 0.87 1.07 0.06 1.02 1.02 -0.63 -1.31 

AGGREGATE
2002 0.12 0.10 0.07 0.09 0.01 0.09 0.13 -0.24 -0.45 
2003 0.49 0.45 0.34 0.44 0.02 0.42 0.46 -0.55 -1.04 
2004 0.96 0.90 0.73 0.90 0.05 0.86 0.85 -0.60 -1.20 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.63 0.08 -2.65 0.03 177.38 15.22 -0.00 -0.10 0.74

2 0.73 0.25 -3.40 0.01 546.62 15.79 0.13 -0.25 0.67
3 0.94 0.49 -3.23 0.00 664.44 16.22 0.39 -0.51 0.68
4 1.12 0.73 -3.07 -0.14 735.29 16.65 0.65 -0.76 0.68

2003 1 1.24 0.88 -2.76 -0.09 742.05 17.25 0.56 -0.95 0.61
2 1.30 0.96 -2.73 0.01 683.71 18.19 0.79 -1.07 0.56
3 1.37 1.01 -2.63 0.11 568.37 19.10 1.05 -1.16 0.61
4 1.40 1.04 -2.40 0.18 422.63 20.01 1.22 -1.22 0.59

2004 1 1.42 1.08 -2.49 0.25 276.78 18.77 1.21 -1.28 0.46
2 1.45 1.13 -2.55 0.30 137.02 21.65 1.43 -1.37 0.32
3 1.50 1.20 -2.60 0.32 63.77 22.64 1.63 -1.46 0.21
4 1.62 1.28 -2.87 0.36 49.87 22.72 2.19 -1.55 0.14

AGGREGATE
2002 0.86 0.39 -3.09 -0.03 530.93 15.97 0.29 -0.41 0.69
2003 1.33 0.97 -2.63 0.05 604.19 18.64 0.91 -1.10 0.59
2004 1.50 1.17 -2.63 0.31 131.86 21.44 1.62 -1.42 0.28
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(3) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(貨幣供給量固定)  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.72 0.82 0.11 16.55 -2.57 -0.13 0.51 0.74 0.55 1.13
2 1.13 0.91 1.06 22.08 -0.09 -1.74 1.07 1.68 1.02 1.28
3 1.19 1.15 1.05 20.23 2.21 -0.91 1.34 1.92 1.68 1.49
4 1.33 1.37 1.01 23.84 3.34 -1.29 1.64 2.37 2.00 1.70

2003 1 1.29 1.46 0.90 23.33 4.15 -0.20 1.91 2.68 2.64 1.79
2 1.18 1.51 0.82 20.29 4.48 1.02 2.13 2.67 3.79 1.91
3 1.13 1.49 0.76 18.28 4.79 1.16 2.36 2.71 4.86 2.02
4 1.17 1.46 0.80 17.79 4.56 1.02 2.53 2.81 5.39 2.09

2004 1 1.26 1.53 0.90 14.93 4.52 1.10 2.65 2.94 5.77 2.13
2 1.27 1.54 0.95 14.75 4.71 0.94 2.85 3.10 6.27 2.23
3 1.35 1.51 0.99 15.94 4.76 0.43 2.82 3.25 5.84 2.33
4 1.49 1.48 1.10 17.77 5.49 -0.48 2.88 3.48 5.45 2.51

AGGREGATE
2002 1.09 1.06 0.81 20.68 0.72 -1.02 1.14 1.68 1.31 1.40
2003 1.19 1.48 0.82 19.92 4.49 0.75 2.23 2.72 4.17 1.95
2004 1.34 1.51 0.98 15.85 4.87 0.49 2.80 3.20 5.83 2.30

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.00 -0.09 0.08 0.03 0.14 -0.05 1.49 -0.01 0.61

2 0.15 1.06 0.09 0.03 0.10 -0.07 1.87 -0.04 0.69
3 0.17 0.94 0.15 0.08 0.13 -0.06 2.22 -0.03 0.80
4 0.20 0.78 0.26 0.16 0.10 -0.09 2.45 -0.01 0.88

2003 1 0.24 0.70 0.23 0.13 0.07 -0.09 2.72 -0.05 0.93
2 0.29 0.67 0.20 0.10 0.03 -0.09 2.93 -0.10 0.95
3 0.34 0.63 0.18 0.09 0.00 -0.09 2.98 -0.14 0.95
4 0.39 0.75 0.14 0.06 -0.02 -0.07 3.02 -0.18 0.92

2004 1 0.43 0.93 0.09 0.04 -0.05 -0.05 2.95 -0.22 0.85
2 0.45 1.01 0.06 0.03 -0.04 -0.03 2.86 -0.25 0.80
3 0.48 1.07 0.03 0.02 -0.04 -0.01 2.80 -0.29 0.77
4 0.52 1.20 0.00 0.00 -0.01 0.00 2.85 -0.33 0.80

AGGREGATE
2002 0.13 0.67 0.15 0.07 0.12 -0.07 2.01 -0.02 0.74
2003 0.32 0.69 0.19 0.10 0.02 -0.09 2.91 -0.12 0.93
2004 0.47 1.05 0.05 0.02 -0.03 -0.02 2.86 -0.27 0.81

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.85 0.47 0.05 0.54 0.63 0.24 0.10 -4084.37 -0.76 -0.78 -0.10 
2 1.02 0.50 0.24 0.62 0.73 0.24 0.16 -4309.85 -0.79 -0.73 -0.12 
3 0.94 0.42 0.32 0.53 0.62 0.25 0.08 -4262.38 -0.75 -0.85 -0.17 
4 0.84 0.37 0.32 0.45 0.56 0.14 0.15 -4124.57 -0.70 -0.95 -0.21 

2003 1 0.77 0.35 0.41 0.35 0.50 0.01 0.20 -3737.01 -0.62 -0.97 -0.25 
2 0.65 0.30 0.38 0.35 0.49 0.08 0.23 -3939.85 -0.64 -0.89 -0.27 
3 0.58 0.29 0.42 0.33 0.47 0.09 0.25 -4051.20 -0.65 -0.81 -0.32 
4 0.53 0.30 0.47 0.33 0.46 0.12 0.21 -4275.19 -0.70 -0.66 -0.33 

2004 1 0.49 0.30 0.49 0.36 0.48 0.18 0.21 -4571.13 -0.72 -0.51 -0.35 
2 0.49 0.32 0.46 0.43 0.56 0.25 0.25 -4541.81 -0.74 -0.38 -0.37 
3 0.54 0.37 0.45 0.44 0.58 0.24 0.23 -4834.38 -0.80 -0.28 -0.39 
4 0.67 0.46 0.50 0.50 0.67 0.26 0.29 -5401.95 -0.92 -0.26 -0.42 

AGGREGATE
2002 0.91 0.44 0.23 0.53 0.64 0.22 0.12 -4195.29 -0.75 -0.82 -0.15 
2003 0.63 0.31 0.42 0.34 0.48 0.08 0.22 -4000.81 -0.65 -0.83 -0.29 
2004 0.55 0.36 0.48 0.43 0.57 0.23 0.25 -4837.32 -0.80 -0.36 -0.38 
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(3) 実質公的固定資本形成を実質GDPの１％相当額だけ継続的に拡大(貨幣供給量固定)  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.00 0.05 0.01 0.05 0.09 -0.23 0.57 -0.00 -0.09 0.00 0.30
2 0.00 0.05 -0.00 0.17 0.23 -0.78 0.50 0.30 -0.21 -0.00 0.59
3 0.00 0.06 0.01 0.14 0.09 -1.32 -0.69 0.31 -0.31 -0.00 0.87
4 0.00 0.06 0.01 0.21 0.21 -1.80 -0.36 0.46 -0.41 -0.01 1.16

2003 1 0.00 0.07 0.04 0.28 0.33 -2.14 0.23 0.55 -0.50 -0.01 1.43
2 0.00 0.11 0.08 0.36 0.45 -2.33 0.84 0.62 -0.59 -0.02 1.71
3 0.00 0.16 0.13 0.43 0.55 -2.47 1.16 0.68 -0.68 -0.03 1.98
4 0.00 0.25 0.21 0.53 0.67 -2.56 1.52 0.74 -0.77 -0.04 2.25

2004 1 0.00 0.32 0.27 0.60 0.76 -2.63 1.62 0.79 -0.85 -0.04 2.52
2 0.00 0.34 0.30 0.63 0.78 -2.76 1.52 0.84 -0.94 -0.05 2.79
3 0.00 0.38 0.34 0.68 0.81 -2.90 1.53 0.89 -1.03 -0.06 3.06
4 0.00 0.47 0.40 0.75 0.87 -3.04 1.46 0.95 -1.14 -0.08 3.32

AGGREGATE
2002 0.00 0.06 0.01 0.14 0.16 -1.03 0.00 0.27 -0.26 -0.00 0.73
2003 0.00 0.15 0.12 0.40 0.50 -2.38 0.94 0.65 -0.64 -0.03 1.84
2004 0.00 0.38 0.33 0.67 0.80 -2.83 1.53 0.87 -0.99 -0.06 2.92

HK KFPSTA
2002 1 -0.37 -2.63 

2 -0.55 -2.75 
3 -0.56 -2.32 
4 -0.53 -1.74 

2003 1 -0.45 -1.40 
2 -0.53 -1.11 
3 -0.71 -0.96 
4 -0.86 -0.95 

2004 1 -0.90 -1.00 
2 -0.93 -1.01 
3 -1.01 -1.24 
4 -1.18 -1.64 

AGGREGATE
2002 -0.50 -2.36 
2003 -0.64 -1.10 
2004 -1.01 -1.22 
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(4) 実質公的固定資本形成を1年目のみ実質GDPの１％相当額だけ拡大
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.89 0.01 -0.38 0.00 258.16 15.20 0.00 -0.01 1.16 3.56
2 1.00 0.06 -0.57 0.12 918.92 15.74 0.08 -0.05 1.44 0.46
3 1.08 0.16 -0.76 0.21 1139.29 16.10 0.19 -0.06 1.59 0.31
4 1.12 0.28 -1.01 0.21 1091.64 16.45 0.37 -0.09 1.69 0.14

2003 1 0.21 0.36 -0.69 0.29 615.56 0.00 0.21 -0.12 0.56 -3.58 
2 0.08 0.35 -0.69 0.24 -235.85 0.00 0.29 -0.11 0.32 -0.55 
3 -0.02 0.23 -0.60 0.25 -608.75 0.00 0.37 -0.14 0.19 -0.40 
4 -0.10 0.08 -0.50 0.33 -682.37 0.00 0.35 -0.17 0.09 -0.31 

2004 1 -0.19 -0.04 -0.64 0.34 -629.92 0.00 0.25 -0.19 -0.01 -0.35 
2 -0.20 -0.09 -0.65 0.37 -509.71 0.00 0.26 -0.20 -0.03 -0.03 
3 -0.17 -0.10 -0.59 0.38 -337.23 0.00 0.27 -0.22 0.02 0.12
4 -0.11 -0.10 -0.55 0.41 -150.59 0.00 0.39 -0.22 0.09 0.23

AGGREGATE
2002 1.02 0.13 -0.68 0.13 852.00 15.87 0.16 -0.05 1.47 1.02
2003 0.04 0.26 -0.62 0.28 -227.85 0.00 0.31 -0.14 0.29 -0.98 
2004 -0.17 -0.08 -0.61 0.37 -406.86 0.00 0.29 -0.21 0.01 -0.21 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.02 0.04 0.02 0.04 0.00 0.03 0.00 0.00 -0.00 

2 0.11 0.11 0.06 0.10 0.05 0.09 0.09 0.18 -0.03 
3 0.21 0.20 0.12 0.18 0.07 0.16 0.19 0.29 0.03
4 0.32 0.29 0.20 0.28 0.09 0.26 0.33 0.31 0.02

2003 1 0.40 0.37 0.28 0.35 0.09 0.34 0.46 0.29 -0.01 
2 0.43 0.42 0.33 0.41 0.05 0.40 0.49 0.11 -0.04 
3 0.45 0.46 0.37 0.46 0.04 0.44 0.51 -0.00 -0.14 
4 0.47 0.49 0.40 0.49 0.04 0.47 0.50 -0.04 -0.18 

2004 1 0.49 0.50 0.42 0.50 0.04 0.49 0.50 -0.05 -0.20 
2 0.50 0.51 0.43 0.51 0.04 0.49 0.50 -0.07 -0.21 
3 0.50 0.52 0.43 0.52 0.03 0.50 0.51 -0.08 -0.22 
4 0.51 0.52 0.43 0.52 0.04 0.50 0.51 -0.06 -0.22 

AGGREGATE
2002 0.16 0.16 0.10 0.15 0.05 0.13 0.15 0.19 0.00
2003 0.44 0.43 0.35 0.43 0.05 0.41 0.49 0.09 -0.10 
2004 0.50 0.51 0.43 0.52 0.04 0.49 0.50 -0.06 -0.21 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.91 0.05 -0.36 0.04 243.99 15.24 0.00 -0.00 1.16

2 1.12 0.17 -0.51 0.22 861.30 15.84 0.17 0.13 1.41
3 1.29 0.36 -0.64 0.39 1067.29 16.28 0.38 0.22 1.62
4 1.44 0.57 -0.81 0.49 1026.91 16.75 0.70 0.22 1.71

2003 1 0.62 0.74 -0.41 0.64 583.32 0.34 0.67 0.18 0.54
2 0.50 0.76 -0.36 0.65 -224.31 0.40 0.79 -0.00 0.28
3 0.43 0.69 -0.23 0.70 -578.58 0.44 0.88 -0.15 0.05
4 0.37 0.57 -0.10 0.82 -645.32 0.47 0.85 -0.21 -0.09 

2004 1 0.30 0.46 -0.22 0.85 -590.26 0.49 0.76 -0.24 -0.21 
2 0.30 0.42 -0.22 0.88 -474.48 0.49 0.76 -0.27 -0.24 
3 0.34 0.42 -0.16 0.90 -312.73 0.50 0.77 -0.29 -0.21 
4 0.40 0.43 -0.13 0.93 -139.86 0.50 0.90 -0.29 -0.13 

AGGREGATE
2002 1.19 0.29 -0.58 0.28 799.87 16.03 0.31 0.14 1.47
2003 0.48 0.69 -0.28 0.70 -216.22 0.41 0.80 -0.05 0.20
2004 0.33 0.43 -0.18 0.89 -379.33 0.49 0.80 -0.27 -0.20 
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(4) 実質公的固定資本形成を1年目のみ実質GDPの１％相当額だけ拡大  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.16 1.18 0.20 2.16 -0.34 6.91 0.68 0.23 2.73 1.11
2 0.56 1.39 0.65 5.51 0.01 5.32 1.47 0.78 5.59 1.24
3 0.87 1.58 0.97 6.92 0.34 4.51 2.19 1.33 7.92 1.42
4 1.05 1.76 1.20 8.99 0.64 4.32 2.72 1.78 9.59 1.64

2003 1 0.96 0.59 1.04 8.24 1.35 -3.50 2.20 1.91 6.69 0.65
2 0.60 0.45 0.61 6.01 1.28 -2.02 1.38 1.55 3.33 0.70
3 0.39 0.33 0.38 4.91 1.41 -1.07 0.87 1.23 1.14 0.67
4 0.35 0.25 0.27 4.00 1.44 -0.76 0.56 1.06 -0.22 0.60

2004 1 0.34 0.18 0.25 2.45 1.52 -0.90 0.49 0.97 -0.16 0.51
2 0.39 0.18 0.32 1.59 1.57 -1.10 0.44 0.98 -0.35 0.49
3 0.40 0.21 0.30 1.74 1.50 -0.81 0.41 1.01 -0.52 0.49
4 0.39 0.26 0.31 1.60 1.62 -0.48 0.41 0.99 -0.56 0.52

AGGREGATE
2002 0.66 1.48 0.75 5.89 0.16 5.27 1.76 1.03 6.46 1.35
2003 0.57 0.41 0.58 5.79 1.37 -1.84 1.25 1.44 2.73 0.66
2004 0.38 0.21 0.29 1.85 1.55 -0.82 0.44 0.99 -0.40 0.50

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.02 -0.07 0.12 0.04 0.19 -0.07 2.06 0.02 0.84

2 0.24 0.49 0.14 0.04 0.14 -0.09 2.64 0.02 0.97
3 0.32 0.82 0.16 0.06 0.16 -0.09 2.86 0.02 1.04
4 0.37 1.03 0.24 0.12 0.11 -0.12 2.91 0.06 1.05

2003 1 0.40 1.19 0.13 0.09 -0.14 -0.04 0.83 0.03 0.18
2 0.23 0.68 0.10 0.09 -0.13 -0.01 0.45 0.03 0.05
3 0.21 0.49 0.08 0.07 -0.19 -0.01 0.32 0.01 -0.03 
4 0.21 0.46 -0.05 -0.01 -0.15 0.04 0.30 -0.05 -0.05 

2004 1 0.22 0.44 -0.09 -0.03 -0.12 0.06 0.05 -0.07 -0.11 
2 0.20 0.48 -0.10 -0.04 -0.05 0.06 -0.10 -0.08 -0.11 
3 0.20 0.43 -0.14 -0.05 0.01 0.08 -0.04 -0.10 -0.07 
4 0.21 0.39 -0.12 -0.05 0.05 0.07 0.03 -0.10 -0.01 

AGGREGATE
2002 0.24 0.57 0.16 0.06 0.15 -0.09 2.62 0.03 0.97
2003 0.26 0.70 0.06 0.06 -0.15 -0.00 0.47 0.00 0.04
2004 0.21 0.44 -0.11 -0.04 -0.03 0.07 -0.02 -0.09 -0.08 

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.11 0.06 0.08 0.08 0.09 0.07 -0.03 -4039.57 -0.71 -1.20 -0.14 
2 0.16 0.08 0.37 0.14 0.13 0.17 -0.11 -3755.92 -0.62 -1.36 -0.16 
3 0.20 0.11 0.37 0.19 0.16 0.28 -0.14 -3439.70 -0.54 -1.47 -0.18 
4 0.25 0.13 0.43 0.26 0.21 0.40 -0.17 -3221.47 -0.48 -1.56 -0.19 

2003 1 0.18 0.09 0.34 0.19 0.16 0.28 -0.09 1093.44 0.29 -0.33 -0.06 
2 0.18 0.10 0.09 0.19 0.19 0.18 -0.01 426.29 0.14 -0.17 -0.06 
3 0.17 0.09 0.11 0.14 0.19 0.06 0.11 -67.41 0.04 -0.05 -0.05 
4 0.15 0.09 0.08 0.10 0.18 -0.02 0.18 -539.52 -0.07 0.07 -0.05 

2004 1 0.11 0.07 0.06 0.11 0.16 0.03 0.15 -733.01 -0.11 0.21 -0.04 
2 0.07 0.06 0.03 0.12 0.16 0.06 0.14 -819.46 -0.13 0.24 -0.05 
3 0.05 0.05 0.03 0.09 0.13 0.03 0.13 -892.72 -0.14 0.22 -0.06 
4 0.04 0.05 0.02 0.08 0.12 0.02 0.15 -942.27 -0.15 0.14 -0.08 

AGGREGATE
2002 0.18 0.10 0.31 0.17 0.15 0.23 -0.11 -3614.16 -0.59 -1.40 -0.17 
2003 0.17 0.09 0.16 0.16 0.18 0.12 0.05 228.20 0.10 -0.12 -0.06 
2004 0.07 0.06 0.03 0.10 0.14 0.03 0.14 -846.87 -0.13 0.20 -0.06 
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(4) 実質公的固定資本形成を1年目のみ実質GDPの１％相当額だけ拡大  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.32 0.08 0.06 0.10 0.21 -0.03 1.31 0.00 -0.01 0.00 0.30
2 0.63 0.15 0.12 0.30 0.45 -0.11 1.72 0.37 -0.03 0.00 0.59
3 0.82 0.25 0.22 0.36 0.49 0.02 1.73 0.40 -0.06 0.01 0.87
4 0.89 0.30 0.29 0.47 0.61 -0.03 1.88 0.58 -0.09 0.01 1.16

2003 1 0.61 0.25 0.29 0.44 0.47 -0.15 0.26 0.69 -0.11 0.02 1.14
2 0.31 0.22 0.28 0.30 0.27 -0.21 -0.22 0.41 -0.13 0.02 1.12
3 0.13 0.17 0.26 0.29 0.25 -0.47 -0.34 0.45 -0.15 0.02 1.10
4 0.07 0.17 0.26 0.25 0.19 -0.58 -0.46 0.36 -0.16 0.03 1.08

2004 1 0.01 0.18 0.26 0.25 0.22 -0.61 -0.15 0.33 -0.18 0.04 1.06
2 -0.01 0.18 0.25 0.25 0.23 -0.63 0.05 0.30 -0.20 0.04 1.05
3 0.01 0.19 0.25 0.27 0.27 -0.65 0.22 0.31 -0.21 0.05 1.03
4 0.06 0.21 0.26 0.30 0.31 -0.62 0.37 0.32 -0.23 0.06 1.02

AGGREGATE
2002 0.67 0.20 0.17 0.31 0.44 -0.04 1.66 0.34 -0.05 0.00 0.73
2003 0.28 0.20 0.27 0.32 0.29 -0.35 -0.19 0.48 -0.14 0.02 1.11
2004 0.02 0.19 0.26 0.27 0.26 -0.63 0.12 0.31 -0.20 0.05 1.04

HK KFPSTA
2002 1 -0.00 -0.10 

2 0.24 -0.31 
3 0.74 -0.52 
4 1.31 -0.71 

2003 1 1.77 -0.76 
2 1.67 -0.54 
3 1.13 -0.37 
4 0.52 -0.23 

2004 1 0.05 -0.23 
2 -0.03 -0.14 
3 0.08 -0.04 
4 0.17 0.04

AGGREGATE
2002 0.57 -0.41 
2003 1.27 -0.48 
2004 0.06 -0.09 
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(5) 名目公的固定資本形成を名目GDPの１％相当額だけ継続的に拡大
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.90 0.01 -0.38 0.00 260.17 15.32 -0.00 -0.01 1.17 3.59
2 1.01 0.06 -0.57 0.12 923.69 15.72 0.08 -0.05 1.44 0.44
3 1.08 0.16 -0.76 0.21 1138.11 15.98 0.19 -0.06 1.58 0.29
4 1.10 0.28 -1.00 0.21 1080.23 16.13 0.37 -0.09 1.67 0.10

2003 1 1.07 0.38 -1.06 0.29 886.18 16.42 0.21 -0.12 1.68 -0.13 
2 1.04 0.41 -1.23 0.36 688.55 17.16 0.37 -0.16 1.71 -0.10 
3 1.01 0.39 -1.33 0.45 514.80 17.68 0.56 -0.20 1.72 -0.15 
4 0.93 0.36 -1.39 0.54 357.35 18.14 0.63 -0.25 1.68 -0.30 

2004 1 0.83 0.33 -1.57 0.62 227.33 16.50 0.52 -0.30 1.61 -0.40 
2 0.78 0.31 -1.67 0.71 110.25 18.93 0.61 -0.36 1.60 -0.19 
3 0.77 0.29 -1.68 0.80 89.14 19.59 0.68 -0.41 1.63 -0.07 
4 0.79 0.26 -1.74 0.91 130.58 19.21 1.11 -0.47 1.71 0.11

AGGREGATE
2002 1.02 0.13 -0.68 0.13 850.55 15.79 0.16 -0.05 1.47 1.02
2003 1.01 0.38 -1.25 0.41 611.72 17.35 0.44 -0.18 1.70 -0.01 
2004 0.79 0.30 -1.67 0.76 139.33 18.55 0.73 -0.39 1.64 -0.22 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.02 0.04 0.02 0.04 0.00 0.03 -0.00 0.00 -0.00 

2 0.11 0.11 0.06 0.10 0.05 0.09 0.09 0.18 -0.03 
3 0.21 0.20 0.13 0.18 0.07 0.16 0.19 0.29 0.03
4 0.32 0.29 0.20 0.28 0.08 0.26 0.33 0.31 0.02

2003 1 0.44 0.41 0.29 0.39 0.09 0.37 0.46 0.29 -0.04 
2 0.55 0.52 0.39 0.51 0.10 0.48 0.58 0.27 -0.09 
3 0.68 0.64 0.49 0.63 0.11 0.60 0.70 0.26 -0.13 
4 0.81 0.77 0.60 0.75 0.12 0.72 0.81 0.25 -0.17 

2004 1 0.93 0.89 0.70 0.87 0.13 0.84 0.93 0.23 -0.23 
2 1.06 1.01 0.80 0.99 0.13 0.95 1.06 0.19 -0.31 
3 1.17 1.13 0.90 1.12 0.14 1.07 1.18 0.16 -0.38 
4 1.31 1.25 1.00 1.24 0.15 1.18 1.29 0.16 -0.43 

AGGREGATE
2002 0.16 0.16 0.10 0.15 0.05 0.13 0.15 0.19 0.00
2003 0.62 0.58 0.44 0.57 0.10 0.54 0.64 0.27 -0.11 
2004 1.12 1.07 0.85 1.06 0.14 1.01 1.11 0.18 -0.34 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.92 0.05 -0.36 0.04 245.89 15.35 -0.00 -0.00 1.17

2 1.12 0.17 -0.51 0.22 865.77 15.82 0.17 0.13 1.41
3 1.29 0.36 -0.64 0.39 1066.18 16.17 0.38 0.22 1.61
4 1.42 0.57 -0.80 0.49 1016.18 16.43 0.70 0.22 1.69

2003 1 1.51 0.78 -0.77 0.68 839.92 16.85 0.67 0.17 1.64
2 1.60 0.93 -0.85 0.86 656.20 17.73 0.95 0.12 1.61
3 1.69 1.04 -0.84 1.08 491.58 18.39 1.25 0.06 1.59
4 1.75 1.13 -0.80 1.29 337.79 18.99 1.44 -0.00 1.51

2004 1 1.77 1.22 -0.89 1.50 213.40 17.47 1.45 -0.07 1.38
2 1.85 1.32 -0.89 1.71 100.46 20.06 1.67 -0.17 1.29
3 1.95 1.42 -0.80 1.92 81.42 20.86 1.87 -0.26 1.24
4 2.11 1.52 -0.76 2.16 119.71 20.62 2.41 -0.31 1.27

AGGREGATE
2002 1.19 0.29 -0.58 0.28 798.51 15.94 0.31 0.14 1.47
2003 1.64 0.97 -0.81 0.98 581.37 17.99 1.08 0.08 1.59
2004 1.92 1.37 -0.83 1.82 128.75 19.75 1.85 -0.20 1.30
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(5) 名目公的固定資本形成を名目GDPの１％相当額だけ継続的に拡大  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.17 1.19 0.21 2.17 -0.35 6.97 0.69 0.23 2.75 1.12
2 0.57 1.40 0.65 5.53 0.01 5.31 1.47 0.78 5.62 1.24
3 0.87 1.57 0.97 6.91 0.35 4.45 2.19 1.33 7.91 1.41
4 1.05 1.73 1.19 8.93 0.64 4.16 2.70 1.78 9.52 1.62

2003 1 1.15 1.77 1.27 10.63 0.98 3.16 2.82 2.16 9.14 1.76
2 1.17 1.86 1.27 11.72 1.29 3.40 2.88 2.36 8.84 1.93
3 1.22 1.87 1.32 12.14 1.76 2.96 3.02 2.56 8.79 2.07
4 1.33 1.85 1.39 13.21 2.09 2.29 3.09 2.78 8.15 2.18

2004 1 1.50 1.94 1.53 11.97 2.46 2.14 3.17 3.06 7.85 2.24
2 1.53 2.01 1.56 12.22 2.92 2.09 3.36 3.33 8.02 2.37
3 1.60 2.03 1.59 12.74 3.31 1.96 3.35 3.52 7.51 2.49
4 1.66 2.06 1.65 12.72 4.13 1.82 3.47 3.72 7.46 2.67

AGGREGATE
2002 0.66 1.47 0.75 5.89 0.16 5.22 1.76 1.03 6.45 1.35
2003 1.22 1.84 1.31 11.93 1.53 2.95 2.95 2.47 8.73 1.98
2004 1.57 2.01 1.58 12.42 3.20 2.00 3.34 3.41 7.71 2.44

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.02 -0.07 0.12 0.04 0.20 -0.07 2.07 0.02 0.84

2 0.24 0.49 0.14 0.04 0.14 -0.09 2.64 0.02 0.97
3 0.32 0.82 0.16 0.06 0.16 -0.09 2.85 0.02 1.03
4 0.37 1.02 0.24 0.12 0.10 -0.12 2.87 0.06 1.03

2003 1 0.41 1.15 0.24 0.13 0.04 -0.11 2.95 0.06 0.99
2 0.46 1.19 0.23 0.13 0.00 -0.09 3.09 0.05 0.98
3 0.51 1.27 0.22 0.13 -0.04 -0.09 3.12 0.03 0.96
4 0.56 1.40 0.17 0.11 -0.05 -0.06 3.15 0.00 0.93

2004 1 0.61 1.62 0.13 0.09 -0.07 -0.04 3.03 -0.02 0.86
2 0.64 1.65 0.11 0.09 -0.05 -0.02 3.02 -0.04 0.82
3 0.68 1.69 0.07 0.07 -0.03 0.00 3.00 -0.06 0.83
4 0.74 1.74 0.04 0.06 0.01 0.01 3.12 -0.09 0.88

AGGREGATE
2002 0.24 0.57 0.16 0.06 0.15 -0.09 2.61 0.03 0.97
2003 0.49 1.26 0.22 0.12 -0.01 -0.09 3.08 0.03 0.96
2004 0.67 1.67 0.09 0.08 -0.04 -0.01 3.04 -0.05 0.85

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.11 0.06 0.08 0.08 0.09 0.07 -0.03 -4070.65 -0.72 -1.21 -0.14 
2 0.16 0.08 0.38 0.14 0.13 0.17 -0.11 -3749.81 -0.62 -1.36 -0.16 
3 0.20 0.10 0.37 0.19 0.16 0.28 -0.15 -3407.18 -0.54 -1.46 -0.17 
4 0.25 0.13 0.43 0.26 0.21 0.39 -0.17 -3142.86 -0.46 -1.54 -0.19 

2003 1 0.30 0.15 0.49 0.27 0.24 0.35 -0.10 -2945.07 -0.43 -1.57 -0.20 
2 0.34 0.18 0.47 0.32 0.32 0.34 -0.08 -3246.57 -0.47 -1.57 -0.21 
3 0.37 0.20 0.48 0.33 0.35 0.30 -0.04 -3417.33 -0.48 -1.56 -0.24 
4 0.39 0.21 0.51 0.35 0.37 0.31 -0.01 -3636.54 -0.53 -1.48 -0.24 

2004 1 0.40 0.22 0.51 0.37 0.41 0.31 0.01 -3956.69 -0.55 -1.39 -0.26 
2 0.41 0.23 0.48 0.42 0.48 0.33 0.08 -3849.12 -0.56 -1.38 -0.28 
3 0.41 0.24 0.47 0.39 0.46 0.29 0.10 -4118.92 -0.61 -1.40 -0.30 
4 0.41 0.25 0.52 0.38 0.46 0.27 0.15 -4494.66 -0.69 -1.52 -0.33 

AGGREGATE
2002 0.18 0.10 0.31 0.17 0.15 0.23 -0.12 -3592.62 -0.59 -1.39 -0.17 
2003 0.35 0.19 0.49 0.32 0.32 0.33 -0.06 -3311.38 -0.48 -1.55 -0.22 
2004 0.41 0.24 0.49 0.39 0.45 0.30 0.09 -4104.85 -0.60 -1.42 -0.29 
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(5) 名目公的固定資本形成を名目GDPの１％相当額だけ継続的に拡大  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.32 0.09 0.06 0.10 0.21 -0.03 1.32 0.00 -0.01 0.00 0.30
2 0.64 0.15 0.13 0.30 0.46 -0.11 1.72 0.37 -0.03 0.00 0.59
3 0.81 0.25 0.22 0.36 0.49 0.02 1.72 0.40 -0.06 0.01 0.87
4 0.88 0.30 0.29 0.46 0.60 -0.03 1.85 0.58 -0.09 0.01 1.15

2003 1 0.91 0.33 0.34 0.52 0.62 -0.18 1.51 0.68 -0.12 0.01 1.42
2 0.93 0.36 0.40 0.58 0.69 -0.32 1.41 0.77 -0.16 0.02 1.68
3 0.93 0.40 0.46 0.64 0.74 -0.47 1.33 0.85 -0.21 0.03 1.94
4 0.92 0.45 0.53 0.71 0.81 -0.63 1.32 0.92 -0.25 0.04 2.20

2004 1 0.90 0.50 0.59 0.77 0.87 -0.78 1.34 0.99 -0.30 0.05 2.44
2 0.88 0.51 0.63 0.81 0.91 -0.96 1.31 1.05 -0.35 0.06 2.69
3 0.90 0.54 0.67 0.87 0.98 -1.12 1.47 1.13 -0.40 0.08 2.93
4 0.95 0.61 0.75 0.95 1.08 -1.23 1.66 1.20 -0.46 0.09 3.16

AGGREGATE
2002 0.66 0.20 0.17 0.31 0.44 -0.04 1.65 0.34 -0.05 0.00 0.73
2003 0.92 0.38 0.44 0.61 0.72 -0.40 1.39 0.81 -0.19 0.03 1.81
2004 0.91 0.54 0.66 0.85 0.96 -1.02 1.45 1.09 -0.38 0.07 2.80

HK KFPSTA
2002 1 -0.00 -0.10 

2 0.24 -0.31 
3 0.74 -0.52 
4 1.31 -0.70 

2003 1 1.79 -0.88 
2 1.95 -0.86 
3 1.86 -0.85 
4 1.71 -0.90 

2004 1 1.77 -0.91 
2 1.81 -0.77 
3 1.85 -0.79 
4 1.86 -0.79 

AGGREGATE
2002 0.57 -0.41 
2003 1.83 -0.87 
2004 1.82 -0.81 
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(6) 個人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.06 0.11 -0.02 0.00 16.63 0.00 0.00 -0.00 0.08 0.23
2 0.18 0.33 -0.09 0.12 92.91 0.00 0.00 -0.00 0.24 0.47
3 0.34 0.61 -0.19 0.37 235.45 0.00 0.00 -0.01 0.47 0.65
4 0.48 0.86 -0.31 0.74 403.06 0.00 0.00 -0.02 0.69 0.59

2003 1 0.53 0.92 -0.43 1.25 499.61 0.00 0.00 -0.04 0.78 0.17
2 0.55 0.99 -0.54 1.74 502.43 0.00 0.00 -0.05 0.84 0.10
3 0.57 1.04 -0.61 2.23 453.58 0.00 0.00 -0.07 0.90 0.08
4 0.57 1.07 -0.66 2.72 379.67 0.00 0.00 -0.09 0.93 -0.01 

2004 1 0.56 1.08 -0.77 3.20 310.88 0.00 0.00 -0.11 0.96 -0.03 
2 0.55 1.09 -0.87 3.70 233.62 0.00 0.00 -0.14 0.97 -0.05 
3 0.55 1.10 -0.93 4.17 191.91 0.00 0.00 -0.17 1.00 -0.01 
4 0.54 1.11 -0.99 4.64 169.96 0.00 0.00 -0.20 1.03 -0.02 

AGGREGATE
2002 0.26 0.48 -0.15 0.31 187.01 0.00 0.00 -0.01 0.37 0.26
2003 0.56 1.00 -0.56 1.98 458.82 0.00 0.00 -0.06 0.86 0.29
2004 0.55 1.10 -0.89 3.93 226.59 0.00 0.00 -0.15 0.99 -0.00 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 -0.00 0.00 -0.00 

2 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 -0.01 0.01 -0.00 
3 0.03 0.03 0.02 0.03 0.01 0.02 0.01 0.04 -0.00 
4 0.07 0.07 0.04 0.06 0.02 0.05 0.05 0.08 -0.01 

2003 1 0.12 0.11 0.07 0.10 0.03 0.09 0.10 0.12 -0.01 
2 0.17 0.16 0.11 0.15 0.04 0.14 0.17 0.14 -0.01 
3 0.23 0.22 0.16 0.21 0.05 0.20 0.23 0.15 -0.02 
4 0.30 0.28 0.21 0.27 0.05 0.26 0.29 0.15 -0.04 

2004 1 0.36 0.34 0.26 0.34 0.06 0.32 0.36 0.15 -0.07 
2 0.43 0.41 0.32 0.40 0.06 0.39 0.43 0.14 -0.11 
3 0.50 0.48 0.38 0.48 0.07 0.45 0.50 0.13 -0.15 
4 0.58 0.56 0.44 0.55 0.08 0.52 0.58 0.13 -0.18 

AGGREGATE
2002 0.03 0.03 0.02 0.03 0.01 0.02 0.01 0.03 -0.00 
2003 0.21 0.19 0.14 0.18 0.04 0.17 0.20 0.14 -0.02 
2004 0.47 0.45 0.35 0.44 0.07 0.42 0.47 0.13 -0.13 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.06 0.12 -0.02 0.00 15.71 0.00 -0.00 -0.00 0.08

2 0.18 0.34 -0.08 0.13 87.08 0.01 -0.01 0.01 0.23
3 0.37 0.64 -0.17 0.40 220.45 0.02 0.01 0.03 0.46
4 0.55 0.93 -0.27 0.81 378.93 0.05 0.05 0.06 0.68

2003 1 0.65 1.03 -0.35 1.35 473.33 0.09 0.10 0.09 0.77
2 0.73 1.15 -0.43 1.89 478.41 0.14 0.17 0.09 0.83
3 0.81 1.25 -0.45 2.44 432.19 0.20 0.23 0.08 0.88
4 0.87 1.35 -0.45 3.00 358.88 0.26 0.29 0.06 0.89

2004 1 0.93 1.43 -0.51 3.55 291.48 0.32 0.36 0.04 0.89
2 0.99 1.51 -0.55 4.12 216.20 0.39 0.43 -0.00 0.86
3 1.05 1.59 -0.55 4.67 177.21 0.45 0.50 -0.04 0.85
4 1.12 1.67 -0.56 5.22 156.78 0.52 0.58 -0.07 0.84

AGGREGATE
2002 0.29 0.51 -0.14 0.34 175.54 0.02 0.01 0.02 0.36
2003 0.76 1.20 -0.42 2.17 435.70 0.17 0.20 0.08 0.84
2004 1.02 1.55 -0.54 4.39 210.42 0.42 0.47 -0.02 0.86
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(6) 個人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 1.43 0.08 0.01 0.14 -0.02 0.45 -6.02 -18.42 0.18 0.07
2 1.48 0.24 0.07 0.70 0.11 1.17 -6.25 -19.73 0.67 0.22
3 1.60 0.48 0.18 1.48 0.25 2.17 -6.01 -19.93 1.60 0.43
4 1.76 0.73 0.34 2.68 0.42 3.21 -5.67 -20.04 2.85 0.64

2003 1 1.90 0.80 0.47 3.80 0.66 2.42 -5.46 -20.18 3.84 0.74
2 2.00 0.90 0.57 4.59 0.88 2.30 -5.56 -21.04 4.45 0.85
3 2.07 0.97 0.63 5.31 1.13 2.19 -5.31 -20.63 4.81 0.96
4 2.15 1.02 0.67 6.22 1.37 2.06 -5.29 -20.79 4.67 1.06

2004 1 2.23 1.11 0.75 6.04 1.64 2.21 -5.39 -22.71 4.77 1.15
2 2.30 1.17 0.79 6.44 1.95 2.23 -4.89 -20.30 5.20 1.25
3 2.38 1.21 0.84 6.90 2.25 2.09 -4.89 -20.74 5.21 1.35
4 2.44 1.25 0.88 7.05 2.76 2.01 -4.84 -20.61 5.33 1.44

AGGREGATE
2002 1.57 0.38 0.15 1.25 0.19 1.75 -5.99 -19.53 1.32 0.34
2003 2.03 0.92 0.59 4.98 1.01 2.24 -5.41 -20.66 4.44 0.90
2004 2.34 1.18 0.81 6.61 2.15 2.14 -5.00 -21.09 5.13 1.30

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.00 -0.00 0.01 0.00 0.01 -0.00 0.13 0.00 0.05

2 0.02 0.02 0.02 0.01 0.03 -0.02 0.44 0.00 0.17
3 0.05 0.11 0.05 0.02 0.06 -0.03 0.86 0.01 0.32
4 0.10 0.25 0.07 0.03 0.08 -0.04 1.24 0.01 0.47

2003 1 0.16 0.39 0.09 0.04 0.06 -0.05 1.39 0.02 0.50
2 0.19 0.49 0.11 0.05 0.05 -0.05 1.51 0.02 0.52
3 0.21 0.56 0.12 0.06 0.03 -0.05 1.61 0.02 0.54
4 0.25 0.62 0.12 0.06 0.01 -0.05 1.72 0.02 0.55

2004 1 0.28 0.73 0.11 0.06 -0.01 -0.04 1.80 0.01 0.55
2 0.31 0.79 0.10 0.06 -0.01 -0.04 1.88 -0.00 0.55
3 0.34 0.85 0.09 0.06 -0.01 -0.03 1.91 -0.01 0.56
4 0.37 0.90 0.07 0.05 -0.01 -0.02 1.94 -0.02 0.56

AGGREGATE
2002 0.04 0.10 0.04 0.01 0.04 -0.02 0.67 0.01 0.25
2003 0.20 0.52 0.11 0.06 0.04 -0.05 1.56 0.02 0.53
2004 0.32 0.82 0.09 0.06 -0.01 -0.03 1.88 -0.01 0.56

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 0.00 -0.00 -4852.39 -0.98 0.15 -0.01 
2 0.02 0.01 0.03 0.02 0.02 0.02 -0.01 -4742.70 -0.95 0.20 -0.03 
3 0.05 0.03 0.09 0.04 0.04 0.05 -0.02 -4591.72 -0.89 0.14 -0.05 
4 0.08 0.04 0.14 0.08 0.07 0.11 -0.04 -4387.00 -0.82 0.06 -0.08 

2003 1 0.11 0.06 0.21 0.11 0.08 0.16 -0.06 -4232.78 -0.79 0.10 -0.09 
2 0.13 0.07 0.21 0.14 0.11 0.19 -0.09 -4233.07 -0.77 0.18 -0.10 
3 0.16 0.08 0.24 0.15 0.14 0.18 -0.09 -4181.92 -0.75 0.25 -0.12 
4 0.18 0.10 0.26 0.17 0.16 0.19 -0.07 -4227.65 -0.75 0.34 -0.12 

2004 1 0.20 0.11 0.26 0.19 0.19 0.19 -0.07 -4399.29 -0.75 0.43 -0.14 
2 0.22 0.12 0.27 0.22 0.23 0.21 -0.05 -4304.71 -0.75 0.52 -0.15 
3 0.23 0.13 0.28 0.22 0.23 0.21 -0.04 -4408.13 -0.77 0.59 -0.16 
4 0.24 0.14 0.30 0.22 0.24 0.20 -0.02 -4426.78 -0.78 0.66 -0.18 

AGGREGATE
2002 0.04 0.02 0.07 0.04 0.03 0.05 -0.02 -4643.45 -0.91 0.14 -0.04 
2003 0.14 0.08 0.23 0.14 0.12 0.18 -0.08 -4218.86 -0.77 0.22 -0.11 
2004 0.22 0.12 0.28 0.21 0.22 0.20 -0.04 -4384.73 -0.76 0.55 -0.16 
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(6) 個人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.02 0.13 0.07 0.06 0.05 -0.00 0.09 0.00 -0.00 0.00 0.00
2 0.08 0.25 0.14 0.13 0.13 -0.01 0.28 0.02 -0.00 0.00 0.00
3 0.19 0.36 0.21 0.21 0.22 -0.02 0.53 0.07 -0.01 0.01 0.00
4 0.31 0.46 0.28 0.30 0.32 -0.02 0.78 0.15 -0.02 0.02 0.00

2003 1 0.40 0.55 0.36 0.39 0.40 -0.03 0.88 0.23 -0.03 0.05 0.00
2 0.45 0.64 0.43 0.47 0.48 -0.05 0.93 0.29 -0.05 0.08 0.00
3 0.49 0.72 0.50 0.54 0.55 -0.10 0.90 0.35 -0.07 0.12 0.00
4 0.52 0.81 0.58 0.62 0.61 -0.18 0.84 0.41 -0.10 0.17 0.00

2004 1 0.54 0.88 0.65 0.69 0.67 -0.25 0.85 0.45 -0.12 0.22 0.00
2 0.55 0.93 0.71 0.74 0.72 -0.34 0.83 0.50 -0.15 0.29 0.00
3 0.57 0.98 0.77 0.81 0.78 -0.44 0.90 0.55 -0.18 0.37 0.00
4 0.60 1.05 0.85 0.88 0.85 -0.51 0.95 0.60 -0.21 0.45 0.00

AGGREGATE
2002 0.15 0.30 0.18 0.18 0.18 -0.01 0.42 0.06 -0.01 0.01 0.00
2003 0.47 0.68 0.47 0.51 0.51 -0.09 0.89 0.32 -0.06 0.10 0.00
2004 0.57 0.96 0.75 0.78 0.75 -0.39 0.88 0.53 -0.16 0.33 0.00

HK KFPSTA
2002 1 1.56 -0.01 

2 3.19 -0.03 
3 4.93 -0.10 
4 6.85 -0.18 

2003 1 7.06 -0.34 
2 7.33 -0.38 
3 7.55 -0.43 
4 7.62 -0.48 

2004 1 7.91 -0.51 
2 7.97 -0.47 
3 8.01 -0.56 
4 8.07 -0.60 

AGGREGATE
2002 4.13 -0.08 
2003 7.39 -0.41 
2004 7.99 -0.54 
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(７) 法人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.42 0.01 3.32 0.00 111.03 0.00 0.00 -0.00 0.55 1.69
2 0.74 0.07 5.24 0.42 483.44 0.00 0.00 -0.02 1.03 1.28
3 0.77 0.14 4.78 0.40 748.02 0.00 0.00 -0.04 1.11 0.09
4 0.81 0.24 4.69 0.38 734.41 0.00 0.00 -0.04 1.18 0.17

2003 1 0.74 0.33 4.01 0.40 587.81 0.00 0.00 -0.06 1.13 -0.25 
2 0.86 0.38 4.87 0.43 442.97 0.00 0.00 -0.08 1.30 0.46
3 0.94 0.38 5.69 0.51 412.55 0.00 0.00 -0.10 1.46 0.32
4 0.97 0.38 5.70 0.60 381.15 0.00 0.00 -0.13 1.53 0.11

2004 1 1.00 0.38 6.41 0.67 348.78 0.00 0.00 -0.16 1.62 0.15
2 1.18 0.42 7.51 0.79 335.02 0.00 0.00 -0.19 1.88 0.69
3 1.14 0.46 6.94 0.95 389.69 0.00 0.00 -0.22 1.87 -0.16 
4 1.12 0.49 6.78 1.10 311.88 0.00 0.00 -0.24 1.87 -0.05 

AGGREGATE
2002 0.68 0.12 4.51 0.30 519.22 0.00 0.00 -0.03 0.97 0.68
2003 0.88 0.37 5.07 0.49 456.12 0.00 0.00 -0.09 1.11 0.19
2004 1.11 0.44 6.91 0.88 346.34 0.00 0.00 -0.20 1.81 0.23

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.01 0.02 0.01 0.02 0.00 0.01 -0.00 0.00 -0.00 

2 0.05 0.06 0.03 0.05 0.02 0.04 0.04 0.08 -0.02 
3 0.11 0.11 0.07 0.09 0.04 0.09 0.12 0.17 0.01
4 0.17 0.16 0.11 0.15 0.05 0.14 0.21 0.19 0.02

2003 1 0.23 0.22 0.16 0.20 0.05 0.20 0.29 0.17 -0.01 
2 0.28 0.28 0.21 0.27 0.05 0.26 0.36 0.14 -0.04 
3 0.35 0.35 0.27 0.33 0.06 0.32 0.43 0.14 -0.07 
4 0.42 0.42 0.32 0.40 0.07 0.39 0.51 0.16 -0.08 

2004 1 0.49 0.49 0.38 0.46 0.07 0.46 0.59 0.16 -0.10 
2 0.57 0.56 0.44 0.54 0.08 0.53 0.68 0.14 -0.15 
3 0.65 0.64 0.50 0.61 0.09 0.60 0.78 0.15 -0.19 
4 0.71 0.71 0.56 0.68 0.09 0.67 0.86 0.14 -0.20 

AGGREGATE
2002 0.08 0.09 0.05 0.08 0.03 0.07 0.09 0.11 0.00
2003 0.32 0.32 0.24 0.30 0.06 0.29 0.40 0.15 -0.05 
2004 0.60 0.60 0.47 0.57 0.08 0.56 0.73 0.15 -0.16 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.43 0.02 3.33 0.02 104.93 0.01 -0.00 -0.00 0.55

2 0.79 0.12 5.28 0.47 453.08 0.04 0.04 0.06 1.01
3 0.88 0.25 4.85 0.50 700.56 0.09 0.12 0.13 1.11
4 0.98 0.41 4.81 0.53 690.61 0.14 0.21 0.14 1.21

2003 1 0.98 0.55 4.18 0.61 556.94 0.20 0.29 0.11 1.12
2 1.14 0.66 5.09 0.70 421.89 0.26 0.36 0.06 1.27
3 1.29 0.73 5.97 0.84 393.35 0.32 0.43 0.04 1.39
4 1.39 0.79 6.04 1.00 360.28 0.39 0.51 0.03 1.45

2004 1 1.50 0.87 6.81 1.13 327.06 0.46 0.59 0.00 1.51
2 1.75 0.98 7.99 1.33 310.35 0.53 0.68 -0.05 1.73
3 1.79 1.10 7.48 1.57 360.41 0.60 0.78 -0.07 1.68
4 1.84 1.20 7.38 1.79 288.23 0.67 0.86 -0.10 1.67

AGGREGATE
2002 0.77 0.20 4.57 0.38 487.30 0.07 0.09 0.08 0.97
2003 1.20 0.68 5.32 0.79 433.11 0.29 0.40 0.06 1.31
2004 1.72 1.04 7.41 1.46 321.51 0.56 0.73 -0.06 1.65
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(７) 法人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.12 0.58 0.14 0.94 -0.15 3.17 -6.01 0.14 -38.71 0.02
2 0.40 1.02 0.46 3.26 0.02 4.05 -6.07 0.53 -47.67 0.11
3 0.68 1.09 0.74 5.00 0.35 2.62 -5.76 0.99 -43.81 0.21
4 0.81 1.20 0.92 5.83 0.61 2.36 -5.53 1.33 -42.29 0.33

2003 1 0.86 1.10 0.96 6.50 0.91 0.99 -5.41 1.57 -43.24 0.45
2 0.89 1.30 1.00 6.90 1.09 2.01 -5.57 1.73 -45.99 0.54
3 0.92 1.44 1.08 6.56 1.41 2.58 -5.33 1.89 -43.67 0.61
4 1.06 1.48 1.21 7.43 1.69 2.04 -5.23 2.11 -42.13 0.68

2004 1 1.25 1.62 1.41 6.88 1.97 1.93 -5.30 2.44 -42.19 0.75
2 1.38 1.88 1.57 7.58 2.22 2.47 -4.74 2.79 -38.34 0.85
3 1.50 1.82 1.69 8.16 2.61 1.40 -4.58 3.09 -39.40 0.96
4 1.52 1.81 1.71 7.99 3.18 1.16 -4.48 3.28 -39.21 1.06

AGGREGATE
2002 0.50 0.97 0.56 3.76 0.21 3.05 -5.84 0.75 -43.12 0.17
2003 0.93 1.33 1.06 6.85 1.28 1.91 -5.39 1.82 -43.76 0.57
2004 1.41 1.78 1.60 7.65 2.50 1.74 -4.77 2.90 -39.78 0.91

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.01 0.03 0.05 0.02 0.08 -0.03 0.89 0.05 0.36

2 0.11 0.34 0.09 0.03 0.11 -0.06 1.66 0.11 0.62
3 0.20 0.69 0.10 0.04 0.08 -0.05 1.64 0.16 0.59
4 0.21 0.85 0.15 0.08 0.06 -0.06 1.57 0.23 0.57

2003 1 0.23 0.93 0.16 0.10 0.00 -0.06 1.36 0.28 0.45
2 0.23 0.95 0.16 0.11 0.00 -0.05 1.60 0.33 0.52
3 0.27 1.06 0.16 0.11 -0.02 -0.05 1.76 0.38 0.55
4 0.31 1.22 0.15 0.10 -0.02 -0.04 1.81 0.42 0.54

2004 1 0.34 1.46 0.13 0.11 -0.03 -0.03 1.76 0.48 0.52
2 0.36 1.59 0.15 0.12 0.01 -0.02 2.09 0.56 0.62
3 0.42 1.75 0.13 0.13 -0.02 -0.01 1.81 0.62 0.52
4 0.43 1.76 0.12 0.13 -0.01 0.01 1.60 0.67 0.45

AGGREGATE
2002 0.13 0.48 0.10 0.04 0.08 -0.05 1.44 0.13 0.54
2003 0.26 1.04 0.16 0.11 -0.01 -0.05 1.63 0.35 0.52
2004 0.39 1.64 0.13 0.12 -0.01 -0.01 1.81 0.58 0.53

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.05 0.03 0.02 -0.66 -0.76 -0.34 -1.31 -4765.20 -0.92 -0.43 -0.07 
2 0.10 0.05 0.18 -0.87 -0.96 -0.57 -1.18 -4606.89 -0.84 -0.77 -0.12 
3 0.11 0.06 0.25 -0.62 -0.78 -0.13 -1.11 -4545.53 -0.82 -0.69 -0.12 
4 0.14 0.07 0.22 -0.47 -0.71 0.19 -1.10 -4431.18 -0.78 -0.63 -0.14 

2003 1 0.15 0.08 0.26 -0.23 -0.54 0.45 -1.01 -4324.42 -0.77 -0.44 -0.14 
2 0.18 0.10 0.21 -0.38 -0.65 0.16 -1.16 -4370.51 -0.75 -0.50 -0.16 
3 0.20 0.11 0.26 -0.47 -0.69 -0.11 -1.28 -4397.02 -0.73 -0.54 -0.20 
4 0.22 0.12 0.28 -0.46 -0.65 -0.15 -1.13 -4456.18 -0.74 -0.49 -0.21 

2004 1 0.22 0.12 0.28 -0.48 -0.66 -0.23 -1.29 -4719.22 -0.74 -0.49 -0.24 
2 0.25 0.14 0.30 -0.65 -0.80 -0.43 -1.35 -4520.72 -0.70 -0.74 -0.29 
3 0.24 0.14 0.31 -0.45 -0.62 -0.21 -1.19 -4552.64 -0.71 -0.63 -0.30 
4 0.23 0.14 0.26 -0.35 -0.51 -0.13 -1.26 -4487.17 -0.71 -0.55 -0.32 

AGGREGATE
2002 0.10 0.05 0.17 -0.65 -0.80 -0.22 -1.17 -4587.20 -0.84 -0.63 -0.11 
2003 0.19 0.10 0.25 -0.38 -0.63 0.09 -1.14 -4387.03 -0.75 -0.49 -0.18 
2004 0.24 0.14 0.29 -0.48 -0.65 -0.25 -1.27 -4569.94 -0.72 -0.60 -0.29 
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(７) 法人所得税を名目GDPの１％相当額だけ減税  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.15 0.11 0.10 0.24 0.63 -0.01 4.40 0.00 0.11 0.00 0.00
2 0.41 0.22 0.22 0.34 0.66 -0.05 3.85 0.17 0.29 0.01 0.00
3 0.59 0.33 0.36 0.42 0.66 -0.01 3.31 0.32 0.44 0.02 0.00
4 0.67 0.43 0.48 0.48 0.67 0.02 2.99 0.38 0.59 0.02 0.00

2003 1 0.68 0.51 0.59 0.53 0.66 -0.06 2.32 0.48 0.71 0.03 0.00
2 0.73 0.59 0.70 0.58 0.70 -0.14 2.01 0.50 0.86 0.04 0.00
3 0.80 0.66 0.81 0.66 0.78 -0.24 1.88 0.60 1.04 0.05 0.00
4 0.87 0.75 0.94 0.72 0.80 -0.30 1.48 0.67 1.22 0.06 0.00

2004 1 0.92 0.82 1.06 0.80 0.89 -0.36 1.56 0.75 1.41 0.07 0.00
2 1.03 0.86 1.17 0.88 0.99 -0.46 1.86 0.83 1.64 0.08 0.00
3 1.10 0.90 1.27 0.95 1.04 -0.56 1.73 0.98 1.84 0.10 0.00
4 1.13 0.98 1.40 1.01 1.10 -0.58 1.69 1.02 2.04 0.12 0.00

AGGREGATE
2002 0.45 0.27 0.29 0.37 0.66 -0.02 3.64 0.22 0.36 0.01 0.00
2003 0.77 0.63 0.76 0.62 0.73 -0.18 1.92 0.56 0.96 0.04 0.00
2004 1.04 0.89 1.22 0.91 1.01 -0.49 1.71 0.90 1.73 0.09 0.00

HK KFPSTA
2002 1 0.05 3.91

2 0.30 4.85
3 0.73 3.67
4 1.28 2.91

2003 1 1.72 1.73
2 1.97 2.39
3 2.03 3.02
4 2.08 3.04

2004 1 2.38 3.16
2 2.69 3.72
3 3.03 3.18
4 3.30 2.89

AGGREGATE
2002 0.59 3.84
2003 1.95 2.54
2004 2.85 3.24
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(８) 消費税率を１％増税
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 -0.03 -0.05 0.06 -0.00 -7.96 0.00 0.00 0.00 0.05 -0.11 
2 -0.14 -0.20 0.14 -0.00 -248.23 0.00 0.00 0.00 -0.11 -0.44 
3 -0.21 -0.32 0.19 -0.09 -389.85 0.00 0.00 0.01 -0.25 -0.31 
4 -0.27 -0.44 0.27 -0.18 -444.26 0.00 0.00 0.02 -0.35 -0.23 

2003 1 -0.26 -0.47 0.42 -0.27 -419.35 0.00 0.00 0.02 -0.37 0.02
2 -0.26 -0.49 0.41 -0.37 -338.08 0.00 0.00 0.03 -0.39 0.01
3 -0.25 -0.50 0.44 -0.46 -248.84 0.00 0.00 0.03 -0.39 0.05
4 -0.24 -0.50 0.45 -0.56 -166.64 0.00 0.00 0.03 -0.38 0.05

2004 1 -0.22 -0.48 0.50 -0.65 -103.94 0.00 0.00 0.04 -0.36 0.08
2 -0.21 -0.48 0.50 -0.75 -55.58 0.00 0.00 0.04 -0.36 0.02
3 -0.20 -0.47 0.57 -0.86 -37.85 0.00 -0.00 0.04 -0.36 0.05
4 -0.20 -0.47 0.59 -0.97 -31.70 0.00 -0.00 0.05 -0.36 0.01

AGGREGATE
2002 -0.16 -0.25 0.16 -0.07 -272.58 0.00 0.00 0.01 -0.17 -0.16 
2003 -0.25 -0.49 0.43 -0.41 -293.23 0.00 0.00 0.03 -0.38 -0.09 
2004 -0.21 -0.47 0.54 -0.81 -57.27 0.00 -0.00 0.04 -0.36 0.05

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.49 0.65 -0.00 0.80 0.80 0.80 0.62 -0.00 0.80

2 0.49 0.65 -0.00 0.79 0.80 0.79 0.66 -0.01 0.80
3 0.47 0.63 -0.01 0.78 0.79 0.78 0.62 -0.01 0.83
4 0.44 0.61 -0.03 0.76 0.78 0.76 0.59 -0.04 0.82

2003 1 0.41 0.59 -0.04 0.74 0.78 0.74 0.55 -0.07 0.80
2 0.38 0.56 -0.07 0.71 0.77 0.71 0.52 -0.09 0.78
3 0.35 0.53 -0.09 0.68 0.77 0.69 0.48 -0.10 0.78
4 0.33 0.50 -0.11 0.65 0.77 0.66 0.46 -0.11 0.77

2004 1 0.30 0.47 -0.14 0.62 0.76 0.63 0.43 -0.13 0.76
2 0.26 0.44 -0.17 0.59 0.76 0.60 0.39 -0.14 0.75
3 0.23 0.41 -0.19 0.56 0.76 0.57 0.36 -0.15 0.75
4 0.20 0.38 -0.22 0.52 0.75 0.54 0.33 -0.16 0.74

AGGREGATE
2002 0.47 0.64 -0.01 0.78 0.79 0.78 0.62 -0.01 0.81
2003 0.37 0.55 -0.08 0.69 0.77 0.70 0.50 -0.09 0.78
2004 0.25 0.43 -0.18 0.57 0.76 0.58 0.38 -0.14 0.75

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.46 0.60 0.06 0.80 -31.12 0.80 0.62 -0.00 0.84

2 0.35 0.44 0.14 0.79 -251.04 0.79 0.66 -0.00 0.68
3 0.25 0.31 0.17 0.69 -372.46 0.78 0.62 0.01 0.58
4 0.17 0.17 0.25 0.58 -420.25 0.76 0.59 -0.02 0.47

2003 1 0.14 0.12 0.38 0.46 -403.33 0.74 0.55 -0.05 0.43
2 0.12 0.07 0.34 0.34 -320.94 0.71 0.52 -0.06 0.39
3 0.10 0.03 0.35 0.22 -227.89 0.69 0.48 -0.07 0.38
4 0.09 0.01 0.33 0.09 -161.12 0.66 0.46 -0.08 0.38

2004 1 0.08 -0.01 0.36 -0.04 -97.04 0.63 0.43 -0.09 0.39
2 0.05 -0.04 0.33 -0.17 -64.53 0.60 0.39 -0.10 0.39
3 0.03 -0.06 0.38 -0.31 -42.20 0.57 0.36 -0.11 0.39
4 0.00 -0.09 0.37 -0.45 -36.73 0.54 0.33 -0.12 0.38

AGGREGATE
2002 0.31 0.38 0.15 0.71 -268.72 0.78 0.62 -0.00 0.64
2003 0.11 0.06 0.35 0.28 -278.32 0.70 0.50 -0.06 0.40
2004 0.04 -0.05 0.36 -0.24 -60.12 0.58 0.38 -0.10 0.39
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(８) 消費税率を１％増税　　（続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.02 -0.01 0.02 -0.07 0.01 -0.14 2.81 0.01 -0.06 18.72
2 -0.02 -0.26 -0.04 -0.15 -0.02 -1.61 3.00 -0.02 -0.63 18.61
3 -0.09 -0.41 -0.13 -0.45 -0.12 -2.23 2.80 -0.13 -1.45 18.49
4 -0.17 -0.53 -0.21 -0.95 -0.15 -2.81 2.54 -0.25 -2.35 18.37

2003 1 -0.22 -0.53 -0.26 -1.29 -0.18 -2.01 2.40 -0.38 -3.00 18.32
2 -0.23 -0.56 -0.30 -1.18 -0.24 -2.02 2.46 -0.44 -3.21 18.26
3 -0.24 -0.59 -0.30 -1.34 -0.26 -1.98 2.33 -0.49 -3.27 18.22
4 -0.24 -0.58 -0.30 -1.38 -0.30 -1.82 2.32 -0.52 -3.05 18.18

2004 1 -0.28 -0.62 -0.35 -1.11 -0.34 -2.07 2.48 -0.57 -3.08 18.15
2 -0.29 -0.64 -0.37 -1.10 -0.38 -2.11 2.19 -0.63 -3.25 18.12
3 -0.32 -0.66 -0.39 -1.11 -0.41 -2.01 2.19 -0.68 -3.23 18.08
4 -0.33 -0.69 -0.41 -1.09 -0.48 -2.05 2.15 -0.73 -3.31 18.04

AGGREGATE
2002 -0.07 -0.30 -0.09 -0.40 -0.07 -1.70 2.79 -0.10 -1.12 18.55
2003 -0.23 -0.56 -0.29 -1.30 -0.25 -1.96 2.38 -0.46 -3.13 18.24
2004 -0.31 -0.65 -0.38 -1.10 -0.40 -2.06 2.25 -0.65 -3.22 18.10

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.80 0.04 -0.00 -0.00 -0.01 0.00 -0.06 -0.00 -0.03 

2 0.79 -0.01 -0.02 -0.00 -0.03 0.01 -0.34 -0.00 -0.13 
3 0.76 -0.09 -0.03 -0.01 -0.04 0.02 -0.56 -0.00 -0.21 
4 0.73 -0.16 -0.04 -0.02 -0.04 0.02 -0.70 -0.00 -0.26 

2003 1 0.71 -0.22 -0.05 -0.02 -0.03 0.03 -0.70 -0.01 -0.25 
2 0.70 -0.26 -0.06 -0.03 -0.02 0.03 -0.73 -0.01 -0.25 
3 0.68 -0.27 -0.06 -0.03 -0.00 0.02 -0.74 -0.00 -0.24 
4 0.67 -0.29 -0.05 -0.03 0.01 0.02 -0.76 0.00 -0.24 

2004 1 0.65 -0.36 -0.04 -0.02 0.01 0.02 -0.76 0.01 -0.23 
2 0.64 -0.38 -0.04 -0.02 0.01 0.01 -0.80 0.01 -0.23 
3 0.63 -0.41 -0.03 -0.02 0.01 0.01 -0.78 0.02 -0.22 
4 0.61 -0.43 -0.02 -0.02 0.00 0.00 -0.78 0.03 -0.22 

AGGREGATE
2002 0.77 -0.05 -0.02 -0.01 -0.03 0.01 -0.41 -0.00 -0.16 
2003 0.69 -0.26 -0.05 -0.03 -0.01 0.02 -0.74 -0.00 -0.25 
2004 0.63 -0.40 -0.03 -0.02 0.01 0.01 -0.78 0.02 -0.23 

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 -0.00 -0.00 1.95 -0.01 -0.00 -0.04 0.06 1441.84 0.35 -0.79 -0.10 
2 -0.01 -0.01 0.00 -0.02 -0.01 -0.07 0.08 1444.09 0.34 -0.70 -0.08 
3 -0.00 -0.00 -0.08 -0.03 -0.00 -0.11 0.09 1353.36 0.30 -0.62 -0.07 
4 -0.00 -0.00 -0.12 -0.05 -0.01 -0.16 0.12 1188.63 0.26 -0.55 -0.06 

2003 1 -0.01 -0.01 -0.12 -0.08 -0.01 -0.22 0.14 1092.92 0.24 -0.57 -0.06 
2 -0.00 -0.00 -0.10 -0.08 -0.01 -0.21 0.17 1097.52 0.24 -0.59 -0.05 
3 -0.00 -0.01 -0.12 -0.09 -0.02 -0.19 0.19 1079.22 0.23 -0.61 -0.06 
4 -0.00 -0.01 -0.11 -0.09 -0.02 -0.20 0.17 1108.49 0.23 -0.64 -0.06 

2004 1 -0.00 -0.01 -0.12 -0.09 -0.03 -0.19 0.19 1267.20 0.26 -0.69 -0.06 
2 -0.00 -0.01 -0.13 -0.10 -0.04 -0.19 0.20 1203.87 0.25 -0.71 -0.06 
3 -0.00 -0.01 -0.13 -0.11 -0.04 -0.21 0.18 1258.12 0.26 -0.73 -0.07 
4 -0.00 -0.01 -0.12 -0.11 -0.04 -0.20 0.19 1244.95 0.25 -0.75 -0.07 

AGGREGATE
2002 -0.01 -0.00 0.44 -0.03 -0.01 -0.10 0.09 1356.98 0.31 -0.66 -0.07 
2003 -0.00 -0.01 -0.11 -0.08 -0.02 -0.21 0.17 1094.54 0.24 -0.60 -0.06 
2004 -0.00 -0.01 -0.12 -0.10 -0.04 -0.19 0.19 1243.53 0.26 -0.72 -0.06 
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(８) 消費税率を１％増税　　（続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.18 -0.05 0.12 0.09 -0.00 0.00 0.45 0.00 0.00 -0.00 0.00
2 0.28 -0.09 0.09 0.13 -0.01 0.01 0.24 0.19 0.01 -0.00 0.00
3 0.25 -0.12 0.07 0.10 -0.02 0.08 0.05 0.16 0.01 -0.00 0.00
4 0.18 -0.16 0.03 0.06 -0.04 0.06 -0.11 0.14 0.02 -0.00 0.00

2003 1 0.13 -0.20 -0.00 0.03 -0.07 0.02 -0.20 0.11 0.04 -0.01 0.00
2 0.11 -0.24 -0.04 0.00 -0.09 -0.01 -0.17 0.10 0.05 -0.02 0.00
3 0.09 -0.27 -0.07 -0.02 -0.12 -0.01 -0.09 0.09 0.06 -0.02 0.00
4 0.07 -0.30 -0.10 -0.04 -0.15 -0.01 -0.02 0.09 0.08 -0.03 0.00

2004 1 0.06 -0.33 -0.13 -0.06 -0.18 -0.02 -0.00 0.08 0.09 -0.05 0.00
2 0.04 -0.37 -0.16 -0.09 -0.21 -0.03 0.01 0.08 0.11 -0.06 -0.00 
3 0.03 -0.40 -0.19 -0.12 -0.24 -0.04 -0.01 0.07 0.13 -0.08 -0.00 
4 0.00 -0.43 -0.22 -0.14 -0.27 -0.04 -0.04 0.06 0.14 -0.09 -0.00 

AGGREGATE
2002 0.22 -0.11 0.08 0.10 -0.02 0.04 0.16 0.12 0.01 -0.00 0.00
2003 0.10 -0.25 -0.05 -0.01 -0.11 -0.00 -0.12 0.10 0.06 -0.02 0.00
2004 0.03 -0.38 -0.17 -0.10 -0.23 -0.03 -0.01 0.07 0.12 -0.07 -0.00 

HK KFPSTA
2002 1 -0.63 0.06

2 -0.62 0.07
3 -0.67 0.08
4 -0.80 0.13

2003 1 -0.97 0.31
2 -1.12 0.24
3 -1.21 0.26
4 -1.22 0.28

2004 1 -1.28 0.28
2 -1.30 0.21
3 -1.36 0.29
4 -1.42 0.30

AGGREGATE
2002 -0.68 0.08
2003 -1.13 0.27
2004 -1.34 0.27
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(９) 短期金利を１％引き上げ
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 -0.36 0.06 -3.09 -0.00 -93.40 0.00 -0.00 -0.03 -0.45 -1.45 
2 -0.40 0.16 -3.34 -0.21 -430.05 0.00 -0.00 -0.08 -0.50 -0.17 
3 -0.40 0.27 -3.44 -0.38 -519.50 0.00 -0.00 -0.19 -0.43 0.03
4 -0.38 0.35 -3.51 -0.70 -426.64 0.00 -0.00 -0.30 -0.36 0.07

2003 1 -0.40 0.33 -3.51 -0.88 -285.71 0.00 -0.00 -0.41 -0.32 -0.06 
2 -0.48 0.31 -4.00 -1.06 -208.55 0.00 -0.00 -0.52 -0.41 -0.35 
3 -0.53 0.31 -4.18 -1.33 -210.31 0.00 -0.00 -0.62 -0.37 -0.20 
4 -0.60 0.28 -4.13 -1.63 -217.86 0.00 -0.00 -0.73 -0.39 -0.27 

2004 1 -0.67 0.26 -4.55 -1.96 -250.98 0.00 -0.00 -0.83 -0.45 -0.28 
2 -0.80 0.23 -4.99 -2.35 -275.90 0.00 -0.00 -0.94 -0.58 -0.51 
3 -0.84 0.19 -4.92 -2.78 -331.85 0.00 -0.00 -1.04 -0.62 -0.20 
4 -0.92 0.16 -5.11 -3.25 -331.95 0.00 -0.00 -1.13 -0.71 -0.29 

AGGREGATE
2002 -0.39 0.21 -3.34 -0.32 -367.40 0.00 -0.00 -0.15 -0.44 -0.39 
2003 -0.50 0.31 -3.95 -1.23 -230.61 0.00 -0.00 -0.57 -0.37 -0.12 
2004 -0.81 0.21 -4.89 -2.58 -297.67 0.00 -0.00 -0.98 -0.59 -0.30 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 -0.01 -0.02 -0.01 -0.02 -0.01 -0.01 -0.00 -0.11 -0.12 

2 -0.05 -0.05 -0.03 -0.07 -0.05 -0.05 -0.05 -0.41 -0.39 
3 -0.07 -0.10 -0.06 -0.10 -0.08 -0.07 0.02 -0.75 -0.77 
4 -0.11 -0.14 -0.09 -0.13 -0.10 -0.11 -0.07 -0.99 -1.07 

2003 1 -0.15 -0.17 -0.12 -0.17 -0.12 -0.15 -0.14 -1.18 -1.31 
2 -0.19 -0.21 -0.14 -0.20 -0.14 -0.19 -0.23 -1.35 -1.53 
3 -0.24 -0.25 -0.17 -0.24 -0.16 -0.22 -0.29 -1.52 -1.69 
4 -0.28 -0.30 -0.21 -0.28 -0.17 -0.26 -0.36 -1.69 -1.84 

2004 1 -0.33 -0.34 -0.24 -0.32 -0.20 -0.30 -0.42 -1.87 -2.04 
2 -0.38 -0.39 -0.27 -0.37 -0.22 -0.35 -0.50 -2.04 -2.26 
3 -0.43 -0.44 -0.31 -0.42 -0.24 -0.40 -0.57 -2.23 -2.47 
4 -0.48 -0.50 -0.35 -0.48 -0.27 -0.45 -0.64 -2.39 -2.66 

AGGREGATE
2002 -0.06 -0.08 -0.05 -0.08 -0.06 -0.06 -0.03 -0.56 -0.59 
2003 -0.21 -0.23 -0.16 -0.22 -0.15 -0.20 -0.26 -1.44 -1.59 
2004 -0.40 -0.42 -0.30 -0.40 -0.23 -0.37 -0.53 -2.13 -2.36 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 -0.37 0.04 -3.10 -0.02 -88.01 -0.01 -0.00 -0.14 -0.57 

2 -0.46 0.11 -3.36 -0.29 -402.24 -0.05 -0.05 -0.50 -0.89 
3 -0.46 0.17 -3.50 -0.48 -485.69 -0.07 0.02 -0.94 -1.20 
4 -0.49 0.22 -3.59 -0.83 -400.65 -0.11 -0.07 -1.29 -1.43 

2003 1 -0.54 0.15 -3.62 -1.05 -269.88 -0.15 -0.14 -1.58 -1.63 
2 -0.67 0.10 -4.14 -1.27 -198.73 -0.19 -0.23 -1.86 -1.93 
3 -0.77 0.06 -4.35 -1.57 -201.82 -0.22 -0.29 -2.14 -2.05 
4 -0.88 -0.01 -4.32 -1.91 -205.01 -0.26 -0.36 -2.41 -2.22 

2004 1 -0.99 -0.08 -4.78 -2.27 -234.92 -0.30 -0.42 -2.68 -2.48 
2 -1.17 -0.16 -5.25 -2.71 -252.28 -0.35 -0.50 -2.96 -2.82 
3 -1.27 -0.25 -5.22 -3.19 -304.34 -0.40 -0.57 -3.24 -3.08 
4 -1.39 -0.34 -5.44 -3.71 -304.06 -0.45 -0.64 -3.49 -3.36 

AGGREGATE
2002 -0.45 0.13 -3.39 -0.40 -344.15 -0.06 -0.03 -0.71 -1.02 
2003 -0.71 0.07 -4.11 -1.45 -218.86 -0.20 -0.26 -2.00 -1.96 
2004 -1.20 -0.21 -5.17 -2.97 -273.90 -0.37 -0.53 -3.09 -2.93 
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(９) 短期金利を１％引き上げ  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.75 -0.49 -0.13 19.46 -3.02 -9.51 -0.23 0.69 -2.92 0.03
2 0.64 -0.57 0.58 19.20 0.34 -8.03 -0.49 1.10 -5.54 0.04
3 0.46 -0.58 0.00 18.24 1.98 -7.57 -1.02 0.73 -7.62 0.09
4 0.55 -0.62 -0.20 24.42 2.80 -9.98 -1.33 1.00 -9.88 0.08

2003 1 0.40 -0.64 -0.39 23.82 3.70 -7.68 -1.28 0.99 -9.52 0.02
2 0.37 -0.81 -0.53 23.53 4.00 -8.22 -1.32 0.87 -9.56 -0.04 
3 0.30 -0.94 -0.67 23.34 4.65 -7.84 -1.44 0.85 -9.72 -0.10 
4 0.23 -1.04 -0.81 24.30 4.70 -7.33 -1.49 0.74 -9.12 -0.17 

2004 1 0.08 -1.22 -1.01 21.77 4.89 -8.46 -1.68 0.61 -9.35 -0.24 
2 -0.01 -1.42 -1.17 21.53 5.50 -9.25 -1.91 0.45 -9.88 -0.33 
3 -0.11 -1.52 -1.31 21.63 5.99 -8.56 -2.05 0.28 -10.16 -0.43 
4 -0.18 -1.65 -1.42 21.00 7.62 -8.45 -2.23 0.12 -10.59 -0.53 

AGGREGATE
2002 0.60 -0.56 0.06 20.33 0.53 -8.77 -0.77 0.88 -6.49 0.06
2003 0.32 -0.86 -0.60 23.75 4.26 -7.77 -1.38 0.86 -9.48 -0.08 
2004 -0.05 -1.45 -1.23 21.48 6.00 -8.68 -1.97 0.36 -10.00 -0.38 

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 -0.02 -0.03 -0.04 -0.01 -0.07 0.03 -0.75 -0.04 -0.31 

2 -0.13 0.78 -0.05 -0.02 -0.04 0.03 -0.87 -0.07 -0.32 
3 -0.18 0.04 -0.01 0.03 -0.04 0.04 -0.84 -0.07 -0.32 
4 -0.22 -0.22 0.01 0.05 -0.02 0.04 -0.77 -0.10 -0.28 

2003 1 -0.26 -0.44 -0.04 -0.01 0.00 0.03 -0.67 -0.16 -0.23 
2 -0.29 -0.55 -0.06 -0.03 0.00 0.03 -0.78 -0.22 -0.26 
3 -0.33 -0.72 -0.07 -0.05 0.02 0.02 -0.84 -0.26 -0.27 
4 -0.38 -0.85 -0.07 -0.05 0.01 0.02 -0.96 -0.31 -0.29 

2004 1 -0.44 -1.07 -0.08 -0.07 0.01 0.01 -1.01 -0.35 -0.32 
2 -0.49 -1.21 -0.10 -0.08 -0.01 0.01 -1.25 -0.41 -0.39 
3 -0.56 -1.35 -0.11 -0.10 -0.01 0.01 -1.25 -0.46 -0.38 
4 -0.62 -1.44 -0.11 -0.11 -0.02 0.01 -1.31 -0.51 -0.41 

AGGREGATE
2002 -0.14 0.14 -0.02 0.01 -0.05 0.03 -0.81 -0.07 -0.31 
2003 -0.31 -0.64 -0.06 -0.04 0.01 0.02 -0.81 -0.24 -0.26 
2004 -0.53 -1.27 -0.10 -0.09 -0.01 0.01 -1.21 -0.43 -0.37 

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 1.00 0.56 -0.03 0.61 0.74 0.23 0.19 -56.92 -0.05 0.58 0.06
2 1.00 0.47 -0.18 0.54 0.69 0.03 0.36 -734.19 -0.21 0.77 0.05
3 1.00 0.45 -0.06 0.47 0.63 -0.03 0.31 -947.59 -0.25 0.83 0.01
4 1.00 0.45 -0.17 0.38 0.63 -0.33 0.52 -1125.06 -0.29 0.94 -0.01 

2003 1 1.00 0.45 -0.14 0.28 0.60 -0.41 0.49 -967.42 -0.26 1.09 -0.03 
2 1.00 0.46 -0.17 0.32 0.64 -0.31 0.61 -1023.33 -0.29 1.36 -0.05 
3 1.00 0.47 -0.19 0.28 0.63 -0.31 0.70 -1069.71 -0.31 1.58 -0.09 
4 1.00 0.49 -0.19 0.26 0.62 -0.31 0.62 -1116.89 -0.33 1.84 -0.12 

2004 1 1.00 0.51 -0.17 0.27 0.63 -0.25 0.73 -1073.33 -0.35 2.11 -0.14 
2 1.00 0.53 -0.19 0.32 0.68 -0.21 0.77 -1348.65 -0.41 2.52 -0.15 
3 1.00 0.55 -0.21 0.26 0.65 -0.30 0.71 -1393.06 -0.42 2.81 -0.17 
4 1.00 0.57 -0.19 0.25 0.64 -0.28 0.78 -1569.30 -0.46 3.16 -0.19 

AGGREGATE
2002 1.00 0.48 -0.11 0.50 0.67 -0.02 0.34 -715.94 -0.20 0.78 0.03
2003 1.00 0.47 -0.17 0.29 0.62 -0.33 0.61 -1044.34 -0.30 1.47 -0.07 
2004 1.00 0.54 -0.19 0.28 0.65 -0.26 0.74 -1346.09 -0.41 2.65 -0.16 
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(９) 短期金利を１％引き上げ  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 -0.43 -0.05 -0.06 -0.07 -0.15 -0.27 -1.01 0.00 -0.11 -0.00 -0.00 
2 -0.78 -0.13 -0.16 -0.17 -0.29 -0.87 -1.50 -0.09 -0.22 -0.00 -0.00 
3 -1.04 -0.24 -0.27 -0.29 -0.53 -1.71 -3.22 -0.11 -0.33 -0.01 -0.00 
4 -1.24 -0.33 -0.37 -0.34 -0.53 -2.32 -2.98 -0.16 -0.44 -0.02 -0.00 

2003 1 -1.44 -0.38 -0.44 -0.36 -0.48 -2.78 -2.30 -0.20 -0.55 -0.04 -0.00 
2 -1.66 -0.43 -0.53 -0.40 -0.53 -3.19 -2.07 -0.24 -0.67 -0.06 -0.00 
3 -1.88 -0.48 -0.61 -0.46 -0.58 -3.59 -1.87 -0.31 -0.80 -0.08 -0.00 
4 -2.09 -0.50 -0.67 -0.48 -0.59 -3.98 -1.61 -0.36 -0.93 -0.11 -0.00 

2004 1 -2.29 -0.53 -0.74 -0.54 -0.66 -4.35 -1.65 -0.42 -1.06 -0.15 -0.00 
2 -2.50 -0.60 -0.84 -0.62 -0.74 -4.75 -1.75 -0.49 -1.21 -0.19 -0.00 
3 -2.70 -0.65 -0.93 -0.69 -0.81 -5.11 -1.83 -0.58 -1.35 -0.24 -0.00 
4 -2.88 -0.65 -0.99 -0.73 -0.87 -5.45 -1.96 -0.65 -1.50 -0.30 -0.00 

AGGREGATE
2002 -0.88 -0.19 -0.21 -0.22 -0.37 -1.29 -2.18 -0.09 -0.27 -0.01 -0.00 
2003 -1.76 -0.45 -0.56 -0.43 -0.54 -3.39 -1.96 -0.28 -0.74 -0.07 -0.00 
2004 -2.59 -0.61 -0.88 -0.65 -0.77 -4.92 -1.80 -0.54 -1.28 -0.22 -0.00 

HK KFPSTA
2002 1 -0.49 -3.40 

2 -0.99 -2.78 
3 -1.65 -2.54 
4 -2.42 -2.06 

2003 1 -3.09 -1.78 
2 -3.70 -1.83 
3 -4.24 -1.68 
4 -4.71 -1.68 

2004 1 -5.42 -1.73 
2 -6.05 -1.85 
3 -6.68 -1.84 
4 -7.31 -1.99 

AGGREGATE
2002 -1.39 -2.70 
2003 -3.94 -1.74 
2004 -6.36 -1.85 
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(10) 貨幣供給量(M2＋CD)を１％相当額だけ縮小
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 -0.21 0.04 -1.79 -0.00 -54.11 0.00 0.00 -0.02 -0.26 -0.84 
2 -0.27 0.10 -2.29 -0.12 -260.05 0.00 0.00 -0.05 -0.34 -0.26 
3 -0.32 0.18 -2.78 -0.24 -363.84 0.00 0.00 -0.12 -0.37 -0.20 
4 -0.37 0.26 -3.24 -0.47 -379.09 0.00 0.00 -0.21 -0.38 -0.17 

2003 1 -0.20 0.26 -1.75 -0.66 -286.35 0.00 0.00 -0.29 -0.12 0.68
2 -0.21 0.22 -1.87 -0.76 -48.61 0.00 0.00 -0.37 -0.12 -0.06 
3 -0.22 0.14 -1.65 -0.89 59.11 0.00 0.00 -0.41 -0.07 -0.02 
4 -0.26 0.05 -1.47 -0.95 78.54 0.00 0.00 -0.43 -0.10 -0.17 

2004 1 -0.29 0.01 -1.51 -1.09 33.37 0.00 0.00 -0.44 -0.15 -0.13 
2 -0.34 -0.04 -1.51 -1.27 -21.22 0.00 0.00 -0.45 -0.23 -0.19 
3 -0.37 -0.08 -1.49 -1.45 -84.28 0.00 0.00 -0.45 -0.30 -0.13 
4 -0.39 -0.10 -1.53 -1.65 -120.58 0.00 0.00 -0.45 -0.37 -0.09 

AGGREGATE
2002 -0.29 0.15 -2.52 -0.21 -264.27 0.00 0.00 -0.10 -0.34 -0.29 
2003 -0.22 0.17 -1.69 -0.82 -49.33 0.00 0.00 -0.37 -0.10 0.07
2004 -0.35 -0.06 -1.51 -1.36 -48.18 0.00 0.00 -0.45 -0.26 -0.13 

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 -0.00 -0.01 -0.00 -0.01 -0.01 -0.01 -0.00 -0.06 -0.07 

2 -0.03 -0.03 -0.02 -0.04 -0.03 -0.03 -0.03 -0.25 -0.24 
3 -0.05 -0.06 -0.04 -0.07 -0.05 -0.05 0.01 -0.49 -0.51 
4 -0.08 -0.10 -0.06 -0.10 -0.07 -0.08 -0.05 -0.73 -0.78 

2003 1 -0.11 -0.13 -0.08 -0.13 -0.09 -0.11 -0.09 -0.90 -0.99 
2 -0.12 -0.14 -0.10 -0.13 -0.09 -0.12 -0.13 -0.93 -1.08 
3 -0.15 -0.16 -0.11 -0.15 -0.09 -0.14 -0.23 -0.90 -1.02 
4 -0.17 -0.17 -0.12 -0.16 -0.09 -0.15 -0.26 -0.87 -0.95 

2004 1 -0.18 -0.18 -0.13 -0.17 -0.09 -0.17 -0.29 -0.84 -0.92 
2 -0.20 -0.20 -0.14 -0.18 -0.09 -0.18 -0.31 -0.83 -0.91 
3 -0.21 -0.21 -0.16 -0.20 -0.10 -0.20 -0.32 -0.82 -0.89 
4 -0.23 -0.23 -0.17 -0.22 -0.10 -0.21 -0.33 -0.82 -0.88 

AGGREGATE
2002 -0.04 -0.05 -0.03 -0.06 -0.04 -0.04 -0.02 -0.38 -0.40 
2003 -0.14 -0.15 -0.11 -0.14 -0.09 -0.13 -0.18 -0.90 -1.01 
2004 -0.20 -0.20 -0.15 -0.19 -0.09 -0.19 -0.31 -0.83 -0.90 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 -0.21 0.02 -1.79 -0.01 -50.99 -0.01 -0.00 -0.08 -0.33 

2 -0.31 0.07 -2.30 -0.17 -243.28 -0.03 -0.03 -0.30 -0.58 
3 -0.37 0.12 -2.82 -0.31 -340.27 -0.05 0.01 -0.62 -0.87 
4 -0.44 0.16 -3.30 -0.57 -356.07 -0.08 -0.05 -0.94 -1.16 

2003 1 -0.30 0.13 -1.84 -0.79 -270.66 -0.11 -0.09 -1.19 -1.11 
2 -0.33 0.07 -1.97 -0.89 -46.59 -0.12 -0.13 -1.29 -1.19 
3 -0.37 -0.02 -1.76 -1.04 54.92 -0.14 -0.23 -1.30 -1.09 
4 -0.43 -0.12 -1.60 -1.11 74.45 -0.15 -0.26 -1.29 -1.05 

2004 1 -0.48 -0.18 -1.65 -1.25 31.11 -0.17 -0.29 -1.28 -1.07 
2 -0.54 -0.24 -1.66 -1.45 -18.18 -0.18 -0.31 -1.28 -1.13 
3 -0.58 -0.30 -1.64 -1.65 -77.09 -0.20 -0.32 -1.28 -1.19 
4 -0.62 -0.33 -1.70 -1.86 -110.61 -0.21 -0.33 -1.27 -1.25 

AGGREGATE
2002 -0.33 0.09 -2.55 -0.27 -247.65 -0.04 -0.02 -0.48 -0.74 
2003 -0.36 0.01 -1.79 -0.96 -46.97 -0.13 -0.18 -1.27 -1.11 
2004 -0.55 -0.26 -1.66 -1.55 -43.69 -0.19 -0.31 -1.28 -1.16 
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(10) 貨幣供給量(M2＋CD)を１％相当額だけ縮小  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.43 -0.28 -0.07 11.23 -1.74 -5.50 -0.13 0.40 -1.69 0.01
2 0.45 -0.39 0.33 13.22 -0.12 -5.63 -0.30 0.71 -3.51 0.03
3 0.44 -0.47 0.04 15.40 0.74 -6.68 -0.68 0.64 -5.39 0.06
4 0.56 -0.57 -0.05 21.87 1.49 -9.61 -0.99 0.91 -7.66 0.07

2003 1 0.07 -0.34 -0.10 11.24 4.39 -2.72 -1.01 0.58 -7.01 0.03
2 0.00 -0.39 -0.66 9.97 3.54 -2.82 -0.94 0.22 -6.08 -0.02 
3 -0.06 -0.44 -0.61 8.11 3.39 -2.40 -0.78 0.27 -4.85 -0.11 
4 -0.26 -0.50 -0.70 3.25 2.83 -1.26 -0.65 -0.08 -2.92 -0.18 

2004 1 -0.29 -0.57 -0.75 2.74 2.11 -1.67 -0.68 -0.24 -2.59 -0.23 
2 -0.35 -0.64 -0.72 2.01 1.83 -1.64 -0.72 -0.34 -2.38 -0.29 
3 -0.40 -0.69 -0.74 1.42 1.59 -1.52 -0.76 -0.51 -2.20 -0.33 
4 -0.42 -0.74 -0.74 1.33 1.72 -1.62 -0.84 -0.60 -2.35 -0.37 

AGGREGATE
2002 0.47 -0.43 0.06 15.43 0.09 -6.85 -0.53 0.67 -4.56 0.04
2003 -0.06 -0.42 -0.52 8.14 3.54 -2.30 -0.85 0.25 -5.22 -0.07 
2004 -0.37 -0.66 -0.74 1.88 1.81 -1.61 -0.75 -0.42 -2.38 -0.31 

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 -0.01 -0.02 -0.02 -0.01 -0.04 0.02 -0.43 -0.02 -0.18 

2 -0.07 0.46 -0.03 -0.01 -0.03 0.02 -0.59 -0.05 -0.22 
3 -0.12 0.10 -0.02 0.02 -0.04 0.03 -0.69 -0.06 -0.26 
4 -0.17 -0.02 -0.01 0.03 -0.03 0.03 -0.76 -0.08 -0.28 

2003 1 -0.21 -0.14 -0.01 0.01 0.02 0.02 -0.30 -0.10 -0.09 
2 -0.18 -0.77 -0.01 -0.00 0.02 0.01 -0.27 -0.13 -0.08 
3 -0.19 -0.70 -0.04 -0.04 0.04 0.00 -0.23 -0.17 -0.05 
4 -0.19 -0.76 -0.06 -0.07 0.03 -0.00 -0.28 -0.20 -0.06 

2004 1 -0.21 -0.80 -0.06 -0.07 0.02 -0.01 -0.33 -0.21 -0.08 
2 -0.22 -0.75 -0.06 -0.07 0.01 -0.01 -0.43 -0.22 -0.12 
3 -0.24 -0.75 -0.06 -0.07 -0.01 -0.01 -0.47 -0.23 -0.14 
4 -0.26 -0.73 -0.06 -0.07 -0.02 -0.01 -0.51 -0.24 -0.16 

AGGREGATE
2002 -0.09 0.13 -0.02 0.01 -0.04 0.03 -0.62 -0.05 -0.24 
2003 -0.19 -0.59 -0.03 -0.02 0.03 0.01 -0.27 -0.15 -0.07 
2004 -0.23 -0.76 -0.06 -0.07 0.00 -0.01 -0.44 -0.22 -0.12 

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.58 0.32 -0.02 0.36 0.43 0.13 0.11 -33.22 -0.03 0.34 0.03
2 0.68 0.33 -0.11 0.38 0.48 0.05 0.22 -426.97 -0.13 0.51 0.03
3 0.83 0.39 -0.06 0.41 0.54 0.02 0.23 -629.06 -0.17 0.65 0.02
4 0.96 0.45 -0.13 0.42 0.63 -0.15 0.38 -869.10 -0.23 0.82 0.01

2003 1 0.46 0.15 -0.11 0.03 0.23 -0.40 0.34 -921.52 -0.22 0.65 -0.04 
2 0.35 0.14 -0.06 0.03 0.20 -0.29 0.35 -598.16 -0.16 0.73 -0.06 
3 0.23 0.10 -0.13 -0.04 0.13 -0.31 0.41 -483.93 -0.14 0.82 -0.08 
4 0.11 0.06 -0.06 -0.05 0.06 -0.22 0.24 -375.61 -0.12 0.94 -0.09 

2004 1 0.09 0.08 -0.06 -0.03 0.06 -0.16 0.24 -307.57 -0.13 1.04 -0.09 
2 0.06 0.08 -0.05 -0.02 0.06 -0.13 0.21 -387.96 -0.14 1.18 -0.09 
3 0.06 0.09 -0.06 -0.00 0.06 -0.10 0.15 -405.10 -0.14 1.30 -0.09 
4 0.06 0.10 -0.06 0.01 0.07 -0.08 0.14 -475.83 -0.16 1.42 -0.08 

AGGREGATE
2002 0.76 0.37 -0.08 0.39 0.52 0.01 0.23 -489.59 -0.14 0.58 0.02
2003 0.29 0.11 -0.09 -0.00 0.15 -0.31 0.34 -594.81 -0.16 0.78 -0.07 
2004 0.07 0.09 -0.06 -0.01 0.06 -0.12 0.18 -394.12 -0.14 1.24 -0.09 
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(10) 貨幣供給量(M2＋CD)を１％相当額だけ縮小  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 -0.25 -0.03 -0.04 -0.04 -0.09 -0.16 -0.58 -0.00 -0.06 -0.00 0.00
2 -0.50 -0.08 -0.10 -0.10 -0.18 -0.53 -0.98 -0.05 -0.14 -0.00 0.00
3 -0.75 -0.16 -0.18 -0.19 -0.35 -1.12 -2.16 -0.08 -0.23 -0.01 0.00
4 -1.00 -0.24 -0.27 -0.25 -0.41 -1.69 -2.39 -0.12 -0.33 -0.02 0.00

2003 1 -1.00 -0.29 -0.33 -0.27 -0.38 -2.09 -1.81 -0.16 -0.38 -0.03 0.00
2 -1.00 -0.31 -0.36 -0.28 -0.37 -2.25 -1.49 -0.15 -0.44 -0.04 0.00
3 -1.00 -0.28 -0.36 -0.24 -0.22 -2.16 -0.16 -0.20 -0.48 -0.06 0.00
4 -1.00 -0.24 -0.36 -0.21 -0.16 -2.06 0.25 -0.21 -0.52 -0.07 0.00

2004 1 -1.00 -0.22 -0.36 -0.21 -0.16 -1.97 0.22 -0.24 -0.56 -0.09 0.00
2 -1.00 -0.22 -0.37 -0.22 -0.17 -1.90 0.19 -0.26 -0.59 -0.12 0.00
3 -1.00 -0.21 -0.38 -0.25 -0.22 -1.85 0.01 -0.30 -0.63 -0.14 0.00
4 -1.00 -0.19 -0.39 -0.26 -0.26 -1.81 -0.19 -0.33 -0.66 -0.17 0.00

AGGREGATE
2002 -0.63 -0.13 -0.15 -0.15 -0.26 -0.87 -1.53 -0.06 -0.19 -0.01 0.00
2003 -1.00 -0.28 -0.35 -0.25 -0.28 -2.14 -0.80 -0.18 -0.46 -0.05 0.00
2004 -1.00 -0.21 -0.37 -0.23 -0.20 -1.88 0.06 -0.28 -0.61 -0.13 0.00

HK KFPSTA
2002 1 -0.28 -1.99 

2 -0.63 -1.98 
3 -1.14 -2.25 
4 -1.80 -2.27 

2003 1 -2.18 -0.26 
2 -2.51 -0.28 
3 -2.69 0.05
4 -2.71 0.06

2004 1 -2.83 -0.05 
2 -2.88 -0.17 
3 -2.97 -0.25 
4 -3.10 -0.34 

AGGREGATE
2002 -0.96 -2.12 
2003 -2.52 -0.11 
2004 -2.95 -0.20 
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(11) 円の対ドル10％減価
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.15 -0.01 -0.14 0.00 42.12 0.00 -0.00 0.97 -0.60 0.58
2 0.23 0.06 -0.05 0.13 94.93 0.00 0.00 1.30 -0.33 0.35
3 0.32 0.05 0.12 0.12 194.14 0.00 -0.00 1.57 -0.53 0.36
4 0.39 0.08 0.30 0.17 265.06 0.00 0.00 1.78 -0.40 0.28

2003 1 0.50 0.13 0.32 0.25 316.21 0.00 0.00 1.95 -0.71 0.41
2 0.51 0.16 0.35 0.31 315.69 0.00 -0.00 2.08 -0.37 0.05
3 0.56 0.19 0.40 0.37 312.72 0.00 -0.00 2.19 -0.34 0.21
4 0.59 0.20 0.38 0.43 305.46 0.00 -0.00 2.28 -0.32 0.13

2004 1 0.62 0.21 0.40 0.50 299.90 0.00 -0.00 2.34 -0.22 0.12
2 0.63 0.22 0.34 0.57 257.60 0.00 -0.00 2.39 -0.17 0.03
3 0.63 0.23 0.35 0.64 221.68 0.00 0.00 2.42 -0.13 0.00
4 0.62 0.23 0.34 0.72 179.69 0.00 0.00 2.45 -0.04 -0.05 

AGGREGATE
2002 0.27 0.04 0.06 0.11 149.06 0.00 -0.00 1.40 -0.47 0.27
2003 0.54 0.17 0.36 0.34 312.52 0.00 -0.00 2.13 -0.43 0.27
2004 0.63 0.22 0.36 0.61 239.72 0.00 0.00 2.40 -0.14 0.09

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.12 0.17 0.07 0.18 0.28 0.12 -0.00 3.68 4.30

2 0.15 0.17 0.09 0.17 0.30 0.14 0.20 3.74 4.39
3 0.17 0.21 0.11 0.21 0.32 0.16 0.18 3.80 4.43
4 0.20 0.22 0.12 0.22 0.34 0.18 0.26 3.84 4.53

2003 1 0.21 0.25 0.13 0.25 0.36 0.20 0.27 3.88 4.59
2 0.28 0.30 0.16 0.29 0.37 0.24 0.32 3.92 4.46
3 0.33 0.35 0.20 0.35 0.38 0.29 0.38 3.95 4.44
4 0.39 0.41 0.25 0.40 0.39 0.35 0.44 3.99 4.42

2004 1 0.44 0.47 0.30 0.46 0.41 0.41 0.50 4.04 4.49
2 0.50 0.54 0.36 0.53 0.42 0.47 0.58 4.08 4.56
3 0.56 0.61 0.42 0.60 0.44 0.54 0.65 4.12 4.65
4 0.63 0.69 0.48 0.68 0.46 0.61 0.72 4.15 4.68

AGGREGATE
2002 0.16 0.19 0.09 0.19 0.31 0.15 0.16 3.76 4.41
2003 0.30 0.33 0.19 0.32 0.37 0.27 0.35 3.94 4.48
2004 0.53 0.58 0.39 0.57 0.43 0.51 0.61 4.10 4.59

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.26 0.16 -0.07 0.18 31.59 0.12 -0.00 4.68 3.67

2 0.39 0.23 0.03 0.30 83.08 0.14 0.20 5.09 4.04
3 0.49 0.26 0.23 0.33 180.56 0.16 0.18 5.42 3.88
4 0.59 0.30 0.42 0.39 250.21 0.18 0.26 5.69 4.11

2003 1 0.71 0.38 0.45 0.50 299.26 0.20 0.27 5.91 3.85
2 0.79 0.46 0.51 0.61 302.99 0.24 0.32 6.09 4.07
3 0.89 0.54 0.61 0.72 303.66 0.29 0.38 6.23 4.09
4 0.98 0.61 0.63 0.83 288.62 0.35 0.44 6.36 4.08

2004 1 1.06 0.69 0.70 0.97 282.64 0.41 0.50 6.47 4.26
2 1.13 0.76 0.70 1.11 233.47 0.47 0.58 6.56 4.38
3 1.20 0.84 0.76 1.25 202.17 0.54 0.65 6.64 4.51
4 1.25 0.92 0.82 1.40 162.82 0.61 0.72 6.70 4.64

AGGREGATE
2002 0.43 0.24 0.15 0.30 136.36 0.15 0.16 5.22 3.92
2003 0.84 0.50 0.55 0.66 298.63 0.27 0.35 6.15 4.02
2004 1.16 0.80 0.75 1.18 220.28 0.51 0.61 6.59 4.45
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(11) 円の対ドル10％減価  　(続き）
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.01 0.17 0.01 0.35 -0.09 1.06 0.13 0.02 0.43 0.11
2 0.23 0.43 0.23 1.95 -0.05 1.32 0.37 0.24 1.06 0.21
3 0.25 0.55 0.31 1.29 -0.02 1.98 0.71 0.43 2.57 0.23
4 0.38 0.70 0.46 2.40 0.03 2.27 0.96 0.56 3.58 0.27

2003 1 0.44 0.82 0.52 3.57 0.08 2.23 1.06 0.81 3.45 0.33
2 0.55 0.93 0.64 4.34 0.19 2.12 1.27 0.97 4.26 0.40
3 0.60 1.03 0.70 5.02 0.33 2.18 1.46 1.18 4.65 0.47
4 0.69 1.13 0.78 5.95 0.42 2.16 1.56 1.34 4.54 0.53

2004 1 0.80 1.24 0.88 5.91 0.52 2.31 1.71 1.56 4.75 0.60
2 0.85 1.30 0.93 6.54 0.68 2.22 1.94 1.76 5.33 0.68
3 0.93 1.35 1.00 7.03 0.86 2.01 2.01 1.94 5.27 0.76
4 0.98 1.38 1.04 7.11 1.24 1.88 2.11 2.10 5.32 0.83

AGGREGATE
2002 0.22 0.46 0.25 1.50 -0.03 1.66 0.54 0.31 1.91 0.20
2003 0.57 0.98 0.66 4.72 0.25 2.17 1.34 1.08 4.23 0.43
2004 0.89 1.32 0.96 6.65 0.83 2.10 1.94 1.84 5.17 0.72

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.38 -0.04 0.02 0.01 0.03 -0.01 0.34 0.00 0.14

2 0.46 0.21 0.02 -0.00 0.04 -0.02 0.62 -0.00 0.23
3 0.53 0.28 0.03 -0.00 0.05 -0.03 0.86 -0.00 0.32
4 0.60 0.42 0.06 0.02 0.05 -0.04 1.00 0.02 0.37

2003 1 0.66 0.45 0.08 0.04 0.05 -0.04 1.28 0.03 0.45
2 0.72 0.61 0.09 0.04 0.03 -0.05 1.36 0.04 0.46
3 0.77 0.66 0.10 0.05 0.03 -0.05 1.51 0.05 0.50
4 0.82 0.75 0.11 0.06 0.02 -0.05 1.67 0.06 0.54

2004 1 0.89 0.87 0.10 0.06 0.01 -0.04 1.81 0.06 0.56
2 0.95 0.93 0.10 0.06 0.00 -0.03 1.90 0.07 0.57
3 1.02 1.01 0.09 0.06 -0.01 -0.03 1.90 0.07 0.56
4 1.07 1.07 0.07 0.05 -0.01 -0.02 1.87 0.07 0.55

AGGREGATE
2002 0.49 0.22 0.03 0.01 0.04 -0.02 0.70 0.00 0.26
2003 0.74 0.62 0.10 0.05 0.03 -0.05 1.46 0.04 0.49
2004 0.98 0.97 0.09 0.06 -0.00 -0.03 1.87 0.06 0.56

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.02 0.02 0.47 0.03 0.03 0.02 0.01 125.47 0.06 -0.42 0.02
2 0.04 0.02 0.15 0.05 0.05 0.04 -0.00 65.39 0.06 -0.62 0.14
3 0.06 0.04 0.06 0.07 0.07 0.07 -0.01 380.79 0.13 -0.81 0.16
4 0.09 0.05 0.12 0.09 0.08 0.10 -0.02 526.57 0.18 -1.01 0.20

2003 1 0.12 0.07 0.05 0.12 0.10 0.15 -0.05 672.65 0.22 -1.25 0.24
2 0.14 0.08 0.28 0.15 0.13 0.17 -0.06 731.35 0.24 -1.42 0.25
3 0.17 0.09 0.20 0.16 0.15 0.17 -0.06 856.95 0.28 -1.64 0.27
4 0.19 0.10 0.22 0.18 0.17 0.19 -0.05 893.07 0.29 -1.83 0.30

2004 1 0.20 0.11 0.21 0.19 0.20 0.19 -0.05 812.91 0.30 -2.03 0.30
2 0.22 0.12 0.23 0.23 0.24 0.21 -0.03 1023.03 0.33 -2.23 0.30
3 0.23 0.13 0.26 0.22 0.24 0.21 -0.02 969.03 0.32 -2.43 0.30
4 0.24 0.14 0.28 0.22 0.24 0.20 -0.00 953.90 0.31 -2.62 0.29

AGGREGATE
2002 0.05 0.03 0.20 0.06 0.06 0.06 -0.01 274.56 0.11 -0.71 0.13
2003 0.15 0.08 0.19 0.15 0.14 0.17 -0.05 788.50 0.26 -1.53 0.26
2004 0.22 0.13 0.24 0.22 0.23 0.20 -0.02 939.72 0.32 -2.33 0.30
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(11) 円の対ドル10％減価  　(続き）
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.10 1.98 1.14 0.91 0.69 10.00 0.32 0.00 -0.00 0.00 0.00
2 0.23 1.87 1.09 0.85 0.66 10.00 0.51 -0.05 -0.01 0.00 -0.00 
3 0.34 1.74 1.03 0.88 0.73 10.00 0.58 0.15 -0.00 0.00 0.00
4 0.42 1.74 1.05 0.92 0.78 10.00 0.72 0.20 0.01 0.01 0.00

2003 1 0.49 1.70 1.05 0.95 0.83 10.00 0.88 0.27 0.02 0.01 -0.00 
2 0.55 1.70 1.08 0.99 0.87 10.00 0.91 0.34 0.03 0.02 -0.00 
3 0.61 1.68 1.10 1.02 0.91 10.00 0.92 0.39 0.04 0.02 -0.00 
4 0.66 1.58 1.07 1.00 0.92 10.00 0.99 0.46 0.06 0.03 -0.00 

2004 1 0.70 1.53 1.08 1.02 0.94 10.00 1.03 0.52 0.07 0.04 -0.00 
2 0.73 1.57 1.14 1.07 0.99 10.00 1.01 0.58 0.08 0.05 0.00
3 0.76 1.57 1.18 1.11 1.04 10.00 1.07 0.63 0.09 0.06 0.00
4 0.78 1.48 1.16 1.10 1.04 10.00 1.09 0.69 0.10 0.08 0.00

AGGREGATE
2002 0.27 1.83 1.08 0.89 0.72 10.00 0.53 0.08 -0.00 0.00 -0.00 
2003 0.58 1.67 1.07 0.99 0.88 10.00 0.93 0.37 0.04 0.02 -0.00 
2004 0.74 1.54 1.14 1.08 1.00 10.00 1.05 0.61 0.09 0.06 0.00

HK KFPSTA
2002 1 -0.19 -0.10 

2 0.14 -0.16 
3 0.27 -0.20 
4 0.54 -0.25 

2003 1 0.79 -0.40 
2 0.93 -0.41 
3 1.05 -0.42 
4 1.10 -0.47 

2004 1 1.24 -0.49 
2 1.28 -0.45 
3 1.36 -0.52 
4 1.41 -0.56 

AGGREGATE
2002 0.19 -0.17 
2003 0.97 -0.42 
2004 1.32 -0.51 
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(12) 鉱物性燃料価格の20％上昇
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 -0.02 -0.02 -0.03 -0.00 -5.53 0.00 0.00 -0.02 0.00 -0.08 
2 -0.12 -0.08 0.01 0.03 -111.23 0.00 0.00 -0.03 0.46 -0.39 
3 -0.11 -0.13 -0.01 -0.02 -203.50 0.00 -0.00 -0.03 -0.07 0.00
4 -0.18 -0.18 0.00 -0.04 -240.80 0.00 -0.00 -0.04 0.19 -0.24 

2003 1 -0.12 -0.20 0.02 -0.07 -271.42 0.00 -0.00 -0.04 -0.45 0.20
2 -0.14 -0.21 -0.00 -0.11 -250.43 0.00 -0.00 -0.04 -0.36 -0.05 
3 -0.12 -0.21 0.01 -0.15 -186.73 0.00 -0.00 -0.04 -0.40 0.06
4 -0.10 -0.20 -0.01 -0.20 -116.00 0.00 -0.00 -0.03 -0.45 0.07

2004 1 -0.08 -0.19 0.00 -0.24 -53.83 0.00 -0.00 -0.03 -0.45 0.08
2 -0.09 -0.18 0.01 -0.28 -25.65 0.00 -0.00 -0.03 -0.44 -0.01 
3 -0.09 -0.18 0.03 -0.33 -33.98 0.00 -0.00 -0.03 -0.41 -0.03 
4 -0.11 -0.19 0.03 -0.38 -63.92 0.00 -0.00 -0.03 -0.37 -0.08 

AGGREGATE
2002 -0.11 -0.10 -0.01 -0.01 -140.27 0.00 -0.00 -0.03 0.14 -0.11 
2003 -0.12 -0.21 0.01 -0.13 -206.15 0.00 -0.00 -0.04 -0.42 -0.02 
2004 -0.09 -0.19 0.02 -0.30 -44.35 0.00 -0.00 -0.03 -0.41 0.03

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS PFUEL
2002 1 -0.01 0.23 -0.00 0.24 0.12 0.11 0.00 0.14 1.78

2 -0.02 0.20 -0.00 0.21 0.14 0.11 0.25 0.19 2.10
3 -0.05 0.18 -0.00 0.19 0.14 0.10 0.15 0.20 2.16
4 -0.11 0.15 -0.00 0.16 0.16 0.08 0.15 0.24 2.44

2003 1 -0.16 0.13 -0.01 0.14 0.18 0.06 0.07 0.26 2.64
2 -0.15 0.11 -0.01 0.12 0.17 0.05 0.05 0.27 2.47
3 -0.16 0.09 -0.02 0.10 0.17 0.04 0.03 0.28 2.44
4 -0.17 0.07 -0.03 0.08 0.17 0.02 0.02 0.29 2.41

2004 1 -0.19 0.06 -0.04 0.07 0.18 0.01 0.00 0.31 2.52
2 -0.22 0.05 -0.04 0.06 0.19 0.00 -0.01 0.33 2.65
3 -0.25 0.04 -0.05 0.05 0.20 -0.01 -0.02 0.36 2.79
4 -0.27 0.03 -0.06 0.04 0.21 -0.01 -0.04 0.38 2.87

AGGREGATE
2002 -0.04 0.19 -0.00 0.20 0.14 0.10 0.14 0.19 2.12
2003 -0.16 0.10 -0.02 0.11 0.17 0.04 0.04 0.27 2.49
2004 -0.23 0.05 -0.05 0.05 0.20 -0.00 -0.02 0.34 2.71

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 -0.03 0.21 -0.03 0.24 -8.73 0.11 0.00 0.12 1.79

2 -0.13 0.12 0.00 0.23 -107.36 0.11 0.25 0.16 2.57
3 -0.16 0.05 -0.01 0.17 -191.66 0.10 0.15 0.17 2.09
4 -0.28 -0.03 0.00 0.12 -226.57 0.08 0.15 0.20 2.64

2003 1 -0.28 -0.07 0.01 0.07 -258.26 0.06 0.07 0.22 2.19
2 -0.28 -0.10 -0.02 0.01 -237.98 0.05 0.05 0.23 2.10
3 -0.28 -0.12 -0.01 -0.05 -175.54 0.04 0.03 0.24 2.02
4 -0.27 -0.13 -0.04 -0.11 -110.36 0.02 0.02 0.25 1.95

2004 1 -0.28 -0.13 -0.03 -0.17 -50.27 0.01 0.00 0.28 2.07
2 -0.30 -0.13 -0.04 -0.22 -27.02 0.00 -0.01 0.30 2.20
3 -0.34 -0.14 -0.02 -0.28 -33.37 -0.01 -0.02 0.33 2.38
4 -0.38 -0.16 -0.02 -0.34 -61.29 -0.01 -0.04 0.35 2.49

AGGREGATE
2002 -0.15 0.09 -0.01 0.19 -133.58 0.10 0.14 0.16 2.27
2003 -0.28 -0.11 -0.01 -0.02 -195.53 0.04 0.04 0.24 2.06
2004 -0.33 -0.14 -0.03 -0.25 -42.99 -0.00 -0.02 0.31 2.28
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(12) 鉱物性燃料価格の20％上昇
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 -0.02 -0.05 -0.02 -0.05 -0.04 -0.21 0.02 -0.02 -0.08 0.15
2 -0.06 -0.21 -0.08 -0.30 0.04 -0.95 -0.04 -0.08 -0.43 0.14
3 -0.13 -0.24 -0.16 -0.50 0.02 -0.80 -0.13 -0.17 -0.51 0.07
4 -0.19 -0.41 -0.25 -0.48 0.05 -1.67 -0.25 -0.28 -0.89 0.02

2003 1 -0.25 -0.39 -0.29 -0.97 0.07 -0.86 -0.41 -0.40 -1.43 -0.02 
2 -0.22 -0.39 -0.28 -0.83 0.06 -0.96 -0.41 -0.44 -1.33 -0.05 
3 -0.21 -0.39 -0.26 -0.81 0.09 -0.91 -0.42 -0.43 -1.32 -0.07 
4 -0.21 -0.36 -0.26 -0.78 0.09 -0.75 -0.42 -0.45 -1.23 -0.08 

2004 1 -0.23 -0.38 -0.29 -0.59 0.09 -0.85 -0.43 -0.47 -1.23 -0.09 
2 -0.25 -0.42 -0.32 -0.56 0.10 -0.97 -0.45 -0.53 -1.20 -0.10 
3 -0.28 -0.47 -0.35 -0.65 0.11 -1.04 -0.48 -0.58 -1.24 -0.11 
4 -0.30 -0.51 -0.37 -0.70 0.11 -1.16 -0.53 -0.63 -1.36 -0.13 

AGGREGATE
2002 -0.10 -0.23 -0.13 -0.33 0.01 -0.91 -0.10 -0.14 -0.48 0.10
2003 -0.22 -0.38 -0.28 -0.84 0.08 -0.87 -0.42 -0.43 -1.33 -0.06 
2004 -0.26 -0.45 -0.33 -0.62 0.10 -1.01 -0.47 -0.55 -1.26 -0.10 

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.16 -0.02 -0.00 -0.00 -0.00 0.00 -0.04 -0.00 -0.02 

2 0.19 -0.04 -0.03 -0.02 -0.02 0.01 -0.25 -0.02 -0.10 
3 0.19 -0.12 -0.05 -0.04 -0.01 0.01 -0.23 -0.03 -0.08 
4 0.23 -0.20 -0.06 -0.04 -0.02 0.01 -0.38 -0.03 -0.14 

2003 1 0.24 -0.28 -0.06 -0.05 0.00 0.01 -0.27 -0.04 -0.09 
2 0.25 -0.25 -0.06 -0.05 -0.00 0.01 -0.29 -0.04 -0.10 
3 0.26 -0.24 -0.06 -0.06 0.01 0.01 -0.27 -0.04 -0.08 
4 0.26 -0.25 -0.05 -0.05 0.01 0.00 -0.25 -0.03 -0.07 

2004 1 0.28 -0.28 -0.05 -0.04 0.01 0.00 -0.21 -0.03 -0.05 
2 0.31 -0.31 -0.04 -0.04 0.01 -0.00 -0.21 -0.03 -0.05 
3 0.33 -0.34 -0.04 -0.05 0.00 -0.00 -0.23 -0.03 -0.06 
4 0.34 -0.36 -0.04 -0.05 -0.00 -0.00 -0.27 -0.03 -0.08 

AGGREGATE
2002 0.19 -0.10 -0.04 -0.03 -0.01 0.01 -0.23 -0.02 -0.09 
2003 0.25 -0.25 -0.06 -0.05 0.00 0.01 -0.27 -0.04 -0.08 
2004 0.31 -0.32 -0.04 -0.05 0.01 -0.00 -0.23 -0.03 -0.06 

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 -0.00 0.01 -0.04 0.01 0.01 0.00 0.00 -9.55 -0.01 0.05 -0.16 
2 -0.01 0.00 -0.02 -0.00 -0.00 -0.01 0.01 -299.93 -0.08 0.22 -0.24 
3 -0.00 0.00 -0.13 -0.00 0.00 -0.02 0.02 -261.58 -0.07 0.29 -0.19 
4 -0.00 0.00 -0.23 -0.01 0.00 -0.05 0.04 -357.60 -0.11 0.50 -0.25 

2003 1 -0.01 0.00 -0.20 -0.02 -0.00 -0.06 0.04 -412.84 -0.12 0.53 -0.21 
2 -0.00 0.00 0.04 -0.02 -0.00 -0.06 0.05 -420.58 -0.12 0.56 -0.18 
3 -0.00 0.00 -0.05 -0.03 -0.00 -0.06 0.07 -425.84 -0.12 0.58 -0.18 
4 -0.00 0.00 -0.03 -0.02 -0.01 -0.05 0.05 -410.83 -0.11 0.58 -0.17 

2004 1 -0.00 0.00 -0.10 -0.02 -0.01 -0.05 0.05 -340.52 -0.11 0.62 -0.19 
2 -0.00 -0.00 -0.11 -0.03 -0.01 -0.05 0.05 -361.58 -0.11 0.69 -0.21 
3 -0.00 -0.00 -0.12 -0.03 -0.01 -0.06 0.05 -355.37 -0.11 0.79 -0.24 
4 -0.00 -0.00 -0.08 -0.03 -0.01 -0.06 0.06 -395.16 -0.12 0.89 -0.26 

AGGREGATE
2002 -0.01 0.00 -0.11 -0.00 0.00 -0.02 0.02 -232.17 -0.07 0.27 -0.21 
2003 -0.00 0.00 -0.06 -0.02 -0.00 -0.06 0.05 -417.52 -0.12 0.56 -0.18 
2004 -0.00 -0.00 -0.10 -0.03 -0.01 -0.05 0.05 -363.16 -0.11 0.75 -0.22 
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(12) 鉱物性燃料価格の20％上昇
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 -0.01 -0.02 0.03 0.02 0.01 -0.00 -0.04 0.00 -0.00 -0.00 0.00
2 -0.06 -0.03 0.02 -0.03 -0.05 0.07 -0.20 -0.08 -0.00 0.00 -0.00 
3 -0.10 -0.04 0.01 -0.03 -0.06 0.11 -0.30 -0.06 -0.00 0.00 -0.00 
4 -0.17 -0.06 -0.01 -0.05 -0.09 0.12 -0.46 -0.07 -0.00 -0.00 -0.00 

2003 1 -0.20 -0.07 -0.03 -0.08 -0.12 0.15 -0.44 -0.14 -0.00 -0.00 -0.00 
2 -0.22 -0.07 -0.04 -0.09 -0.13 0.17 -0.42 -0.14 -0.00 -0.00 -0.00 
3 -0.22 -0.08 -0.05 -0.10 -0.14 0.20 -0.38 -0.14 0.00 -0.01 -0.00 
4 -0.21 -0.08 -0.05 -0.10 -0.13 0.23 -0.30 -0.15 0.00 -0.01 -0.00 

2004 1 -0.21 -0.09 -0.06 -0.11 -0.14 0.25 -0.29 -0.15 0.00 -0.01 -0.00 
2 -0.22 -0.10 -0.08 -0.12 -0.15 0.27 -0.32 -0.17 0.00 -0.02 -0.00 
3 -0.25 -0.12 -0.09 -0.14 -0.17 0.30 -0.36 -0.18 0.00 -0.03 -0.00 
4 -0.28 -0.12 -0.10 -0.15 -0.19 0.33 -0.42 -0.21 0.00 -0.03 -0.00 

AGGREGATE
2002 -0.08 -0.04 0.01 -0.02 -0.05 0.07 -0.25 -0.05 -0.00 -0.00 -0.00 
2003 -0.21 -0.07 -0.04 -0.09 -0.13 0.19 -0.38 -0.14 -0.00 -0.01 -0.00 
2004 -0.24 -0.11 -0.08 -0.13 -0.16 0.29 -0.35 -0.18 0.00 -0.02 -0.00 

HK KFPSTA
2002 1 -0.26 -0.04 

2 -0.28 -0.04 
3 -0.38 -0.04 
4 -0.55 -0.03 

2003 1 -0.72 0.05
2 -0.85 0.02
3 -0.90 0.05
4 -0.88 0.04

2004 1 -0.88 0.05
2 -0.90 0.02
3 -0.97 0.04
4 -1.05 0.04

AGGREGATE
2002 -0.37 -0.04 
2003 -0.84 0.04
2004 -0.95 0.04
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(13) 世界需要1%増加
GDP CP IFP IHP INP IG CG XGS MGS GDPD

2002 1 0.03 0.00 -0.01 0.00 9.14 0.00 0.00 0.33 0.04 0.13
2 0.07 0.00 0.02 0.00 41.86 0.00 -0.00 0.53 0.09 0.13
3 0.10 0.01 0.09 0.01 79.75 0.00 -0.00 0.70 0.14 0.14
4 0.14 0.02 0.18 0.02 112.59 0.00 -0.00 0.83 0.19 0.15

2003 1 0.17 0.03 0.24 0.03 137.58 0.00 -0.00 0.93 0.24 0.12
2 0.19 0.05 0.27 0.04 151.75 0.00 -0.00 1.02 0.28 0.09
3 0.21 0.06 0.31 0.06 155.07 0.00 -0.00 1.08 0.32 0.08
4 0.22 0.07 0.32 0.08 147.25 0.00 0.00 1.13 0.35 0.05

2004 1 0.23 0.08 0.34 0.09 136.05 0.00 0.00 1.17 0.38 0.04
2 0.24 0.08 0.34 0.12 116.15 0.00 0.00 1.20 0.40 0.03
3 0.24 0.09 0.34 0.14 104.00 0.00 0.00 1.22 0.42 0.02
4 0.25 0.09 0.34 0.17 92.39 0.00 0.00 1.23 0.44 0.01

AGGREGATE
2002 0.08 0.01 0.07 0.01 60.83 0.00 -0.00 0.60 0.12 0.08
2003 0.20 0.05 0.28 0.05 147.91 0.00 -0.00 1.04 0.30 0.11
2004 0.24 0.08 0.34 0.13 112.15 0.00 0.00 1.21 0.41 0.04

PGDP PCP PIFP PIHP PINP PIG PCG PXGS PMGS
2002 1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 -0.00 

2 0.01 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 -0.00 
3 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 -0.00 
4 0.02 0.02 0.01 0.02 0.01 0.02 0.02 0.02 -0.00 

2003 1 0.04 0.03 0.02 0.03 0.01 0.03 0.04 0.03 -0.01 
2 0.05 0.05 0.03 0.05 0.01 0.04 0.06 0.03 -0.02 
3 0.07 0.07 0.05 0.06 0.01 0.06 0.08 0.03 -0.02 
4 0.09 0.09 0.07 0.08 0.02 0.08 0.10 0.04 -0.03 

2004 1 0.11 0.11 0.08 0.11 0.02 0.10 0.13 0.03 -0.04 
2 0.13 0.13 0.10 0.13 0.02 0.12 0.15 0.03 -0.06 
3 0.16 0.16 0.12 0.15 0.02 0.15 0.18 0.03 -0.07 
4 0.19 0.18 0.14 0.18 0.02 0.17 0.21 0.02 -0.09 

AGGREGATE
2002 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.01 -0.00 
2003 0.06 0.06 0.04 0.06 0.01 0.05 0.07 0.03 -0.02 
2004 0.15 0.15 0.11 0.14 0.02 0.14 0.17 0.03 -0.06 

GDPV CPV IFPV IHPV INPV IGV CGV XGSV MGSV
2002 1 0.03 0.00 -0.01 0.00 8.64 0.00 0.00 0.33 0.04

2 0.07 0.01 0.03 0.01 39.22 0.00 0.00 0.54 0.09
3 0.11 0.02 0.10 0.02 74.66 0.01 0.01 0.71 0.14
4 0.16 0.04 0.19 0.04 105.83 0.02 0.02 0.85 0.19

2003 1 0.20 0.07 0.26 0.06 130.31 0.03 0.04 0.96 0.23
2 0.24 0.10 0.31 0.09 144.45 0.04 0.06 1.05 0.27
3 0.28 0.13 0.36 0.12 147.68 0.06 0.08 1.12 0.30
4 0.31 0.16 0.38 0.16 139.15 0.08 0.10 1.17 0.32

2004 1 0.34 0.18 0.43 0.20 127.50 0.10 0.13 1.21 0.34
2 0.37 0.21 0.44 0.25 107.63 0.12 0.15 1.23 0.35
3 0.40 0.24 0.47 0.29 96.13 0.15 0.18 1.25 0.35
4 0.43 0.27 0.49 0.35 85.35 0.17 0.21 1.25 0.35

AGGREGATE
2002 0.09 0.02 0.08 0.02 57.09 0.01 0.01 0.61 0.11
2003 0.26 0.11 0.33 0.11 140.40 0.05 0.07 1.07 0.28
2004 0.39 0.23 0.45 0.27 104.15 0.14 0.17 1.23 0.35
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(13) 世界需要1%増加
YDV NIV YWV YIEV YIGV YCV TAXV TYPV TYCV TCIV

2002 1 0.01 0.04 0.01 0.08 -0.01 0.25 0.02 0.01 0.10 0.00
2 0.03 0.09 0.03 0.28 -0.02 0.41 0.06 0.04 0.28 0.01
3 0.06 0.14 0.07 0.49 -0.01 0.56 0.13 0.09 0.53 0.02
4 0.10 0.21 0.12 0.80 -0.01 0.81 0.22 0.15 0.84 0.03

2003 1 0.14 0.26 0.15 1.16 0.01 0.73 0.30 0.23 1.09 0.06
2 0.17 0.30 0.19 1.47 0.03 0.77 0.36 0.30 1.29 0.08
3 0.20 0.35 0.22 1.75 0.06 0.77 0.44 0.37 1.47 0.11
4 0.23 0.37 0.25 2.12 0.09 0.71 0.49 0.44 1.50 0.13

2004 1 0.27 0.42 0.30 2.11 0.12 0.78 0.54 0.52 1.58 0.16
2 0.30 0.46 0.32 2.33 0.18 0.77 0.62 0.60 1.75 0.19
3 0.33 0.48 0.35 2.54 0.24 0.71 0.66 0.67 1.77 0.21
4 0.35 0.50 0.37 2.62 0.37 0.70 0.70 0.74 1.81 0.24

AGGREGATE
2002 0.05 0.12 0.06 0.41 -0.01 0.51 0.11 0.07 0.44 0.01
2003 0.18 0.32 0.20 1.63 0.05 0.74 0.39 0.33 1.33 0.09
2004 0.31 0.46 0.34 2.40 0.23 0.74 0.63 0.63 1.73 0.20

CGPI WIPH LE LF LH UR CU GDPPOT GDPGAP
2002 1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 -0.00 0.07 0.00 0.03

2 0.01 0.02 0.01 0.00 0.01 -0.01 0.16 0.00 0.06
3 0.02 0.05 0.01 0.00 0.02 -0.01 0.25 0.00 0.09
4 0.03 0.09 0.02 0.01 0.02 -0.01 0.33 0.01 0.12

2003 1 0.04 0.13 0.03 0.01 0.02 -0.01 0.41 0.02 0.15
2 0.05 0.17 0.04 0.02 0.02 -0.02 0.47 0.02 0.16
3 0.07 0.20 0.04 0.02 0.01 -0.02 0.53 0.03 0.18
4 0.08 0.23 0.04 0.02 0.01 -0.02 0.58 0.03 0.19

2004 1 0.09 0.29 0.04 0.02 0.00 -0.02 0.63 0.03 0.20
2 0.10 0.32 0.04 0.03 0.00 -0.01 0.67 0.04 0.20
3 0.11 0.35 0.04 0.03 -0.00 -0.01 0.67 0.04 0.20
4 0.12 0.38 0.04 0.03 -0.00 -0.01 0.67 0.05 0.20

AGGREGATE
2002 0.01 0.04 0.01 0.00 0.01 -0.01 0.20 0.00 0.08
2003 0.06 0.18 0.04 0.02 0.01 -0.02 0.50 0.02 0.17
2004 0.11 0.33 0.04 0.03 0.00 -0.01 0.66 0.04 0.20

RCD RGB PGDPD UCCPF UCCDB UCCDE PER BGV BGVATGDPV SBGVATGDP BCVATGDPV

2002 1 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 -0.00 24.14 0.01 -0.05 0.03
2 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 -0.01 56.32 0.02 -0.12 0.05
3 0.02 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 -0.01 106.04 0.03 -0.18 0.06
4 0.02 0.01 0.05 0.02 0.02 0.03 -0.01 166.98 0.05 -0.27 0.08

2003 1 0.03 0.02 0.05 0.03 0.02 0.04 -0.02 222.17 0.07 -0.36 0.08
2 0.04 0.02 0.06 0.04 0.04 0.05 -0.02 253.97 0.08 -0.44 0.09
3 0.05 0.03 0.07 0.05 0.04 0.05 -0.03 299.98 0.09 -0.52 0.10
4 0.06 0.03 0.07 0.05 0.05 0.06 -0.02 327.03 0.10 -0.59 0.10

2004 1 0.07 0.04 0.09 0.06 0.06 0.06 -0.02 301.16 0.11 -0.66 0.11
2 0.07 0.04 0.10 0.07 0.08 0.07 -0.01 370.88 0.12 -0.75 0.11
3 0.08 0.04 0.11 0.07 0.08 0.07 -0.01 357.50 0.11 -0.83 0.12
4 0.08 0.05 0.10 0.07 0.08 0.06 -0.00 365.45 0.12 -0.92 0.12

AGGREGATE
2002 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 -0.01 88.37 0.03 -0.16 0.06
2003 0.05 0.02 0.06 0.04 0.04 0.05 -0.02 275.79 0.09 -0.47 0.09
2004 0.07 0.04 0.10 0.07 0.07 0.07 -0.01 348.75 0.11 -0.79 0.11
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(13) 世界需要1%増加
M2CD FNWV NWV NWCV NWTV FXS PSHARE PLAND KFP KHP KG

2002 1 0.01 0.00 0.00 0.00 0.01 -0.00 0.05 0.00 -0.00 0.00 -0.00 
2 0.03 0.01 0.01 0.01 0.02 -0.00 0.11 0.01 0.00 0.00 -0.00 
3 0.06 0.01 0.01 0.02 0.04 -0.01 0.16 0.03 0.00 0.00 -0.00 
4 0.09 0.02 0.02 0.04 0.05 -0.01 0.22 0.05 0.01 0.00 -0.00 

2003 1 0.12 0.02 0.03 0.05 0.07 -0.03 0.26 0.07 0.02 0.00 -0.00 
2 0.14 0.02 0.04 0.06 0.09 -0.04 0.30 0.09 0.03 0.00 -0.00 
3 0.16 0.02 0.05 0.08 0.11 -0.06 0.31 0.11 0.04 0.00 0.00
4 0.18 0.02 0.06 0.09 0.12 -0.09 0.32 0.14 0.05 0.00 0.00

2004 1 0.19 0.02 0.08 0.10 0.14 -0.12 0.33 0.16 0.06 0.01 0.00
2 0.20 0.02 0.09 0.11 0.15 -0.15 0.33 0.18 0.07 0.01 0.00
3 0.22 0.02 0.10 0.12 0.16 -0.19 0.36 0.20 0.08 0.01 0.00
4 0.23 0.02 0.11 0.13 0.17 -0.23 0.38 0.23 0.09 0.01 0.00

AGGREGATE
2002 0.05 0.01 0.01 0.02 0.03 -0.01 0.13 0.02 0.00 0.00 -0.00 
2003 0.15 0.02 0.05 0.07 0.10 -0.06 0.30 0.10 0.03 0.00 -0.00 
2004 0.21 0.02 0.09 0.11 0.15 -0.17 0.35 0.19 0.07 0.01 0.00

HK KFPSTA
2002 1 0.00 -0.00 

2 0.01 -0.01 
3 0.04 -0.03 
4 0.10 -0.06 

2003 1 0.17 -0.10 
2 0.24 -0.11 
3 0.30 -0.12 
4 0.33 -0.14 

2004 1 0.40 -0.16 
2 0.43 -0.14 
3 0.48 -0.17 
4 0.51 -0.19 

AGGREGATE
2002 0.04 -0.03 
2003 0.26 -0.12 
2004 0.46 -0.16 
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（付属資料II）　短期日本経済マクロ計量モデルの変数名一覧

データの出所の略記は以下のとおり
BOJ,BPM 日本銀行　　　　　　国際収支統計月報
BOJ,ESM 日本銀行　　　　　　経済統計月報
BOJ,PIM 日本銀行　　　　　　物価指数月報
CAO,SNA 内閣府　　　　　　　国民経済計算年報、民間企業資本ストック
IMF,IFS 国際通貨基金　　　　International Financial Statistics
JTA,SRTJ 日本関税協会　　　　外国貿易概況
METI,ISM 経済産業省　　　　　経済産業統計
SBSC,LFS 総務省　　　　　　　労働力調査報告
MOF,MBFS 財務省　　　　　　　財政金融統計月報
MHLW,MLS 厚生労働省　　　　　毎月勤労統計調査報告
TSE,ASR 東京証券取引所　　　東証統計月報
Author 内閣府経済社会総合研究所作成

※変数によってはモデル内で使用するための加工過程で単位の調整がなされており、出所元の掲載単位とは異なることがある。

(1)　内生変数表

記　号 名　　　称 単　位 出　所
BCV 経常収支 10億円 BOJ,BPM
BCVATGDPV 経常収支対名目GDP比 ％ Author
BF 財貨・サービスの純輸出(実質) 10億円 CAO,SNA
BFV 財貨・サービスの純輸出(名目) 10億円 CAO,SNA
BGV 一般政府財政バランス 10億円 CAO,SNA
BGVATGDPV 一般政府財政バランス対名目GDP比 ％ Author
BSSV 社会保障給付 10億円 CAO,SNA
CCAV 固定資本減耗 10億円 CAO,SNA
CG 政府最終消費支出(実質) 10億円 CAO,SNA
CGPI 企業物価指数 2000年＝1 BOJ,PIM
CGPIAT 企業物価指数(消費税除く） 2000年＝1 Author
CGV 政府最終消費支出(名目) 10億円 CAO,SNA
CGVEXCT 政府最終消費支出(名目、消費税除く) 10億円 Author
CHEM 化学製品輸入（実質） 10億円 Author
CHEMV 化学製品輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
CP 民間最終消費支出(実質) 10億円 CAO,SNA
CPV 民間最終消費支出(名目) 10億円 CAO,SNA
CPVEXCT 民間最終消費支出(名目、消費税除く) 10億円 Author
CSP サービス輸入（実質） 10億円 Author
CSPV サービス輸入（名目） 10億円 BOJ,BPM
CSSV 社会保障負担 10億円 CAO,SNA
CU 稼働率指数 ％ METI,ISM
ELEC 電気機器輸入（実質） 10億円 Author
ELECV 電気機器輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
ETT モデル上の法人実効税率 ％ Author
FASSTV 対外資産 10億円 CAO,SNA
FLIABV 対外負債 10億円 CAO,SNA
FNWV 金融純資産 10億円 Author
FOOD 食料品輸入（実質） 10億円 Author
FOODV 食料品輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
FUEL 鉱物性燃料輸入（実質） 10億円 Author
FUELV 鉱物性燃料輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
FXS 為替レート 円／ドル BOJ,ESM
GDP 国内総生産(実質) 10億円 CAO,SNA
GDPD 実質国内総生産成長率(年率） ％ Author
GDPGAP 総生産稼働率 ％ Author
GDPPOT 完全雇用GDP 10億円 Author
GDPV 国内総生産(名目) 10億円 CAO,SNA  
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記　号 名　　　称 単　位 出　所
GDPVEXCT 国内総生産(名目、消費税除く) 10億円 Author
HK 人的資本及び家計保有の実質純資産 10億円 Author
IFP 民間企業設備固定資本形成(実質) 10億円 CAO,SNA
IFPV 民間企業設備固定資本形成(名目) 10億円 CAO,SNA
IFPVEXCT 民間企業設備固定資本形成(名目、消費税除く) 10億円 Author
IFPP 民間企業設備投資デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
IGV 公的固定資本形成(名目) 10億円 CAO,SNA
IGVEXCT 公的固定資本形成(名目、消費税除く) 10億円 Author
IHP 民間住宅固定資本形成(実質） 10億円 CAO,SNA
IHPV 民間住宅固定資本形成(名目） 10億円 CAO,SNA
IHPVEXCT 民間固定資本形成(名目、消費税除く) 10億円 Author
ING 公的在庫品増加(実質) 10億円 CAO,SNA
INGV 公的在庫品増加(名目) 10億円 CAO,SNA
INGVEXCT 公的在庫品増加(名目、消費税除く) 10億円 Author
INP 民間企業在庫品増加(実質) 10億円 CAO,SNA
INPV 民間企業在庫品増加(名目) 10億円 CAO,SNA
INPVA 民間企業在庫品評価調整額 10億円 Author
INPVEXCT 民間企業在庫品増加(名目、消費税除く) 10億円 Author
ITAXV 間接税 10億円 CAO,SNA
KFP 民間企業粗資本ストック(実質) 10億円 Author
KFPSTA 均衡企業粗資本ストック 10億円 Author
KFPV 民間企業粗資本ストック（名目） 10億円 Author
KG 公的固定資本ストック(実質) 10億円 Author
KGV 公的固定資本ストック(名目) 10億円 Author
KHP 民間住宅ストック(実質) 10億円 Author
KHPV 民間住宅ストック（名目） 10億円 Author
KNP 民間企業在庫ストック(実質) 10億円 Author
KNPV 民間企業在庫ストック（名目） 10億円 Author
KNGDEQ 均衡民間在庫ストックGDP比（実質） Author
KPV 民間総資本ストック（名目） 10億円 Author
LANDV 土地総額（家計保有分） 10億円 CAO,SNA
LANDT 土地総額（総額） 10億円 CAO,SNA
LE 就業者数 1万人 SBSC,LFS
LF 労働力人口 1万人 SBSC,LFS
LH 労働時間 2000年＝100 MHLW,MLS
LW 雇用者数 1万人 SBSC,LFS
M2CD マネーサプライ（M2+CD,平均残高） 10億円 BOJ,ESM
MACH 一般機械輸入（実質） 10億円 Author
MACHV 一般機械輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
MGS 財貨・サービスの輸入(実質) 10億円 CAO,SNA
MGSEXCT 財貨・サービスの輸入(実質、消費税除く) 10億円 Author
MGSV 財貨・サービスの輸入(名目) 10億円 CAO,SNA
MK マーシャルのK 10億円 Author
NIV 要素価格表示国民所得 10億円 CAO,SNA
NWCV 純資産（家計保有分） 10億円 Author
NWＴV 純資産（総額） 10億円 Author
NWV 純資産 10億円 Author
OITAXV その他間接税 10億円 Author
OTH その他輸入（実質） 10億円 Author
OTHV その他輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
PCG 政府最終消費支出デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PCGAT 政府最終消費支出デフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
PCHEM 化学製品輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PCHEMAT 化学製品輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PCP 民間最終消費支出デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PCPAT 民間最終消費支出デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
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記　号 名　　　称 単　位 出　所
PCSP サービス輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PCSPAT サービス輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PELEC 電気機器輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PELECAT 電気機器輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PERR 株価収益率 倍 Author
PFOOD 食料品輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PFOODAT 食料品輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PFUEL 鉱物性燃料輸入のデフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PFUELAT 鉱物性燃料輸入デフレータ(円ベース、消費税除く） 2000年＝1 Author
PGDP GDPデフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PGDPAT GDPデフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
PGDPD GDPデフレータ対前期比変化率(年率） ％ CAO,SNA
PIFPAT 民間企業設備投資デフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
PIG 公的固定資本形成デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PIGAT 公的固定資本形成デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PIHP 民間住宅投資デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PIHPAT 民間住宅投資デフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
PINP 民間企業在庫投資デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PINPAT 民間企業在庫投資デフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
PLAND 市街地地価指数 1990年＝100 不動産研究所

PMACH 一般機械輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PMACHAT 一般機械輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PMGS 財貨・サービスの輸入デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
PMGSAT 財貨・サービスの輸入デフレータ(消費税除く） 2000年＝1 Author
POTH その他輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
POTHAT その他輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PPREC 精密機器類輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PPRECAT 精密機器類輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PREC 精密機器類輸入（実質） 2000年＝1 BOJ,ESM
PRECV 精密機器類輸入（名目） 2000年＝1 Author
PRTCPGD 消費税によるGDPデフレータ上昇率 Author
PSHARE 東証株価指数 1990年＝1 TSE,ASR
PTEX 繊維製品輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PTEXAT 繊維製品輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PTRAN 輸送用機器輸入デフレータ 2000年＝1 BOJ,ESM
PTRANAT 輸送用機器輸入デフレータ（消費税除く） 2000年＝1 Author
PTRIV 海外への要素所得 10億円 CAO,SNA
PVDP 減価償却の現在価値 Author
PXGS 財貨・サービス輸出デフレータ 2000年＝1 CAO,SNA
RCD CDレート（名目） ％ BOJ,ESM
RFP 民間企業固定資本除却(実質) 10億円 Author
RFPV 民間企業固定資本除却(名目) 10億円 Author
RGB 利付国債利回り（10年物） ％ 日本証券業協会

RHPV 民間住宅除却(名目) 10億円 Author
RKG 公的固定資本除却(実質) 10億円 Author
RKGV 公的固定資本除却(名目) 10億円 Author
RNPV 在庫品評価調整額 10億円 Author
RSBCV 対外資産評価調整額 10億円 Author
RSHARE 家計株式保有比率 10億円 Author
RTRIV 海外からの要素所得 10億円 CAO,SNA
SBCV 累積経常収支 10億円 Author
SBCVATGDPV 累積経常収支対名目GDP比 ％ Author
SBGV 一般政府累積財政赤字 10億円 Author
SBGVATGDPV 一般政府累積財政赤字対名目GDP比 ％ Author
SHARETV 株式総額 10億円 CAO,SNA
SHAREV 株式総額（家計保有分） 10億円 CAO,SNA  
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記　号 名　　　称 単　位 出　所
TAXV 租税総額 10億円 CAO,SNA
TCIV 消費税 10億円 CAO,SNA
TCSTV 関税 10億円 CAO,SNA
TEX 繊維製品輸入（実質） 10億円 Author
TEXV 繊維製品輸入（名目） 10億円 JTA,SRTJ
TRAN 輸送用機器（実質） 10億円 Author
TRANV 輸送用機器（名目） 10億円 JTA,SRTJ
TYCV 民間法人企業税及び罰金 10億円 CAO,SNA
TYPV 個人税及び罰金、手数料 10億円 CAO,SNA
UCCDB 借入資本の使用者費用 10億円 Author
UCCDE 自己資本の使用者費用 10億円 Author
UCCPF 資本の使用者費用 10億円 Author
UR 完全失業率 ％ SBSC,LFS
W 一人当たり雇用者所得 10億円 CAO,SNA
WI 賃金・俸給 10万円 CAO,SNA
WIPH 雇用者一人あたり俸給・賃金 10万円 Author
WPH 労働時間当たり雇用者所得(一人当たり） 10万円 CAO,SNA
XGS 財貨・サービスの輸出(実質) 10億円 CAO,SNA
XGSV 財貨・サービスの輸出(名目) 10億円 CAO,SNA
YCV 法人企業所得 10億円 CAO,SNA
YCVAT 法人企業所得（税引後） 10億円 Author
YDV 個人可処分所得 10億円 CAO,SNA
YICV 個人企業所得 10億円 CAO,SNA
YIEV 家計財産所得 10億円 CAO,SNA
YIGV 一般政府財産所得 10億円 CAO,SNA
YIV 財産所得 10億円 CAO,SNA
YL 労働所得(実質)　YLV / PGDP 10億円 Author
YLV 労働所得(名目)　YDV - YIEV - OTYDV 10億円 Author
YOLIV 社会保障雇主負担 10億円 CAO,SNA
YWIV 賃金・俸給総額 10億円 CAO,SNA
YWV 雇用者所得 10億円 CAO,SNA  
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(2)  外生変数表
記　号 名　　　称 単　位 出　所

CGXRKG 政府最終消費支出(実質，公的固定資本徐却（実質）除く） 10億円 Author
CRH 株式持合比率 Author
DRTCI 消費税率の一次階差 MOF,MBFS
DTCIC2 消費税率アップダミー（1989Q2:1990Q2) Author
ERRBCV 経常収支誤差項 10億円 Author
ERRINGV 公的在庫品増加（名目）誤差項 10億円 Author
ERRINPV 民間企業在庫品増加（名目）誤差項 10億円 Author
ERRPFU 生産関数誤差項 10億円 Author
IG 公的固定資本形成（実質） 10億円 CAO,SNA
INGV 公的在庫品増加(名目) 10億円 CAO,SNA
LHEQ 均衡労働時間 Author
OTNGV 一般政府財政バランス残余項目 10億円 Author
OTYDV 個人可処分所得残余項目 10億円 Author
PING 公的在庫品増価デフレータ 2000年=1 CAO,SNA
PINGAT 公的在庫品増価デフレータ(消費税除く) 2000年=1 Author
POILD 原油価格（ドル建） ドル／バレル JTA,SRTJ
POP 総人口 1万人 SBSC,LFS
POP65 65歳以上人口 1万人 SBSC,LFS
PRTC 消費税によるその他デフレータ上昇率 Author
PRTCDPI 消費税による国内卸売物価(企業物価）上昇率
PRTCPCG 消費税による政府最終消費デフレータ上昇率 Author
PRTCPCP 消費税による民間最終消費デフレータ上昇率 Author
PRTCPIF 消費税による民間設備投資デフレータ上昇率 Author
PRTCPIG 消費税による公的固定資本形成デフレータ上昇率 Author
PRTCPIH 消費税による民間住宅投資デフレータ上昇率 Author
PRTCPIN 消費税による民間在庫投資デフレータ上昇率 Author
PUCC 資本コストの現実値と理論値の比率 Author
REQU 負債・自己資本比率 Author
RLAND 土地総額（家計保有分）／市街地地価指数（住宅地・全国平均） Author
RLEW 雇用者／就業者比率 Author
ROR 配当性向（東証第１部、有配当会社） ％ TSE,ASR
RRFP 民間企業固定資本除却率（実質） ％ Author
RRFPV 民間企業固定資本除却率（名目） ％ Author
RRHPV 民間住宅ストック除却率（名目） ％ Author
RRKGV 公的固定資本除却率（名目） ％ Author
RRNPV 民間企業在庫ストック除却率（名目） ％ Author
RSBGV 一般政府累積財政赤字評価調整額 10億円 Author
RSHARET 株式総額／東証株価指数 Author
RTCI 消費税率 ％ MOF,MBFS
RTCST 関税率（関税／財貨・サービスの輸入） ％ MOF,MBFS
SB １人当たり厚生年金給付率 MHLW
SDV 統計上の不突合 10億円 CAO,SNA
SLRATIO 短期・長期負債比率 MOF,MBFS
SR 厚生年金の保険料率 ％ MHLW
SUBV 補助金 10億円 CAO,SNA
TINCR 投資税額控除率 ％ Author
TPSV 個人累積減税額 10億円 Author
TT 法人実効税率 ％ MOF,MBFS
UREQ 均衡失業率 ％ Author
US_RGB 米国長期金利 ％ IMF,IFS
US_WPID 米国生産者物価指数 2000年＝1 IMF,IFS
WD_PI 競争国の輸入価格の加重平均 2000年＝100 IMF,IFS
WD_PX 競争国の輸出価格の加重平均 2000年＝100 IMF,IFS
WD_YVI 日本の輸出市場 2000年＝100 IMF,IFS  
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（付属資料 III） 短期日本経済マクロ計量モデルの方程式体系 
 

【方程式凡例】 
1) 階差系列 DEL(X,i)   :  X-X-i 
2) 関数   GR(X,i)   :  (X-X-i)/X-i 

  GRY(X)   :  (X-X-4)/X-4 
  EXP(X)   :  ex 

             MAX(X,v)  :  X<vの場合に vを代入 
3) ダミー変数  
       Dt1Ct2     :  t1期～t2期の間１を継続するダミー変数（他期間は 0、以下同じ） 
       Dt1        :  t1期 1期のみ１のダミー変数 
       Dt1C      :  t1期以降１を継続するダミー変数 
4) その他 
       2SLS : 二段階最小自乗法、OLS : 最小自乗法、****Q* to ****Q* : サンプル期間 
       RSQ : 自由度修正済み決定係数、SER : 標準誤差、DW : ダービン・ワトソン比 
        複数の式に共通のパラメータ: GAM=0.674704, RAM=0.002823, DELTA=0.272837 
      CERR : 定数項修正係数(1 or 0)、なお( )は係数の t値 
 ※上記以外の変数名については、付属資料 II参照 
 
 
1) 民間最終消費支出(実質) JA_CP :   [ 2SLS、1989Q1 to 2004Q4 ] 

DEL(1:LOG(JA_CP))  =  
 -0.000542* LOG(JA_CP(-1)/JA_HK(-1)) 
 (-1.5506) 
+ 0.079966* DEL(1:LOG(JA_YDV/JA_PCP)) 
 (0.7533) 
+ 0.144112* DEL(1:LOG(JA_YDV(-1)/JA_PCP(-1))) 
 (1.5813) 
+ 0.182031* DEL(1:LOG(JA_YDV(-2)/JA_PCP(-2))) 
 (2.1490) 
+ 0.150089* DEL(1:LOG(JA_YDV(-3)/JA_PCP(-3))) 
 (1.9176) 
+ 0.105626 * DEL(1:LOG(JA_NWCV(-1)/JA_PCP(-1))) 
 (1.4186) 
 -1.042235 * DEL(1:JA_DRTCI) 
 (-6.2081) 
+ CERR   * ERTS_CP 
[RSQ：0.5319、SER：0.0082、DW：2.3328] 
 

2) 民間住宅固定資本形成(実質) JA_IHP :   [ 2SLS、1990Q4 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_IHP))  =  
-0.282474 * (LOG(JA_KHP(-1)/JA_POP(-1))-（-0.004165）*(JA_RGB(-1)-100*LOG(JA_CGPIAT(-1)/JA_CGPIAT(-5))) 
(-1.4085) 

   -0.26503*LOG(JA_HK(-1)/JA_POP(-1))-（-0.301404）*LOG(JA_PLAND(-1)/JA_PGDPAT(-1))-1.236336) 
-0.001122 * DEL(1:(JA_RGB(-1)-400*LOG(JA_CGPIAT(-1)/JA_CGPIAT(-2)))) 
(-0.2379) 

+ 0.096483 * DEL(1:LOG(JA_PSHARE(-1)/JA_PGDPAT(-1))) 
 (2.2437) 
 -0.018737 * DEL(1:LOG(JA_PLAND/JA_PGDPAT)) 
 (-0.0054) 
+ 0.035769 * JA_D954C963 
 (2.1364) 
 -0.103025 * JA_D972 
 (-3.3759) 
 -0.080999 * JA_D973 
(-2.6100) 
-0.003491 

 (-0.4088) 
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+ CERR   * ERTS_IHP 
[RSQ：0.4418、SER：0.0295、DW：1.9316] 
 

3) 民間企業設備固定資本形成(実質) JA_IFP :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:(JA_IFP-JA_RFP)/(JA_KFP(-1)*4)) = 
 -0.004002 * LOG(JA_KFP(-1)/(JA_KFPSTA(-1))) 
 (-1.2741) 
+ 0.018522 * SUM(i=-3 TO -1:DEL(1:LOG(JA_XGS(i))))/3 
 (0.9727) 
+ 0.005653 * SUM(i=-4 TO -1:DEL(1:LOG(JA_PSHARE(i)/JA_PIFPAT(i))))/4 
 (1.0687) 
-0.165532 * DEL(1:JA_UCCPF/100/JA_PGDPAT) 

 (-7.7044) 
+ CERR   * ERTS_IFP 
[RSQ：0.9036、SER：0.0020、DW：2.5232] 
 

4) 民間企業在庫品増加(実質) JA_INP :    [ 2SLS、1994Q2 to 2004Q4 ] 
JA_INP/JA_GDP =  
 -0.117746 * LOG((JA_KNPV(-1)/JA_GDPV(-1))/JA_KNGDEQ(-1)) 
 (-2.4624) 
+ 0.391563 * JA_INP(-1)/JA_GDP(-1) 
 (3.1130) 
+ 0.000772 * (JA_GDPGAP+100) 
 (1.5124) 
 -0.076057 
 (-1.5108) 
+ CERR   * ERTS_INP 
+ 2      * ACA_JA_ACAINP 
[RSQ：0.5584、SER：0.0030、DW：2.0260] 
 

5) 政府最終消費支出(実質) JA_CG  : 
JA_CG  = JA_CGXRKG + JA_RKG 
 

6) 財貨・サービスの輸出(実質) JA_XGS :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_XGS)) =  
-0.195664 * (LOG(JA_XGS(-1))-1.41821*LOG(WD_YVI(-1))- 

      (-3.6814) 
（-0.46613*LOG((100*JA_PXGS(-1)/(JA_FXS(-1)/FXS2000))/WD_PX(-1))-6.433507)） 

+ 0.382607 * DEL(1:LOG(WD_YVI)) 
 (1.3620) 
 -0.148045 * DEL(1:LOG((JA_PXGS/(JA_FXS/FXS2000))/WD_PX)) 
 (-1.3082) 
-0.042942 * JA_D973 

 (-0.5460) 
+ 0.009468 
 (2.5200) 
+ CERR   * ERTS_XGS 
[RSQ：0.2239、SER：0.0219、DW：1.2679] 
 

7) 民間最終消費支出(名目) JA_CPV  : 
JA_CPV  = JA_CP*JA_PCP 
 

8)   民間固定資本形成(名目) JA_IHPV  : 
JA_IHPV  = JA_IHP*JA_PIHP 

 
9) 民間企業設備固定資本形成(名目) JA_IFPV  : 

JA_IFPV  = JA_IFP*JA_IFPP 
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10) 民間企業設備投資デフレータ JA_IFPP 
JA_IFPP  = JA_PIFPAT*(1+JA_RTCI*PRTCPIF) 

 
11) 民間企業在庫品増加(名目) JA_INPV  : 

JA_INPV  = JA_INP*JA_PINP + JA_ERRINPV 
 

12) 政府最終消費支出(名目) JA_CGV  : 
JA_CGV  = JA_CG*JA_PCG 
 

13) 公的固定資本形成(名目) JA_IGV  : 
JA_IGV  = JA_IG*JA_PIG 
 

14) 財貨・サービスの輸出(名目) JA_XGSV  : 
JA_XGSV  = JA_XGS*JA_PXGS 
 

15) 財貨・サービスの輸入(実質) JA_MGS  : 
JA_MGS  = JA_MGSV/JA_PMGS 
 

16) 財貨・サービスの輸入(名目) JA_MGSV  : 
JA_MGSV  =  JA_FOODV + JA_TEXV + JA_FUELV + JA_CHEMV + JA_MACHV + JA_ELECV + JA_TRANV  

+ JA_PRECV + JA_OTHV + JA_CSPV 
 

17) 財貨・サービスの純輸出(実質) JA_BF  : 
JA_BF  = JA_XGS - JA_MGS 
 

18) 財貨・サービスの純輸出(名目) JA_BFV  :  
JA_BFV  = JA_XGSV - JA_MGSV 
 

19) 国内総生産(実質) JA_GDP : 
JA_GDP=JA_GDPV/JA_PGDP 
 

20) 実質国内総生産成長率(年率） JA_GDPD  : 
JA_GDPD  = (JA_GDP-JA_GDP(-1))/JA_GDP(-1)*400 
 

21) 国内総生産(名目) JA_GDPV  : 
JA_GDPV  = JA_CPV + JA_IFPV + JA_IHPV + JA_INPV + JA_CGV + JA_IGV + +JA_INGV +JA_BFV 
 

22) 国内総生産(名目、消費税除く) JA_GDPVEXCT  : 
JA_GDPVEXCT  = JA_CPVEXCT + JA_IFPVEXCT + JA_IHPVEXCT + JA_INPVEXCT + JA_INGVEXCT 

 + JA_CGVEXCT + JA_IGVEXCT + JA_XGSV - JA_MGSEXCT 
 

23) 民間固定資本形成(名目、消費税除く) JA_IHPVEXCT  : 
JA_IHPVEXCT  = JA_IHP * JA_PIHPAT 
 

24) 民間企業設備固定資本形成(名目、消費税除く) JA_IFPVEXCT  : 
JA_IFPVEXCT  = JA_IFP * JA_PIFPAT 
 

25) 公的在庫品増加(名目、消費税除く) JA_INGVEXCT:  
JA_INGVEXCT  = JA_ING * JA_PINGAT 
 

26) 政府最終消費支出(名目、消費税除く) JA_CGVEXCT  : 
JA_CGVEXCT  = JA_CG * JA_PCGAT 
 

27) 公的固定資本形成(名目、消費税除く) JA_IGVEXCT  : 
JA_IGVEXCT  = JA_IG * JA_PIGAT 
 

28) 財貨・サービスの輸入(実質、消費税除く) JA_MGSEXCT  : 
JA_MGSEXCT  = JA_MGS * JA_PMGSAT 
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29) 民間最終消費支出(名目、消費税除く)JA_CPVEXCT : 
JA_CPVEXCT  = JA_CP * JA_PCPAT 
  

30) 民間企業在庫品増加(名目、消費税除く) JA_INPVEXCT  : 
JA_INPVEXCT  = JA_INP * JA_PINPAT 
 

31) 民間企業粗資本ストック(実質) JA_KFP  : 
JA_KFP  = JA_KFPV / JA_IFPP 
 

32) 均衡企業粗資本ストック JA_KFPSTA : 
JA_KFPSTA =  (EXP((716/1000)*LOG(DELTA)-(284/1000)*(LOG(GAM)+RAM*JA_TIME) 
 + LOG( (JA_LE*JA_LH)*( (DELTA/(1-DELTA))*(((1/(DELTA/((GAM**(284/716))*EXP(RAM*JA_TIME*(284/716))))) 
-(((DELTA/((GAM**(284/716))*EXP(RAM*JA_TIME*(284/716))))*JA_PGDPAT/(JA_UCCPF/100*JA_PUCC))**(716/ 
1000) )**(-284/716))))**(716/284)) - (716/1000)*LOG((JA_UCCPF/100)/JA_PGDPAT*JA_PUCC))) 

 
33) 民間企業固定資本除却(実質) JA_RFP  : 

JA_RFP  = JA_RFPV/JA_IFPP(-1) 
 

34) 民間企業固定資本除却(名目) JA_RFPV  : 
JA_RFPV  = JA_RRFPV * JA_KFPV(-1) *4 
 

35) 民間住宅ストック(実質) JA_KHP : 
JA_KHP  = JA_KHPV / JA_PIHP 
 

36) 民間住宅除却(名目) JA_RHPV  : 
JA_RHPV  = JA_RRHPV * JA_KHPV(-1) *4 
 

37) 民間企業在庫ストック(実質) JA_KNP  : 
JA_KNP  = JA_KNPV / JA_PINP 
 

38) 均衡民間在庫ストック GDP比（実質） JA_KNGDEQ  :     [ OLS、1994Q2 to 2004Q4 ] 
JA_KNGDEQ= 
- 0.000437 * JA_TIME 
(-1.3443) 
- 3.36E-06 * JA_TIME**2 
(-1.6455) 
- 0.000209 * (JA_RCD-100*LOG(JA_PINPAT/JA_PINPAT(-4))) 
(-1.2585) 

+ 0.215338 
     (17.1659) 

[RSQ：0.9791、SER：0.0018、DW：0.5198] 
 
39) 食料品輸入（実質） JA_FOOD :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 

DEL(1:LOG(JA_FOOD)) = 
- 0.264186 * (LOG(JA_FOOD(-1))+11.678069-1.528969*LOG(JA_GDP(-1)) 
(-1.7638) 

+0.308339*LOG(JA_PFOOD(-1)/JA_CGPI(-1))） 
+ 1.38474 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
(1.1667) 
- 0.287896 * DEL(1:LOG(JA_PFOOD/JA_CGPI)) 
(-1.0305) 
- 0.000638 
(-0.0989) 
+ CERR   * ERTS_FOOD 
[RSQ：0.1882、SER：0.0410、DW：2.589] 
 

40) 繊維製品輸入（実質） JA_TEX :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_TEX)) = 
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- 0.232292 * (LOG(JA_TEX(-1))-(-15.471519)-1.72101*LOG(JA_GDP)-（-0.578515） 
(-2.3304) 

*LOG(JA_PTEX(-1)/JA_CGPI(-1))-0.007563*JA_TIME(-1)) 
+ 1.883016 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
 (1.3366) 
- 0.517725 * DEL(1:LOG(JA_PTEX(-1)/JA_CGPI(-1))) 
 (-1.3868) 
+ 0.00181 
 (0.2275) 
+ CERR    * ERTS_TEX 
[RSQ：0.2735、SER：0.0517、DW：2.0430] 
 

41) 鉱物性燃料輸入（実質） JA_FUEL :     [ 2SLS、1990Q4 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_FUEL)) =       
- 0.77422*(LOG(JA_FUEL(-1))＋4.327853-1.006666*LOG(JA_GDP(-1))-0.040137*LOG(JA_PFUEL(-1)/JA_CGPI(-1)) 
(-4.3398) 

-0.179986*LOG(JA_PFUEL(-2)/JA_CGPI(-2))+0.189612*LOG(JA_PFUEL(-3)/JA_CGPI(-3)) 
+0.073836*LOG(JA_PFUEL(-4)/JA_CGPI(-4))) 

+ 0.729538 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
(1.0137) 

+ 0.207592 * DEL(1:LOG(JA_PFUEL(-1)/JA_CGPI(-1))) 
 (4.1650) 
- 0.209132 * DEL(1:LOG(JA_PFUEL(-2)/JA_CGPI(-2))) 
 (-4.3499) 
+ 0.126369 * DEL(1:LOG(JA_PFUEL(-3)/JA_CGPI(-3))) 
 (2.6332) 
- 0.094384 * DEL(1:LOG(JA_PFUEL(-4)/JA_CGPI(-4))) 
 (-1.6250) 
- 0.073086 * DEL(1:LOG(JA_PFUEL(-5)/JA_CGPI(-5))) 
 (-1.4653) 
+ 0.00097 
 (0.2297) 
+ CERR    * ERTS_FUEL  
[RSQ：0.7095、SER：0.0284、DW：2.2101] 
 

42) 化学製品輸入（実質） JA_CHEM :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_CHEM)) = 
- 0.250761*(LOG(JA_CHEM(-1))+6.628707-1.069853*LOG(JA_GDP(-1))-0.018857*LOG(JA_PCHEM(-1)/JA_CGPI(-1)) 
 (-2.9900) 

-0.005149*JA_TIME(-1)) 
+ 1.377989 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
 (2.1869) 
- 0.440865 * DEL(1:LOG(JA_PCHEM/JA_CGPI)) 
 (-3.5052) 
+ 0.005315  
 (1.0428) 
+ CERR    * ERTS_CHEM 
[RSQ：0.3167、SER：0.0363、DW：2.5446] 
 

43) 一般機械輸入（実質） JA_MACH :     [ 2SLS、1990Q2 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_MACH)) = 
- 0.005935 * (LOG(JA_MACH(-1))+22.180094-1.738412*LOG(JA_GDP(-1)) 

(-0.0880) 
-0.984986*LOG(JA_PMACH(-1)/JA_CGPI(-1))+0.599483*LOG(JA_PMACH(-2)/JA_CGPI(-2)) 
-0.21325*LOG(JA_PMACH(-3)/JA_CGPI(-3))+1.370125*LOG(JA_PMACH(-4)/JA_CGPI(-4)) 
-1.25203*LOG(JA_CU(-1))-0.021951*JA_TIME(-1)) 

+ 1.403188 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
(1.0790) 
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- 0.128078 * DEL(1:LOG(JA_PMACH/JA_CGPI)) 
 (-0.4398) 
- 0.311324 * DEL(1:LOG(JA_PMACH(-1)/JA_CGPI(-1))) 
 (-1.3496) 
- 0.126954 * DEL(1:LOG(JA_PMACH(-2)/JA_CGPI(-2))) 
 (-0.5647) 
- 0.559521 * DEL(1:LOG(JA_PMACH(-3)/JA_CGPI(-3))) 
 (-2.4859) 
+ 0.016069 
 (2.0027) 
+ CERR    * ERTS_MACH 
[RSQ：0.2278、SER：0.0529、DW：2.0758] 
 

44) 電気機器輸入（実質） JA_ELEC :     [ OLS、1989Q4 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_ELEC)) = 
 -0.04262 * (LOG(JA_ELEC(-1))+19.893921-1.687365*LOG(JA_GDP(-1))-0.157114*LOG(JA_PELEC(-2)/JA_CGPI(-2)) 
 (-0.6139) 

+0.071936*LOG(JA_PELEC(-3)/JA_CGPI(-3))-0.009084*LOG(JA_PELEC(-4)/JA_CGPI(-4)) 
-0.025449*LOG(JA_PELEC(-5)/JA_CGPI(-5))+0.153766*LOG(JA_PELEC(-6)/JA_CGPI(-6)) 
-0.646019*LOG(JA_CU(-1))-0.039518*JA_TIME(-1)) 

+ 1.514126 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
 (1.6074) 
- 0.620554 * DEL(1:LOG(JA_PELEC/JA_CGPI)) 
 (-3.1581) 
+ 0.02533 
 (2.8994) 
+ CERR    * ERTS_ELEC 
[RSQ：0.2196、SER：0.0582、DW：1.7482] 
 

45) 輸送用機械（実質） JA_TRAN :     [ OLS、1989Q2 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_TRAN)) = 
-0.564841 * (LOG(JA_TRAN(-1))+17.417474-1.858944*LOG(JA_GDP(-1))+0.114319*LOG(JA_PTRAN(-2)/JA_CGPI(-2)) 
 (-4.7477) 

-0.003222*JA_TIME(-1)) 
+ 0.917791 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
 (0.4852) 
- 0.065002 * DEL(1:LOG(JA_PTRAN(-1)/JA_CGPI(-1))) 
 (-0.1299) 
+ 0.009613 
 (0.6024) 
+ CERR    * ERTS_TRAN 
[RSQ：0.3093、SER：0.1139、DW：2.0839] 
 

46) 機密機器類輸入（実質） JA_PREC :     [ 2SLS、1990Q3 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PREC)) = 
- 0.079099 * (LOG(JA_PREC(-1))-3.247325*LOG(JA_GDP(-1))-0.033303*LOG(JA_PPREC(-2)/JA_CGPI(-2)) 
 (-0.8237) 

-0.063938*JA_TIME(-1)--0.000309*JA_TIME(-1)**2+38.953913) 
+ 1.011047 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
 (0.6939) 
- 0.692602 * DEL(1:LOG(JA_PPREC/JA_CGPI)) 
 (-2.6040) 
+ 0.020677 
 (2.5997) 
+ CERR    * ERTS_PREC 
[RSQ：0.1533、SER：0.0523、DW：1.8751] 
 

47) その他輸入（実質） JA_OTH :     [ OLS、1991Q4 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_OTH)) = 



 95

- 0.203032 * (LOG(JA_OTH(-1))+14.876717-1.820502*LOG(JA_GDP(-1))+0.114562*LOG(JA_POTH(-2)/JA_PGDP(-2))) 
(-2.2958) 

+ 1.228921 * DEL(1:LOG(JA_GDP)) 
(1.7807) 

- 0.051277 * DEL(1:LOG(JA_POTH(-4)/JA_PGDP(-4))) 
(-0.3681) 

+ 0.001137 
(0.2262) 

+ CERR    * ERTS_OTH 
[RSQ：0.1458、SER：0.0346、DW：1.9248] 
 

48) サービス輸入（実質） JA_CSP :     [ 2SLS、1989Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_CSP)) = 
-0.196386 * (LOG(JA_CSP(-1))+2.813423+0.076868*LOG(WD_PI(-1)/JA_PGDP(-1))-0.611279*LOG(JA_MGS(-1))) 
 (-1.5918) 
-0.526771 * DEL(1:LOG(WD_PI/JA_PGDP)) 

      (-1.0140) 
+ 1.050694 * DEL(1:LOG(JA_MGS)) 
 (2.6587) 
- 0.002121 
 (-0.2674) 
+ CERR    * ERTS_CSP 
[RSQ：0.3199、SER：0.0477、DW：2.1790] 
 

49) 食料品輸入（名目） JA_FOODV  : 
JA_FOODV  = JA_FOOD*JA_PFOOD 
 

50) 繊維製品輸入（名目） JA_TEXV  : 
JA_TEXV  = JA_TEX*JA_PTEX 
 

51) 鉱物性燃料輸入（名目） JA_FUELV  : 
JA_FUELV  = JA_FUEL*JA_PFUEL 
 

52) 化学製品輸入（名目） JA_CHEMV  : 
JA_CHEMV  = JA_CHEM*JA_PCHEM 
 

53) 一般機械輸入（名目） JA_MACHV  : 
JA_MACHV  = JA_MACH*JA_PMACH 
 

54) 電気機器輸入（名目） JA_ELECV  : 
JA_ELECV  = JA_ELEC*JA_PELEC 
 

55) 輸送用機械（名目） JA_TRANV  : 
JA_TRANV  = JA_TRAN*JA_PTRAN 
 

56) 機密機器類輸入（名目） JA_PRECV  : 
JA_PRECV  = JA_PREC*JA_PPREC 
 

57) その他輸入（名目） JA_OTHV  : 
JA_OTHV  = JA_OTH*JA_POTH 
 

58) サービス輸入（名目） JA_CSPV  : 
JA_CSPV  = JA_CSP*JA_PCSP 
 

59) 財貨・サービス輸出デフレータ JA_PXGS :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PXGS))  = 
-0.008501 * (LOG(JA_PXGS(-1))-0.291991*LOG(JA_FXS(-1))-0.852922*LOG(JA_CGPIAT(-1)) 
(-0.6374) 

+0.001335*JA_TIME+1.206583）) 
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+ 0.343533 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (9.0419) 
+ 0.887477 * DEL(1:LOG(JA_CGPIAT)) 
 (2.0952) 
- 0.000794 
 (-0.4829) 
+ CERR   * ERTS_PXGS  
[RSQ：0.7704、SER：0.0100、DW：2.0211] 
 

60) 食料品輸入デフレータ（消費税除く） JA_PFOODAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PFOODAT))  =  
- 0.116428 * (LOG(JA_PFOODAT(-1))-0.106194*LOG(WD_PI(-1))-0.308422*LOG(JA_FXS(-1))+1.420941）) 

 (-1.9052) 
+ 0.111581 * DEL(1:LOG(WD_PI)) 
 (1.0292) 
+ 0.44362 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (8.4454) 
+ 0.001728 
 (0.6819) 
+ CERR   * ERTS_PFOODAT 
[RSQ：0.5862、SER：0.0195、DW：1.7505] 
 

61) 繊維製品輸入デフレータ（消費税除く） JA_PTEXAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PTEXAT))  =  
- 0.053878 * (LOG(JA_PTEXAT(-1))-0.186837*LOG(WD_PI(-1))-0.557707*LOG(JA_FXS(-1))+2.639089) 
 (-1.1979) 
+ 0.020944 * DEL(1:LOG(WD_PI)) 
 (0.2547) 
+ 0.419867 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (10.8160) 
- 0.001804 
 (-0.9669) 
+ CERR   * ERTS_PTEXAT 
[RSQ：0.7006、SER：0.0144、DW：1.4774] 
 

62) 鉱物性燃料輸入デフレータ(円ベース、消費税除く） JA_PFUELAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PFUELAT))  =  
- 0.558191 * (LOG(JA_PFUELAT(-1))-0.741524*LOG(JA_POILD(-1))-1.02144*LOG(JA_FXS(-1))+7.276171）) 
 (-4.0585) 
+ 0.672964 * DEL(1:LOG(JA_POILD))      
 (25.9208) 
+ 0.904765 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (12.6784) 
+ 0.000652 
 (0.2145) 
+ CERR   * ERTS_PFUELAT 
[RSQ：0.9326、SER：0.0233、DW：1.5543] 
 

63) 化学製品輸入デフレータ（消費税除く） JA_PCHEMAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PCHEMAT))  =  
- 0.237857 * (LOG(JA_PCHEMAT(-1))-0.374216*LOG(WD_PI(-1))-0.244625*LOG(JA_FXS(-1)) 
 (-3.0763) 

-0.003034*JA_TIME+1.409137) 
+ 0.184932 * DEL(1:LOG(WD_PI)) 
 (0.9663) 
+ 0.277586 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (2.9575) 
+ 0.001509 
 (0.3374) 
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+ CERR   * ERTS_PCHEMAT 
[RSQ：0.2202、SER：0.0344、DW：1.0263] 
 

64) 一般機械輸入デフレータ（消費税除く） JA_PMACHAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PMACHAT))  =  
- 0.307352 * (LOG(JA_PMACHAT(-1))-0.567677*LOG(JA_FXS(-1))+2.657004）) 
 (-3.2790) 
+ 0.558394 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (17.2328) 
+ 0.001057 
 (0.6252) 
+ CERR   * ERTS_PMACHAT 
[RSQ：0.8431、SER：0.0130、DW：1.5182] 
 

65) 電気機器輸入デフレータ（消費税除く） JA_PELECAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PELECAT))  =  
- 0.171295 * (LOG(JA_PELECAT(-1))-0.324927*LOG(JA_FXS(-1))+0.016841*JA_TIME+0.221576) 
 (-2.4186) 
+ 0.564505 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (7.9636) 
- 0.012859 
 (-3.3257) 
+ CERR   * ERTS_PELECAT 
[RSQ：0.5568、SER：0.0284、DW：2.3742] 
 

66) 輸送用機械輸入デフレータ（消費税除く） JA_PTRANAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PTRANAT))  =  
  -0.288348* (LOG(JA_PTRANAT(-1))-0.43501*LOG(WD_PI(-1))-0.541325*LOG(JA_FXS(-1))+2.546693) 
+ 0.11427 * DEL(1:LOG(WD_PI))      
+ 0.412819 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
+ 0.00013 
+ CERR   * ERTS_PTRANAT 
[RSQ：0.6563、SER：0.0167、DW：1.6611] 
 

67) 機密機器類輸入デフレータ（消費税除く） JA_PPRECAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PPRECAT))  =  
- 0.206942 * (LOG(JA_PPRECAT(-1))-0.465876*LOG(WD_PI(-1))-0.753941*LOG(JA_FXS(-1))+3.514374) 
 (-3.0277) 
+ 0.025902 * DEL(1:LOG(WD_PI)) 
 (0.1983) 
+ 0.5072 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (8.0087) 
- 0.000829 
 (-0.2720) 
+ CERR   * ERTS_PPRECAT 
[RSQ：0.5797、SER：0.0235、DW：1.1922] 
 

68) その他輸入デフレータ（消費税除く） JA_POTHAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_POTHAT))  =  
- 0.19901 * (LOG(JA_POTHAT(-1))-0.579865*LOG(WD_PI(-1))-0.551752*LOG(JA_FXS(-1))+2.618662) 
 (-2.6791) 
+ 0.299102 * DEL(1:LOG(WD_PI)) 
 (2.5880) 
+ 0.566636 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (9.9917) 
+ 0.000329 
 (0.1221) 
+ CERR   * ERTS_POTHAT 
[RSQ：0.6451、SER：0.0208、DW：1.3258] 
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69) サービス輸入デフレータ（消費税除く） JA_PCSPAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 

DEL(1:LOG(JA_PCSPAT))  =  
- 0.16408 * (LOG(JA_PCSPAT(-1))-0.520693*LOG(JA_PIFPAT(-1))-0.450732*LOG(JA_PIHPAT(-1))+0.02657) 
(-2.5131) 

+ 0.663556 * DEL(1:LOG(JA_PIFPAT)) 
 (5.9337) 
+ 0.165626 * DEL(1:LOG(JA_PIHPAT)) 
 (2.0458) 
+ 0.000728 
 (1.4275) 
+ CERR   * ERTS_PCSPAT 
[RSQ：0.6790、SER：0.0028、DW：1.5862] 
 

70) 食料品輸入デフレータ JA_PFOOD  : 
JA_PFOOD  = JA_PFOODAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

71) 繊維製品輸入デフレータ JA_PTEX  : 
JA_PTEX  = JA_PTEXAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

72) 鉱物性燃料輸入のデフレータ JA_PFUEL  : 
JA_PFUEL  = JA_PFUELAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

73) 化学製品輸入デフレータ JA_PCHEM  : 
JA_PCHEM  = JA_PCHEMAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

74) 一般機械輸入デフレータ JA_PMACH  : 
JA_PMACH  = JA_PMACHAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

75) 電気機器輸入デフレータ JA_PELEC  : 
JA_PELEC  = JA_PELECAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

76) 輸送用機械輸入デフレータ JA_PTRAN  : 
JA_PTRAN  = JA_PTRANAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

77) 機密機器類輸入デフレータ JA_PPREC  : 
JA_PPREC  = JA_PPRECAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

78) その他輸入デフレータ JA_POTH  : 
JA_POTH  = JA_POTHAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

79) サービス輸入デフレータ JA_PCSP  : 
JA_PCSP  = JA_PCSPAT*(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

80) 在庫品評価調整額 JA_RNPV  : 
JA_RNPV  = JA_RRNPV * JA_KNPV(-1) *4 
 

81) 公的固定資本ストック(実質) JA_KG  : 
JA_KG  = JA_KGV / JA_PIG 
 

82) 公的固定資本除却(実質) JA_RKG  : 
JA_RKG  = JA_RKGV / JA_PIG(-1) 
 

83) 公的固定資本除却(名目) JA_RKGV  : 
JA_RKGV  = JA_RRKGV * JA_KGV(-1) *4 
 

84) 労働力人口 JA_LF :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_LF)) = 
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- 0.002735 * LOG(JA_LF(-1)/(JA_POP(-1) - JA_POP65(-1))) 
(-1.0951) 

+ 0.074245 * DEL(1:LOG(JA_WPH(-1)/JA_PCPAT(-1))) 
(1.2606) 

+ 0.075176 * DEL(1:LOG(JA_WPH(-2)/JA_PCPAT(-2))) 
(1.3971) 

- 0.005409 * DEL(1:JA_UR) 
(-0.7039) 

+ CERR   * ERTS_LF 
[RSQ：0.0840、SER：0.0043、DW：2.6483] 
 

85) 完全失業率 JA_UR :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_UR)) =  
- 0.181191 * LOG(JA_UR(-1)/JA_UREQ(-1)) 
 (-2.9367) 
- 0.60513 * DEL(1:LOG(JA_CU)) 
 (-3.9723) 
+ 0.242811 * DEL(1:LOG(JA_UR(-2))) 
 (2.3394) 
+ 0.574039 * DEL(1:LOG(JA_UR(-3))) 
 (5.4938) 
+ 0.335944 *(DEL(1:LOG((JA_YWV(-1)+JA_YICV(-1))/ (JA_NIV(-1)+JA_CCAV(-1))/(EXP((716/1000) 
 (2.2365) 

*LOG(1-DELTA)-(284/1000)*(LOG(GAM)+RAM*JA_TIME)+LOG(JA_GDPPOT(-1)) 
-(716/1000)*LOG(JA_WPH(-1)/JA_PGDPAT(-1))))))) 

+ CERR   * ERTS_UR 
[RSQ：0.6543、SER：0.0202、DW：1.8853] 
 

86) 労働時間 JA_LH :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_LH)) = 
- 0.50922 * LOG(JA_LH(-1)/JA_LHEQ(-1)) 
(-4.2890) 

+ 0.444735 * DEL(1:LOG(JA_LH(-2)))   
(3.5546) 

+ 0.260269 * DEL(1:LOG(JA_LH(-3)))   
(1.8473) 

- 0.117753 * DEL(1:LOG(JA_LE(-2))) 
(-0.5651) 

+ 0.086134 * DEL(1:LOG(JA_CU)) 
(1.2076) 

+ CERR   * ERTS_LH 
[RSQ：0.3787、SER：0.0072、DW：2.3293] 
 

87) 就業者数 JA_LE : 
JA_LE = JA_LF * (1 - JA_UR/100) 
 

88) 雇用者数 JA_LW  : 
JA_LW  = JA_LE * JA_RLEW 
 

89) 総生産稼働率 JA_GDPGAP :  
JA_GDPGAP  =  (JA_GDP-JA_GDPPOT) / JA_GDPPOT*100 

 
90) 稼働率指数（製造工業） JA_CU :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 

LOG(JA_CU)  =  
 0.997536 * LOG((100*(((((JA_GDP-JA_ERRPFU)/(GAM*EXP(RAM*JA_TIME)))**(-284/716) 

       (772.4285) 
-(1-DELTA)*((JA_LE*JA_LH)**(-284/716)))/DELTA)**(-714/286))/JA_KFP)) 

+ 0.138515  
(23.9469) 
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+ CERR   * ERTS_CU 
[RSQ：0.9999、SER：0.0006、DW：0.1716] 
 

91) GDPデフレータ(消費税除く） JA_PGDPAT :     [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PGDPAT)) =  

     - 0.005725 * (LOG(JA_PGDPAT(-1))-0.172698*LOG(SUM(i=-12 TO -1 : JA_MK(i))/12) 
      (-0.3397) 

-0.27388+0.001854 *JA_TIMEV(-1)) 
- 0.140329 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-1))) 
 (-1.0546) 
+ 0.13815 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-2))) 
 (1.1548) 
+ 0.294271 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-3))) 
 (2.5160) 
+ 0.166628 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-4))) 
 (1.3498) 
+ 0.085014 * (LOG((JA_GDPGAP+100)/100)+LOG((JA_GDPGAP(-1)+100)/100))/2 
 (2.2026) 
+ 0.007847 * DEL(1:LOG(JA_PMGSAT(-2))) 
 (0.5427) 
- 0.000161 
 (-0.4533) 
+ CERR    * ERTS_PGDPAT 
[RSQ：0.6516、SER：0.0027、DW：2.1327] 
 

92) 企業物価指数 JA_CGPI  : 
JA_CGPI  =  JA_CGPIAT*(1+JA_RTCI*PRTCDPI) 
 

93) 企業物価指数（消費税除く）JA_CGPIAT :     [ 2SLS、1987Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_CGPIAT)) = 
- 0.040935 * (LOG(JA_CGPIAT(-1)) - 0.1159 - 0.001633*JA_TIME(-1)-0.761304*LOG(JA_PGDPAT(-1)) 

     (-0.7677) 
-(1-0.761304)*LOG(JA_PMGSAT(-1))) 

+ 0.090314 * DEL(1:LOG(JA_PMGSAT)) 
 (1.6303) 
+ 0.438995 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT)) 
 (3.0125) 
+ 0.086358 * DEL(1:LOG(JA_CU(-1))) 
 (3.4846) 
- 0.001616 
 (-3.3036) 
+ CERR   * ERTS_CGPIAT 
[RSQ：0.3082、SER：0.0041、DW：1.7758] 
 

94) 民間企業設備投資デフレータ(消費税除く) JA_PIFPAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PIFPAT)) =  
- 0.240448 * (LOG(JA_PIFPAT(-1))-0.799985*LOG(JA_PGDPAT(-1))+0.002882*JA_TIME(-1)-0.250673) 
 (-3.6847) 
+ 0.478133 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT)) 
 (4.6011) 
+ 0.401439 * DEL(1:LOG(JA_PIFPAT(-1))) 
 (4.0490) 
+ 0.012411 * DEL(1:LOG(JA_PMACHAT)) 
 (1.1912) 
- 0.001652 
 (-4.1257) 
+ CERR   * ERTS_PIFPAT 
[RSQ：0.7036、SER：0.0024、DW：2.1380] 
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95) 民間住宅投資デフレータ(消費税除く） JA_PIHPAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PIHPAT/JA_WIPH)) =  
 1.019325 * DEL(1:LOG(JA_PCPAT /JA_WIPH)) 
 (19.6455) 
+ 0.00014 
 (0.2116) 
+ CERR    * ERTS_PIHPAT 
[RSQ：0.8694、SER：0.0046、DW：1.5237] 
 

96) 民間企業在庫投資デフレータ(消費税除く） JA_PINPAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PINPAT)) =  
 0.227221 * DEL(1:LOG(JA_CGPIAT)) 
 (1.4092) 
+ 0.046435 * DEL(1:LOG(JA_PMGSAT)) 
 (1.8079) 
- 0.004784 
 (-6.3828) 
+ CERR  * ERTS_PINPAT 
[RSQ：0.1097、SER：0.0051、DW：0.9248] 
 

97) 政府最終消費支出デフレータ(消費税除く） JA_PCGAT :     [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PCGAT)) =  
- 0.650801 * (LOG(JA_PCGAT(-1))-0.186717*LOG(JA_WIPH(-1))-(1-0.186717)*LOG(JA_PCPAT(-1))-0.159447) 
 (-3.4954) 
- 0.049771 * DEL(1:LOG(JA_PCGAT(-1))) 
 (-0.2955) 
+ 0.099633 * DEL(1:LOG(JA_PCGAT(-2))) 
 (0.7252) 
+ 0.56066 * DEL(1:LOG(JA_PCPAT(-1))) 
 (1.3240) 
- 0.07257 * DEL(1:LOG(JA_SBGVATGDPV(-1))) 
 (-0.7297) 
+ 0.001267 
 (0.6686) 
+ CERR   * ERTS_PCGAT 
[RSQ：0.3704、SER：0.0092、DW：2.0578] 
 

98) 公的固定資本形成デフレータ（消費税除く） JA_PIGAT :     [ OLS、1990Q1 to 2005Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PIGAT)) =  
- 0.093392 * (LOG(JA_PIGAT(-1))-0.863171*LOG(((JA_PIFPAT(-1)*JA_PIHPAT(-1))**0.5)) 

      (-1.4951) 
-(1-0.863171)*LOG(JA_PCGAT(-1))+0.007762) 

+ 0.55181 * DEL(1:LOG(JA_PIFPAT)) 
 (4.3711) 
+ 0.45697 * DEL(1:LOG(JA_PIHPAT)) 
 (4.9340) 
+ 0.064184 * DEL(1:LOG(JA_PCGAT)) 
 (1.5866) 
+ 0.004991 * JA_D03 
 (3.0785) 
+ 0.000131 
 (0.2170) 
+ CERR   * ERTS_PIGAT 
[RSQ：0.6606、SER：0.0033、DW：2.2838] 
 

99) 財貨・サービス輸出デフレータ JA_PXGS :     [ 2SLS、1990Q1 to 2005Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PXGS))  = 
- 0.008501 * (LOG(JA_PXGS(-1))-0.291991*LOG(JA_FXS(-1))+0.852922*LOG(JA_CGPIAT(-1)) 
 (-0.6374) 
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+0.001335*JA_TIME+1.206583) 
+ 0.343533 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (9.0420) 
+ 0.887477 * DEL(1:LOG(JA_CGPIAT)) 
 (2.0951) 
- 0.000794 
(-0.4830) 

+ CERR   * ERTS_PXGS 
[RSQ：0.7704、SER：0.0100、DW：2.0211] 
 

100) GDPデフレータ JA_PGDP  : 
JA_PGDP  =  
 D01Q1* 
(JA_GDPV(-1)+JA_GDPV(-2)+JA_GDPV(-3)+JA_GDPV(-4))/(JA_GDP(-1)+JA_GDP(-2)+JA_GDP(-3)+JA_GDP(-4))* 
(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS)/  
((JA_CPV(-1)+JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-1)+JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP  
+(JA_CGV(-1)+JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-1)+JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-1)+JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4))/(JA_IHP(-1)+JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-1)+JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-1)+JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-1)+JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-1)+JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG 
+((JA_PINP(-1)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-1)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING  
+(JA_XGSV(-1)+JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-1)+JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-1)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-1)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS) 
+D01Q2* 
(JA_GDPV(-2)+JA_GDPV(-3)+JA_GDPV(-4)+JA_GDPV(-5))/(JA_GDP(-2)+JA_GDP(-3)+JA_GDP(-4)+JA_GDP(-5))* 
(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS)/  
((JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4)+JA_CPV(-5))/(JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4)+JA_CP(-5))*JA_CP  
+(JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4)+JA_CGV(-5))/(JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4)+JA_CG(-5))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4)+JA_IHPV(-5))/(JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4)+JA_IHP(-5))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4)+JA_IFPV(-5))/(JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4)+JA_IFP(-5))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4)+JA_IGV(-5))/(JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4)+JA_IG(-5))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING  
+(JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)+JA_XGSV(-5)) 

/(JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4)+JA_XGS(-5))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5)) 

/(JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5) )*JA_MGS) 
+D01Q3* 
(JA_GDPV(-6)+JA_GDPV(-3)+JA_GDPV(-4)+JA_GDPV(-5))/(JA_GDP(-6)+JA_GDP(-3)+JA_GDP(-4)+JA_GDP(-5))* 
(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS)/ 
((JA_CPV(-6)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4)+JA_CPV(-5))/(JA_CP(-6)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4)+JA_CP(-5))*JA_CP  
+(JA_CGV(-6)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4)+JA_CGV(-5))/(JA_CG(-6)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4)+JA_CG(-5))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4)+JA_IHPV(-5))/(JA_IHP(-6)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4)+JA_IHP(-5))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4)+JA_IFPV(-5))/(JA_IFP(-6)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4)+JA_IFP(-5))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-6)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4)+JA_IGV(-5))/(JA_IG(-6)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4)+JA_IG(-5))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING  
+(JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)+JA_XGSV(-5)) 

/(JA_XGS(-6)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4)+JA_XGS(-5))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5)) 

/(JA_MGS(-6)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5) )*JA_MGS) 
+D01Q4* 
(JA_GDPV(-6)+JA_GDPV(-7)+JA_GDPV(-4)+JA_GDPV(-5))/(JA_GDP(-6)+JA_GDP(-7)+JA_GDP(-4)+JA_GDP(-5))* 
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(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 
+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS)/ 

((JA_CPV(-6)+JA_CPV(-7)+JA_CPV(-4)+JA_CPV(-5))/(JA_CP(-6)+JA_CP(-7)+JA_CP(-4)+JA_CP(-5))*JA_CP  
+(JA_CGV(-6)+JA_CGV(-7)+JA_CGV(-4)+JA_CGV(-5))/(JA_CG(-6)+JA_CG(-7)+JA_CG(-4)+JA_CG(-5))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-7)+JA_IHPV(-4)+JA_IHPV(-5))/(JA_IHP(-6)+JA_IHP(-7)+JA_IHP(-4)+JA_IHP(-5))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-7)+JA_IFPV(-4)+JA_IFPV(-5))/(JA_IFP(-6)+JA_IFP(-7)+JA_IFP(-4)+JA_IFP(-5))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-6)+JA_IGV(-7)+JA_IGV(-4)+JA_IGV(-5))/(JA_IG(-6)+JA_IG(-7)+JA_IG(-4)+JA_IG(-5))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-7)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-7)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING  
+(JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-7)+JA_XGSV(-4)+JA_XGSV(-5)) 

/(JA_XGS(-6)+JA_XGS(-7)+JA_XGS(-4)+JA_XGS(-5))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-7)+JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5)) 

/(JA_MGS(-6)+JA_MGS(-7)+JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5))*JA_MGS) 
+D02Q1* 
(JA_GDPV(-1)/JA_GDP(-1))  
*(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS  )  
/((JA_CPV(-1)+JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-1)+JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP  
+(JA_CGV(-1)+JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-1)+JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-1)+JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4))/(JA_IHP(-1)+JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-1)+JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-1)+JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-1)+JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-1)+JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG 
+((JA_PINP(-1)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-1)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING  
+(JA_XGSV(-1)+JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-1)+JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-1)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-1)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS)  
*((JA_CPV(-1)+JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-1)+JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP(-1)  
+(JA_CGV(-1)+JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-1)+JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG(-1)  
+(JA_IHPV(-1)+JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4)) 

/(JA_IHP(-1)+JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP(-1)  
+(JA_IFPV(-1)+JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-1)+JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP(-1)  
+(JA_IGV(-1)+JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-1)+JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG(-1) 
+((JA_PINP(-1)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP(-1)  
+((JA_PING(-1)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING(-1)  
+(JA_XGSV(-1)+JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-1)+JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS(-1) 
-(JA_MGSV(-1)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-1)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS(-1))  
/(JA_PCP(-1)*JA_CP(-1)+JA_PCG(-1)*JA_CG(-1)+JA_PIHP(-1)*JA_IHP(-1)+JA_IFPP(-1)*JA_IFP(-1)+JA_PIG(-1) 
*JA_IG(-1)+JA_PINP(-1)*JA_INP(-1)+JA_PING(-1)*JA_ING(-1)+JA_PXGS(-1)*JA_XGS(-1)-JA_PMGS(-1) 
*JA_MGS(-1))  
+D02Q2* 
(JA_GDPV(-2)/JA_GDP(-2)) 
*(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS  )  
/((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP  
+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4))/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS) 
*((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-2)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-2)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP(-2)  
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+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-2)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-2)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG(-2)  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-2)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4)) 

/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-2)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP(-2)  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-2)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-2)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP(-2)  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-2)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-2)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG(-2) 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-2)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP(-2)  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-2)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING(-2) 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-2)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-2)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS(-2) 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS(-2)) 
/(JA_PCP(-2)*JA_CP(-2)+JA_PCG(-2)*JA_CG(-2)+JA_PIHP(-2)*JA_IHP(-2)+JA_IFPP(-2)*JA_IFP(-2) 

+JA_PIG(-2)*JA_IG(-2)+JA_PINP(-2)*JA_INP(-2)+JA_PING(-2)*JA_ING(-2)+JA_PXGS(-2)*JA_XGS(-2) 
-JA_PMGS(-2)*JA_MGS(-2)) 

+D02Q3* 
(JA_GDPV(-3)/JA_GDP(-3)) 
*(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS  )  
/((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-6)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-6)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP  
+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-6)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-6)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4))/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-6)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-6)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-6)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-6)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-6)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS) 
*((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-6)+JA_CPV(-3)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-6)+JA_CP(-3)+JA_CP(-4))*JA_CP(-3)  
+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-6)+JA_CGV(-3)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-6)+JA_CG(-3)+JA_CG(-4))*JA_CG(-3)  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-3)+JA_IHPV(-4)) 

/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-6)+JA_IHP(-3)+JA_IHP(-4))*JA_IHP(-3)  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-3)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-6)+JA_IFP(-3)+JA_IFP(-4))*JA_IFP(-3)  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-6)+JA_IGV(-3)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-6)+JA_IG(-3)+JA_IG(-4))*JA_IG(-3) 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-3)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP(-3) 
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-3)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING(-3) 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-3)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-6)+JA_XGS(-3)+JA_XGS(-4))*JA_XGS(-3) 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4))*JA_MGS(-3)) 
/(JA_PCP(-3)*JA_CP(-3)+JA_PCG(-3)*JA_CG(-3)+JA_PIHP(-3)*JA_IHP(-3)+JA_IFPP(-3)*JA_IFP(-3) 

+JA_PIG(-3)*JA_IG(-3)+JA_PINP(-3)*JA_INP(-3)+JA_PING(-3)*JA_ING(-3)+JA_PXGS(-3)*JA_XGS(-3) 
-JA_PMGS(-3)*JA_MGS(-3)) 

+D02Q4* 
(JA_GDPV(-4)/JA_GDP(-4)) 
*(JA_PCP*JA_CP+JA_PCG*JA_CG+JA_PIHP*JA_IHP+JA_IFPP*JA_IFP+JA_PIG*JA_IG+JA_PINP*JA_INP 

+JA_PING*JA_ING+JA_PXGS*JA_XGS-JA_PMGS*JA_MGS  )  
/((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-6)+JA_CPV(-7)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-6)+JA_CP(-7)+JA_CP(-4))*JA_CP  
+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-6)+JA_CGV(-7)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-6)+JA_CG(-7)+JA_CG(-4))*JA_CG  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-7)+JA_IHPV(-4))/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-6)+JA_IHP(-7)+JA_IHP(-4))*JA_IHP  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-7)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-6)+JA_IFP(-7)+JA_IFP(-4))*JA_IFP  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-6)+JA_IGV(-7)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-6)+JA_IG(-7)+JA_IG(-4))*JA_IG 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-7)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-7)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-7)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-6)+JA_XGS(-7)+JA_XGS(-4))*JA_XGS 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-7)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)+JA_MGS(-7)+JA_MGS(-4))*JA_MGS) 
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*((JA_CPV(-5)+JA_CPV(-6)+JA_CPV(-7)+JA_CPV(-4))/(JA_CP(-5)+JA_CP(-6)+JA_CP(-7)+JA_CP(-4))*JA_CP(-4)  
+(JA_CGV(-5)+JA_CGV(-6)+JA_CGV(-7)+JA_CGV(-4))/(JA_CG(-5)+JA_CG(-6)+JA_CG(-7)+JA_CG(-4))*JA_CG(-4)  
+(JA_IHPV(-5)+JA_IHPV(-6)+JA_IHPV(-7)+JA_IHPV(-4)) 

/(JA_IHP(-5)+JA_IHP(-6)+JA_IHP(-7)+JA_IHP(-4))*JA_IHP(-4)  
+(JA_IFPV(-5)+JA_IFPV(-6)+JA_IFPV(-7)+JA_IFPV(-4))/(JA_IFP(-5)+JA_IFP(-6)+JA_IFP(-7)+JA_IFP(-4))*JA_IFP(-4)  
+(JA_IGV(-5)+JA_IGV(-6)+JA_IGV(-7)+JA_IGV(-4))/(JA_IG(-5)+JA_IG(-6)+JA_IG(-7)+JA_IG(-4))*JA_IG(-4) 
+((JA_PINP(-5)+JA_PINP(-6)+JA_PINP(-7)+JA_PINP(-4))/4)*JA_INP(-4)  
+((JA_PING(-5)+JA_PING(-6)+JA_PING(-7)+JA_PING(-4))/4)*JA_ING(-4) 
+(JA_XGSV(-5)+JA_XGSV(-6)+JA_XGSV(-7)+JA_XGSV(-4)) 

/(JA_XGS(-5)+JA_XGS(-6)+JA_XGS(-7)+JA_XGS(-4))*JA_XGS(-4) 
-(JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-7)+JA_MGSV(-4)) 

/(JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)+JA_MGS(-7)+JA_MGS(-4))*JA_MGS(-4)) 
/(JA_PCP(-4)*JA_CP(-4)+JA_PCG(-4)*JA_CG(-4)+JA_PIHP(-4)*JA_IHP(-4)+JA_IFPP(-4)*JA_IFP(-4) 

+JA_PIG(-4)*JA_IG(-4)+JA_PINP(-4)*JA_INP(-4)+JA_PING(-4)*JA_ING(-4)+JA_PXGS(-4)*JA_XGS(-4) 
-JA_PMGS(-4)*JA_MGS(-4)) 

 
101) 消費税による GDPデフレータ上昇率 JA_PRTCPGD  : 

JA_PRTCPGD  = ((JA_GDPV/JA_GDPVEXCT)-1)/(JA_RTCI+0.0000000001) 
 

102) 民間最終消費支出デフレータ JA_PCP : 
JA_PCP  = JA_PCPAT*(1+JA_RTCI*PRTCPCP)  
 

103) 民間住宅投資デフレータ JA_PIHP  : 
JA_PIHP  = JA_PIHPAT*(1+JA_RTCI*PRTCPIH) 
 

104) 民間企業在庫投資デフレータ JA_PINP    : 
JA_PINP  = JA_PINPAT*(1+JA_RTCI*PRTCPIN) 
 

105) 政府最終消費支出デフレータ JA_PCG  : 
JA_PCG  =  JA_PCGAT*(1+JA_RTCI*PRTCPCG) 
 

106) 公的固定資本形成デフレータ JA_PIG  : 
JA_PIG  = JA_PIGAT*(1+JA_RTCI*PRTCPIG) 
 

107) 財貨・サービスの輸入デフレータ JA_PMGS 
JA_PMGS  =  
D01Q1* 
(JA_MGSV(-1)+JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4))/(JA_MGS(-1)+JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH 

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-1)+JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)) 

/(JA_FOOD(-1)+JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-1)+JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)) 

/(JA_TEX(-1)+JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-1)+JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)) 

/(JA_FUEL(-1)+JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-1)+JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)) 

/(JA_CHEM(-1)+JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-1)+JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)) 

/(JA_MACH(-1)+JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-1)+JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)) 

/(JA_ELEC(-1)+JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-1)+JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)) 

/(JA_TRAN(-1)+JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-1)+JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)) 

/(JA_PREC(-1)+JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-1)+JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)) 

/(JA_OTH(-1)+JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4))*JA_OTH  
+(JA_CSPV(-1)+JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)) 
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/(JA_CSP(-1)+JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4))*JA_CSP) 
+D01Q2* 
(JA_MGSV(-2)+JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5))/(JA_MGS(-2)+JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH  

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)) 

/(JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)) 

/(JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)) 

/(JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)) 

/(JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)) 

/(JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)) 

/(JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)) 

/(JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)) 

/(JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)) 

/(JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5))*JA_OTH  
+(JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)) 

/(JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5))*JA_CSP) 
+D01Q3* 
(JA_MGSV(-3)+JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6))/(JA_MGS(-3)+JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH 

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)) 

/(JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)) 

/(JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)) 

/(JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)) 

/(JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)) 

/(JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)) 

/(JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)) 

/(JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)) 

/(JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)) 

/(JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6))*JA_OTH  
+(JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)) 

/(JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6))*JA_CSP) 
+D01Q4* 
(JA_MGSV(-4)+JA_MGSV(-5)+JA_MGSV(-6)+JA_MGSV(-7))/(JA_MGS(-4)+JA_MGS(-5)+JA_MGS(-6)+JA_MGS(-7)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH 

+JA_ELEC*JA_PELEC +JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)+JA_FOODV(-7)) 

/(JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6)+JA_FOOD(-7))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)+JA_TEXV(-7)) 

/(JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6)+JA_TEX(-7))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)+JA_FUELV(-7)) 

/(JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6)+JA_FUEL(-7))*JA_FUEL  
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+(JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)+JA_CHEMV(-7)) 
/(JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6)+JA_CHEM(-7))*JA_CHEM  

+(JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)+JA_MACHV(-7)) 
/(JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6)+JA_MACH(-7))*JA_MACH  

+(JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)+JA_ELECV(-7)) 
/(JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6)+JA_ELEC(-7))*JA_ELEC  

+(JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)+JA_TRANV(-7)) 
/(JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6)+JA_TRAN(-7))*JA_TRAN  

+(JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)+JA_PRECV(-7)) 
/(JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6)+JA_PREC(-7))*JA_PREC  

+(JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)+JA_OTHV(-7)) 
/(JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6)+JA_OTH(-7))*JA_OTH  

+(JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)+JA_CSPV(-7)) 
/(JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6)+JA_CSP(-7))*JA_CSP) 

+D02Q1* 
(JA_MGSV(-1)/JA_MGS(-1)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH 

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP)  
/((JA_FOODV(-1)+JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)) 

/(JA_FOOD(-1)+JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-1)+JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)) 

/(JA_TEX(-1)+JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-1)+JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)) 

/(JA_FUEL(-1)+JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-1)+JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)) 

/(JA_CHEM(-1)+JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-1)+JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)) 

/(JA_MACH(-1)+JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-1)+JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)) 

/(JA_ELEC(-1)+JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-1)+JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)) 

/(JA_TRAN(-1)+JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-1)+JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)) 

/(JA_PREC(-1)+JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-1)+JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)) 

/(JA_OTH(-1)+JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4))*JA_OTH  
+(JA_CSPV(-1)+JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)) 

/(JA_CSP(-1)+JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4))*JA_CSP)  
*((JA_FOODV(-1)+JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)) 

/(JA_FOOD(-1)+JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4))*JA_FOOD(-1)  
+(JA_TEXV(-1)+JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)) 

/(JA_TEX(-1)+JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4))*JA_TEX(-1) 
+(JA_FUELV(-1)+JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)) 

/(JA_FUEL(-1)+JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4))*JA_FUEL(-1)  
+(JA_CHEMV(-1)+JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)) 

/(JA_CHEM(-1)+JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4))*JA_CHEM(-1)  
+(JA_MACHV(-1)+JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)) 

/(JA_MACH(-1)+JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4))*JA_MACH(-1) 
+(JA_ELECV(-1)+JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)) 

/(JA_ELEC(-1)+JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4))*JA_ELEC(-1) 
+(JA_TRANV(-1)+JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)) 

/(JA_TRAN(-1)+JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4))*JA_TRAN(-1) 
+(JA_PRECV(-1)+JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)) 

/(JA_PREC(-1)+JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4))*JA_PREC(-1) 
+(JA_OTHV(-1)+JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)) 

/(JA_OTH(-1)+JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4))*JA_OTH(-1) 
+(JA_CSPV(-1)+JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)) 

/(JA_CSP(-1)+JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4))*JA_CSP(-1)) 
/(JA_FOOD(-1)*JA_PFOOD(-1)+JA_TEX(-1)*JA_PTEX(-1)+JA_FUEL(-1)*JA_PFUEL(-1) 
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+JA_CHEM(-1)*JA_PCHEM(-1)+JA_MACH(-1)*JA_PMACH(-1)+JA_ELEC(-1)*JA_PELEC(-1)+JA_TRAN(-1) 
*JA_PTRAN(-1)+JA_PREC(-1)*JA_PPREC(-1)+JA_OTH(-1)*JA_POTH(-1)+JA_CSP(-1)*JA_PCSP(-1))  

+D02Q2* 
(JA_MGSV(-2)/JA_MGS(-2)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)) 

/(JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)) 

/(JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)) 

/(JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)) 

/(JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)) 

/(JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)) 

/(JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)) 

/(JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)) 

/(JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)) 

/(JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5))*JA_OTH  
+(JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)) 

/(JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5))*JA_CSP) 
*((JA_FOODV(-2)+JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)) 

/(JA_FOOD(-2)+JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5))*JA_FOOD(-2)  
+(JA_TEXV(-2)+JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)) 

/(JA_TEX(-2)+JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5))*JA_TEX(-2) 
+(JA_FUELV(-2)+JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)) 

/(JA_FUEL(-2)+JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5))*JA_FUEL(-2)  
+(JA_CHEMV(-2)+JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)) 

/(JA_CHEM(-2)+JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5))*JA_CHEM(-2)  
+(JA_MACHV(-2)+JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)) 

/(JA_MACH(-2)+JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5))*JA_MACH(-2) 
+(JA_ELECV(-2)+JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)) 

/(JA_ELEC(-2)+JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5))*JA_ELEC(-2) 
+(JA_TRANV(-2)+JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)) 

/(JA_TRAN(-2)+JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5))*JA_TRAN(-2) 
+(JA_PRECV(-2)+JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)) 

/(JA_PREC(-2)+JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5))*JA_PREC(-2) 
+(JA_OTHV(-2)+JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)) 

/(JA_OTH(-2)+JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5))*JA_OTH(-2) 
+(JA_CSPV(-2)+JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)) 

/(JA_CSP(-2)+JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5))*JA_CSP(-2)) 
/(JA_FOOD(-2)*JA_PFOOD(-2)+JA_TEX(-2)*JA_PTEX(-2)+JA_FUEL(-2)*JA_PFUEL(-2)+JA_CHEM(-2) 

*JA_PCHEM(-2)+JA_MACH(-2)*JA_PMACH(-2)+JA_ELEC(-2)*JA_PELEC(-2)+JA_TRAN(-2)*JA_PTRAN(-2) 
+JA_PREC(-2)*JA_PPREC(-2)+JA_OTH(-2)*JA_POTH(-2)+JA_CSP(-2)*JA_PCSP(-2)) 

+D02Q3* 
(JA_MGSV(-3)/JA_MGS(-3)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)) 

/(JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)) 

/(JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)) 

/(JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6))*JA_FUEL  
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+(JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)) 
/(JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6))*JA_CHEM  

+(JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)) 
/(JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6))*JA_MACH  

+(JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)) 
/(JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6))*JA_ELEC  

+(JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)) 
/(JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6))*JA_TRAN  

+(JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)) 
/(JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6))*JA_PREC  

+(JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)) 
/(JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6))*JA_OTH  

+(JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)) 
/(JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6))*JA_CSP) 

*((JA_FOODV(-3)+JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)) 
/(JA_FOOD(-3)+JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6))*JA_FOOD(-3)  

+(JA_TEXV(-3)+JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)) 
/(JA_TEX(-3)+JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6))*JA_TEX(-3) 

+(JA_FUELV(-3)+JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)) 
/(JA_FUEL(-3)+JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6))*JA_FUEL(-3)  

+(JA_CHEMV(-3)+JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)) 
/(JA_CHEM(-3)+JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6))*JA_CHEM(-3)  

+(JA_MACHV(-3)+JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)) 
/(JA_MACH(-3)+JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6))*JA_MACH(-3) 

+(JA_ELECV(-3)+JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)) 
/(JA_ELEC(-3)+JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6))*JA_ELEC(-3) 

+(JA_TRANV(-3)+JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)) 
/(JA_TRAN(-3)+JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6))*JA_TRAN(-3) 

+(JA_PRECV(-3)+JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)) 
/(JA_PREC(-3)+JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6))*JA_PREC(-3) 

+(JA_OTHV(-3)+JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)) 
/(JA_OTH(-3)+JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6))*JA_OTH(-3) 

+(JA_CSPV(-3)+JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)) 
/(JA_CSP(-3)+JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6))*JA_CSP(-3)) 

/(JA_FOOD(-3)*JA_PFOOD(-3)+JA_TEX(-3)*JA_PTEX(-3)+JA_FUEL(-3)*JA_PFUEL(-3)+JA_CHEM(-3) 
*JA_PCHEM(-3)+JA_MACH(-3)*JA_PMACH(-3)+JA_ELEC(-3)*JA_PELEC(-3)+JA_TRAN(-3)*JA_PTRAN(-3) 
+JA_PREC(-3)*JA_PPREC(-3)+JA_OTH(-3)*JA_POTH(-3)+JA_CSP(-3)*JA_PCSP(-3)) 

+D02Q4* 
(JA_MGSV(-4)/JA_MGS(-4)) 
*(JA_FOOD*JA_PFOOD+JA_TEX*JA_PTEX+JA_FUEL*JA_PFUEL+JA_CHEM*JA_PCHEM+JA_MACH*JA_PMACH

+JA_ELEC*JA_PELEC+JA_TRAN*JA_PTRAN+JA_PREC*JA_PPREC+JA_OTH*JA_POTH+JA_CSP*JA_PCSP) 
/((JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)+JA_FOODV(-7)) 

/(JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6)+JA_FOOD(-7))*JA_FOOD  
+(JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)+JA_TEXV(-7)) 

/(JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6)+JA_TEX(-7))*JA_TEX  
+(JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)+JA_FUELV(-7)) 

/(JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6)+JA_FUEL(-7))*JA_FUEL  
+(JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)+JA_CHEMV(-7)) 

/(JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6)+JA_CHEM(-7))*JA_CHEM  
+(JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)+JA_MACHV(-7)) 

/(JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6)+JA_MACH(-7))*JA_MACH  
+(JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)+JA_ELECV(-7)) 

/(JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6)+JA_ELEC(-7))*JA_ELEC  
+(JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)+JA_TRANV(-7)) 

/(JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6)+JA_TRAN(-7))*JA_TRAN  
+(JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)+JA_PRECV(-7)) 

/(JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6)+JA_PREC(-7))*JA_PREC  
+(JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)+JA_OTHV(-7)) 

/(JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6)+JA_OTH(-7))*JA_OTH  
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+(JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)+JA_CSPV(-7)) 
/(JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6)+JA_CSP(-7))*JA_CSP) 

*((JA_FOODV(-4)+JA_FOODV(-5)+JA_FOODV(-6)+JA_FOODV(-7)) 
/(JA_FOOD(-4)+JA_FOOD(-5)+JA_FOOD(-6)+JA_FOOD(-7))*JA_FOOD(-4)  

+(JA_TEXV(-4)+JA_TEXV(-5)+JA_TEXV(-6)+JA_TEXV(-7)) 
/(JA_TEX(-4)+JA_TEX(-5)+JA_TEX(-6)+JA_TEX(-7))*JA_TEX(-4) 

+(JA_FUELV(-4)+JA_FUELV(-5)+JA_FUELV(-6)+JA_FUELV(-7)) 
/(JA_FUEL(-4)+JA_FUEL(-5)+JA_FUEL(-6)+JA_FUEL(-7))*JA_FUEL(-4)  

+(JA_CHEMV(-4)+JA_CHEMV(-5)+JA_CHEMV(-6)+JA_CHEMV(-7)) 
/(JA_CHEM(-4)+JA_CHEM(-5)+JA_CHEM(-6)+JA_CHEM(-7))*JA_CHEM(-4)  

+(JA_MACHV(-4)+JA_MACHV(-5)+JA_MACHV(-6)+JA_MACHV(-7)) 
/(JA_MACH(-4)+JA_MACH(-5)+JA_MACH(-6)+JA_MACH(-7))*JA_MACH(-4) 

+(JA_ELECV(-4)+JA_ELECV(-5)+JA_ELECV(-6)+JA_ELECV(-7)) 
/(JA_ELEC(-4)+JA_ELEC(-5)+JA_ELEC(-6)+JA_ELEC(-7))*JA_ELEC(-4) 

+(JA_TRANV(-4)+JA_TRANV(-5)+JA_TRANV(-6)+JA_TRANV(-7)) 
/(JA_TRAN(-4)+JA_TRAN(-5)+JA_TRAN(-6)+JA_TRAN(-7))*JA_TRAN(-4) 

+(JA_PRECV(-4)+JA_PRECV(-5)+JA_PRECV(-6)+JA_PRECV(-7)) 
/(JA_PREC(-4)+JA_PREC(-5)+JA_PREC(-6)+JA_PREC(-7))*JA_PREC(-4) 

+(JA_OTHV(-4)+JA_OTHV(-5)+JA_OTHV(-6)+JA_OTHV(-7)) 
/(JA_OTH(-4)+JA_OTH(-5)+JA_OTH(-6)+JA_OTH(-7))*JA_OTH(-4) 

+(JA_CSPV(-4)+JA_CSPV(-5)+JA_CSPV(-6)+JA_CSPV(-7)) 
/(JA_CSP(-4)+JA_CSP(-5)+JA_CSP(-6)+JA_CSP(-7))*JA_CSP(-4)) 

/(JA_FOOD(-4)*JA_PFOOD(-4)+JA_TEX(-4)*JA_PTEX(-4)+JA_FUEL(-4)*JA_PFUEL(-4)+JA_CHEM(-4) 
*JA_PCHEM(-4)+JA_MACH(-4)*JA_PMACH(-4)+JA_ELEC(-4)*JA_PELEC(-4)+JA_TRAN(-4)*JA_PTRAN(-4) 
+JA_PREC(-4)*JA_PPREC(-4)+JA_OTH(-4)*JA_POTH(-4)+JA_CSP(-4)*JA_PCSP(-4)) 

 
108) 財貨・サービスの輸入デフレータ(消費税除く）JA_PMGSAT  : 

JA_PMGSAT  = JA_PMGS/(1+JA_RTCI*JA_PRTC) 
 

109) 民間最終消費支出デフレータ（消費税除く） JA_PCPAT :     [ 2SLS、1991Q1 to 2005Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PCPAT)) =  
- 0.282349 *(LOG(JA_PCPAT(-1))-(1-0.007136)*LOG(JA_PGDPAT(-1))-0.007136*LOG(JA_PFUELAT(-1)) 

      (-2.684９) 
+ 0.081725-0.000858*JA_TIME(-1) )) 

+1.000409 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT)) 
 (5.8697) 
+ 0.048241 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-1))) 
 (0.5370) 
+ 0.019023 * DEL(1:LOG(JA_PFUELAT)) 
 (2.9187) 
+ 0.000687 
 (2.0889) 
+ CERR   * ERTS_PCPAT 
[RSQ：0.7488、SER：0.0020、DW：1.8814] 
 

110) GDPデフレータ対前期差 JA_PGDPD : 
JA_PGDPD  = (JA_PGDP - JA_PGDP(-1)) / JA_PGDP(-1) * 400  
 

111) 完全雇用 GDPJA_GDPPOT :  
JA_GDPPOT = GAM*EXP(RAM*JA_TIME)*(DELTA*((JA_KFP*JA_AVCU/100)**(-284/716)) 
                                  +(1-DELTA)*((JA_LF*JA_LHEQ*(1-JA_UREQ/100))**(-284/716)))**(-716/284) 

112) 雇用者一人あたり俸給・賃金 JA_WIPH  : 
JA_WIPH  = JA_WI / JA_LH 
 

113) 賃金・俸給 JA_WI :  
JA_WI  = JA_YWIV / JA_LW 
 

114) 個人企業所得 JA_YICV :     [ OLS、1990Q1 to 2005Q1 ] 
DEL(1:LOG(JA_YICV)) =  
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- 0.372221 * (LOG(JA_YICV(-1))-0.848634*LOG(JA_YWV(-1))-(-0.000281*JA_RCD(-1))) 
 (-3.8276) 
- 0.087707 * DEL(1:LOG(JA_YICV(-1))) 
 (-0.7279) 
- 0.058706 * DEL(1:JA_RCD(-1))     
 (-3.3501) 
+ 0.177504 * DEL(1:LOG(JA_YWV(-1))) 
 (0.3314) 
+ CERR   * ERTS_YICV+JA_ACAYICV 
[RSQ：0.3183、SER：0.0484、DW：2.0236] 
 

115) 家計財産所得 JA_YIEV :     [ 2SLS、1990Q3 to 2005Q1 ] 
DEL(1:JA_YIEV/JA_NWCV(-1)) =  
  0.076055 * DEL(1:JA_NIV(-1) /JA_NWCV(-2)) 
 (2.6089) 
+ 1.93E-05 * DEL(1:(JA_PSHARE(-2)-JA_PSHARE(-6))/JA_PSHARE(-6)*100) 
 (2.5140) 
+ 0.001404 * DEL(1:JA_RCD) 
 (3.1444) 
+ 0.000608 * DEL(1:JA_RGB(-3)) 
 (2.1269) 
+ CERR   * ERTS_YIEV+JA_ACAYIEV 
[RSQ：0.3229、SER：0.0008、DW：2.7275] 

 
116) 法人企業所得 JA_YCV : 

JA_YCV = JA_NIV-JA_YWV-(JA_YIV+JA_YICV)  
 

117) 法人企業所得（税引後） JA_YCVAT : 
JA_YCVAT  = SUM(i=-3 TO 0 : JA_YCV(i))/4*(1-JA_ETT) 
 

118) 社会保障雇主負担 JA_YOLIV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_YOLIV)) =  
- 0.2563 * (LOG(JA_YOLIV(-1))-0.653033*LOG(JA_CSSV(-1))-3.495985) 
(-2.1709) 

+ 0.278116 * DEL(1:LOG(JA_CSSV)) 
(2.7554) 
- 0.091213 * DEL(1:LOG(JA_CSSV(-1))) 
(-0.8676) 

+ CERR   * ERTS_YOLIV+JA_ACAYOLIV 
[RSQ：0.2254、SER：0.0261、DW：1.8859] 
 

119) 固定資本減耗 JA_CCAV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
LOG(JA_CCAV)  = 
 0.98715 * LOG(JA_RFPV+JA_RHPV+JA_RKGV) 
 (613.5033) 
+ CERR * ERTS_CCAV+JA_ACACCAV 
[RSQ：0.9998、SER：0.1442、DW：1.7721] 
 

120) 民間企業在庫品評価調整額 JA_INPVA :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
JA_INPVA  =  
 1.00086 * DEL(1:JA_PINP)*JA_KNP(-1)*4 
 (1342.0722) 
+ CERR * ERTS_INPVA+JA_ACAINPVA   
[RSQ：0.9999、SER：12.5551、DW：0.9860] 
 

121) 個人可処分所得 JA_YDV : 
JA_YDV  = JA_YWV + JA_BSSV + JA_YIEV + JA_YICV + JA_OTYDV - JA_TYPV - JA_CSSV 
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122) 労働所得（実質）JA_YL : 
JA_YL  = JA_YLV / JA_PGDP 
 

123) 労働所得（名目）JA_YLV : 
JA_YLV  = JA_YDV - JA_YIEV - JA_OTYDV 
 

124) 人的資本及び家計保有の実質純資産 JA_HK  : 
JA_HK = (( 1+(SUM( i=-19 TO 0 : JA_RGB(i))/20)/100)*(1-((1+(SUM(i=-19 TO 0 :((JA_YLV(i)-JA_YLV(i-4)) / 
JA_YLV(i-4))) / 20)) 
 / (1+(SUM(i=-19 TO 0 : JA_RGB(i))/20)/100)) ** 40)/((SUM(i=-19 TO 0 : JA_RGB(i))/20)/100-(SUM(i=-19 TO 0 : 
((JA_YLV(i)-JA_YLV(i-4))/JA_YLV(i-4)))/20)) 

* SUM(i=-3 TO 0 :JA_YLV(i))/4 + JA_NWCV(-1) )/JA_PCP 
 

125) 雇用者所得 JA_YWV :    [ OLS、1989Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(((JA_YWV+JA_YICV)/(JA_NIV+JA_CCAV)))) =  

- 0.021074 * (LOG(((JA_YWV(-1)+JA_YICV(-1))/(JA_NIV(-1)+JA_CCAV(-1)))/((1-DELTA)*(JA_GDP(-1) 
       (-0.2017) 

/(GAM*EXP(RAM*JA_TIME(-1))*(JA_LE(-1)*JA_LH(-1))))**(284/716)))) 
- 0.324868 * DEL(1:LOG(((JA_YWV(-1)+JA_YICV(-1))/(JA_NIV(-1)+JA_CCAV(-1))))) 
 (-2.0908) 
- 0.307801 * DEL(1:LOG(((JA_YWV(-2)+JA_YICV(-2))/(JA_NIV(-2)+JA_CCAV(-2))))) 
 (-2.0851) 
- 0.195057 * DEL(1:LOG(((JA_YWV(-3)+JA_YICV(-3))/(JA_NIV(-3)+JA_CCAV(-3))))) 
 (-1.4013) 
- 0.156953 * DEL(1:LOG(((JA_YWV(-4)+JA_YICV(-4))/(JA_NIV(-4)+JA_CCAV(-4))))) 
 (-1.2228) 
- 0.163812 * DEL(1:LOG(JA_CU/100)) 
 (-1.5697) 
- 0.4348 * DEL(1:LOG((JA_GDPGAP+100)/100)) 
 (-1.8983) 
- 0.00245 
 (-0.3869) 
+ CERR   * ERTS_YWV 

[RSQ：0.2374、SER：0.0152、DW：1.9847] 
 

126) 賃金・俸給総額 JA_YWIV  : 
JA_YWIV  = JA_YWV - JA_YOLIV 
 

127) 一人当たり雇用者所得 JA_W  : 
JA_W  = JA_YWV / JA_LW 
 

128) 労働時間当たり雇用者所得(一人当たり)JA_WPH  :  
JA_WPH  = JA_W / JA_LH 
 

129) 要素価格表示国民所得 JA_NIV  : 
JA_NIV  = JA_GDPV - JA_CCAV - JA_ITAXV + JA_SUBV + (JA_RTRIV-JA_PTRIV) - JA_SDV 
 

130) 財産所得 JA_YIV  : 
JA_YIV  = JA_YIEV + JA_YIGV 
 

131) 金融純資産 JA_FNWV  : 
JA_FNWV  = JA_SBGV + JA_SBCV 
 

132) 民間企業粗資本ストック（名目）JA_KFPV  : 
JA_KFPV  = JA_KFPV(-1)*(JA_IFPP/JA_IFPP(-1)) + JA_IFPV/4 - (JA_RFPV/4)*(JA_IFPP/JA_IFPP(-1)) 
 

133) 民間住宅ストック（名目）JA_KHPV  : 
JA_KHPV  = JA_KHPV(-1)*(JA_PIHP/JA_PIHP(-1)) + JA_IHPV/4 - (JA_RHPV/4)*(JA_PIHP/JA_PIHP(-1)) 
 



 113

134) 民間企業在庫ストック（名目） JA_KNPV  : 
JA_KNPV  = JA_KNPV(-1)*(JA_PINP/JA_PINP(-1)) + JA_INPV/4 - (JA_RNPV/4)*(JA_PINP/JA_PINP(-1)) 
 

135) 民間総資本ストック（名目） JA_KPV  : 
JA_KPV  = JA_KFPV + JA_KHPV + JA_KNPV 
 

136) 公的固定資本ストック(名目) JA_KGV  : 
JA_KGV  = JA_KGV(-1)*(JA_PIG/JA_PIG(-1)) + JA_IGV/4 - (JA_RKGV/4)*(JA_PIG/JA_PIG(-1)) 
 

137) 純資産 JA_NWV  : 
JA_NWV  = JA_FNWV + JA_KPV 
 

138) 純資産（総額） JA_NWTV  : 
JA_NWTV  = JA_FNWV + JA_LANDT + JA_SHARETV + JA_KHPV 
 

139) 株式総額 JA_SHARETV  : 
JA_SHARETV  = JA_PSHARE*JA_RSHARET 
 

140) 純資産（家計保有分） JA_NWCV  : 
JA_NWCV  = JA_FNWV + JA_LANDV + JA_SHAREV + JA_KHPV 
 

141) 株式総額（家計保有分） JA_SHAREV  : 
JA_SHAREV  = JA_PSHARE*JA_RSHARE 
 

142) 土地総額（家計保有分） JA_LANDV  : 
JA_LANDV  = JA_PLAND*JA_RLAND 
 

143) 土地総額（総額） JA_LANDT  : 
JA_LANDT  = JA_PROLA*JA_LANDV 

 
144) 個人税及び罰金、手数料 JA_TYPV :    [ OLS、1988Q1 to 2005Q1 ] 

DEL(1:LOG(JA_TYPV+JA_TPSV)) =  
    - 0.127554 * (LOG(JA_TYPV(-1)+JA_TPSV(-1))-1.130316*LOG(JA_YWIV(-1)+JA_YICV(-1)+JA_YIEV(-1))+3.523025) 

 (-1.6877) 
+ 0.376501 * DEL(1:SUM(i=-1 TO 0 :LOG(JA_YWIV(i)+JA_YICV(i)+JA_YIEV(i)))) 
 (1.0730) 
- 0.462433 * DEL(1:LOG(JA_TYPV(-1)+JA_TPSV(-1))) 
 (-4.1493) 
+ 0.007609 
 (1.0448) 
+ CERR   * ERTS_TYPV 
[RSQ：0.3079、SER：0.0578、DW：2.1928] 
 

145) 民間法人企業税及び罰金 JA_TYCV  : 
JA_TYCV  = JA_ETT * SUM(i=-3 TO 0 : JA_YCV(i)) / 4 
 

146) モデル上の法人実効税率 JA_ETT :    [ OLS、1989Q1 to 2004Q4 ] 
LOG((3.0*JA_TT-JA_ETT)/(JA_ETT-JA_TT/3.0)) =  
- 0.121632 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT))*400 
 (-2.9448) 
- 0.156912 * DEL(1:LOG(JA_PGDPAT(-1)))*400 
 (-3.8398) 
+ 1.279963 
 (22.1983) 
+ CERR   * ERTS_ETT 
[RSQ：0.4828、SER：0.4593、DW：0.5653] 
 

147) 消費税 JA_TCIV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
LOG(JA_TCIV)  =  
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0.942887 * LOG(JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPCP)*JA_CPV+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPIH)*JA_IHPV 
      (517.8218) 

+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPCG)*JA_CGV+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPIG)*JA_IGV) 
- 0.032355*JA_DTCIC2*LOG(JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPCP)*JA_CPV+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPIH)*JA_IHPV 

      (-6.5388) 
+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPCG)*JA_CGV+JA_RTCI/(1+JA_RTCI*PRTCPIG)*JA_IGV) 

+ 0.07455* JA_D972C 
 (2.9512) 
+ CERR   * ERTS_TCIV 
[RSQ：0.9999、SER：0.0917、DW：1.1062] 
 

148) その他間接税 JA_OITAXV :    [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_OITAXV))  =  
- 0.745647 * LOG(JA_OITAXV(-1)/(JA_GDPV(-1))) 
 (-6.3291) 
- 2.098311 
 (-6.3312) 
+ CERR   * ERTS_OITAXV 
[RSQ：0.4085、SER：0.0483、DW：1.9975] 
 

149) 間接税 JA_ITAXV : 
JA_ITAXV  = JA_TCIV + JA_TCSTV + JA_OITAXV 
 

150) 一般政府財産所得 JA_YIGV :     [ OLS、1990Q4 to 2005Q1 ] 
JA_YIGV/(-1*JA_SBGV(-1)) = 
- 0.000472 * JA_RGB 
 (-0.9210) 
+ 0.000773 * JA_RGB(-1) 
 (1.5845) 
+ 0.674744 * JA_YIGV(-1)/(-1*JA_SBGV(-2)) 
 (6.0048) 
- 0.001621 * JA_D941 
 (-1.3503) 
+ 0.002638  
 (2.6624) 
+ CERR   * ERTS_YIGV 
[RSQ：0.7794、SER：0.0011、DW：2.7467] 
 

151) 社会保障給付 JA_BSSV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
LOG(JA_BSSV) = 
 0.353455 * LOG(JA_SB*JA_WIPH*JA_POP65) 
 (3.1347) 
+ 0.309811 * LOG(JA_WIPH*JA_UR*JA_LF/100) 
 (5.2106) 
+ 4.382456 
 (3.3856) 
+ CERR  * ERTS_BSSV 
[RSQ：0.9582、SER：0.0399、DW：0.9264] 
 

152) 社会保障負担 JA_CSSV :    [ OLS、1990Q1 to 2005Q1 ] 
DEL(1:LOG(JA_CSSV))  = 
- 0.431546 * (LOG(JA_CSSV(-1)/(EXP(1.593385)*(JA_SR(-1)*JA_YWIV(-1))**0.870117))) 

 (-4.5191) 
+ 0.017528* DEL(1:LOG(JA_SR*JA_YWIV)) 
 (0.1240) 
+ 0.278654* DEL(1:LOG(JA_CSSV (-2))) 
 (1.9298) 
- 0.195265 * DEL(1:LOG(JA_CSSV (-3))) 
 (-1.3474) 
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+ CERR   * ERTS_CSSV 
[RSQ：0.4195、SER：0.0349、DW：1.9927] 
 

153) 租税総額 JA_TAXV : 
JA_TAXV  = JA_TYPV + JA_TYCV + JA_ITAXV 
 

154) 関税 JA_TCSTV  : 
JA_TCSTV  = JA_RTCST * JA_MGSV 
 

155) 一般政府財政バランス JA_BGV  : 
JA_BGV  = JA_TAXV + JA_CSSV + JA_YIGV + JA_OTNGV - JA_CGV - JA_IGV - JA_BSSV - JA_SUBV 
 

156) 一般政府累積財政赤字 JA_SBGV : 
JA_SBGV  = JA_SBGV(-1) - JA_BGV/4 + JA_RSBGV 
 

157) 一般政府財政バランス対名目 GDP比 JA_BGVATGDPV  : 
JA_BGVATGDPV  = JA_BGV/JA_GDPV*100 
 

158) 一般政府累積財政赤字対名目 GDP比 JA_SBGVATGDPV  : 
JA_SBGVATGDPV  = JA_SBGV/JA_GDPV*100 
 

159) マネーサプライ（M2+CD,平均残高） JA_M2CD :    [ 2SLS、1986Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_M2CD))= 
- 0.062424 * (LOG(JA_M2CD(-1))-(-0.186483-0.037171*JA_RCD(-1))-(1-0.219562)*LOG(JA_GDPV(-1)) 

     (-4.1623) 
-0.219562*LOG(JA_NWTV(-2))) 

+ 0.021142 * LOG(JA_NWTV(-1)/JA_M2CD(-1)) 
 (1.7101) 
+ 0.388772 * DEL(1:LOG(JA_GDPV)) 
 (1.9748) 
+ 0.275383 * DEL(1:LOG(JA_GDPV(-1))) 
 (2.9348) 
+ 0.10263 * DEL(1:LOG(JA_GDPV(-2))) 
 (1.1772) 
- 0.002892 * DEL(1:JA_RCD) 
(-0.9301) 

+ 0.014761 * JA_D983C 
(4.1350) 

+ 0.015452 * JA_D901C902 
 (3.0583) 
+ 0.012779 * JA_D974C981 
 (2.5034) 
- 0.036724 
 (-1.7209) 
+ CERR   * ERTS_M2CD 
[RSQ：0.6155、SER：0.0061、DW：1.0148] 
 

160) マーシャルのＫJA_MK  : 
JA_MK  = JA_M2CD/JA_GDP 

 
161) ＣＤレート（名目） JA_RCD : 

JA_RCD = MAX( 0.005, JA_RCDX )+JA_ACARCD 
 
162) JA_RCDX :    [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 

DEL(1:JA_RCDX) =  
 0.158205 * DEL(1:DEL(4:LOG(JA_PGDPAT))*100) 
 (1.0407) 
+ 0.199966 * DEL(1:DEL(4:LOG(JA_PGDPAT(-1)))*100) 
 (1.8555) 
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+ 0.164331 * DEL(1:DEL(4:LOG(JA_PGDPAT(-2)))*100) 
 (1.5597) 
+ 0.001931 * DEL(1:DEL(4:LOG(JA_PGDPAT(-3)))*100) 
 (0.0166) 
+ 0.051122 * DEL(1:JA_CU) 
 (2.1955) 
- 0.073225 
 (-1.8420) 
+ CERR   * ERTS_RCDX 
+ 2      * ACA_JA_ACARCDX 
[RSQ：0.2573、SER：0.2946、DW：1.0715] 
 

163) 利付国債利回り（10年物）JA_RGB  :    [ 2SLS、1990Q1 to 2005Q3 ] 
DEL(1:JA_RGB) = 
- 0.051229 * (JA_RGB(-1)-SUM(i=-8 TO -1: JA_RCD(i) )/8) 
 (-1.5722) 
- 0.107312 * DEL(1:JA_RGB(-1)) 
 (-0.8757) 
- 0.036191 * DEL(1:JA_RGB(-2)) 
 (-0.3300) 
+ 0.556276 * DEL(1:JA_RCD) 
 (2.7321) 
+ 0.010079 * DEL(1: LOG(JA_PCPAT))*400 
 (0.2884) 
+ CERR   * ERTS_RGB 
[RSQ：0.4466、SER：0.3097、DW：1.7877] 
 

164) 東証株価指数 JA_PSHARE :    [ 2SLS、1991Q1 to 2004Q4 ] 
LOG(JA_RSHARET*JA_PSHARE/JA_GDPV) = 
 0.782231 * LOG(JA_RSHARET(-1)*JA_PSHARE(-1)/JA_GDPV(-1)) 
 (8.5780) 
+ 0.253114 * DEL(1:LOG(JA_YCVAT)) 
 (1.3430) 
- 0.027803 * DEL(1:JA_RGB(-2)) 
 (-0.6082) 
- 0.031655 
 (-1.6800) 
+ CERR   * ERTS_PSHARE 
[RSQ：0.5914、SER：0.1174、DW：1.6107] 
 

165) 株価収益率 JA_PERR : 
JA_PERR = JA_SHARETV/JA_YCVAT 
 

166) 市街地地価指数 JA_PLAND :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PLAND))  =  
- 0.056063*(LOG(JA_PLAND(-1))+12.395423+0.016779*JA_TIME70Q1(-1) 

      (-0.8021) 
-(1+0.007626）)*LOG(JA_GDPV(-1))+0.007626*LOG(JA_PSHARE(-1))) 

+ 0.00568 * DEL(1:LOG(JA_PSHARE(-2))) 
 (0.3444) 
+ 0.348593 * DEL(1:LOG(JA_GDPV(-1))) 
 (2.1450) 
+ 0.001028 * DEL(1:(JA_RGB(-1)-400*LOG(JA_CGPIAT(-1)/JA_CGPIAT(-2)))) 
 (1.1083) 
+ CERR   * ERTS_PLAND 
[RSQ：0.1332、SER：0.0122、DW：0.2454] 
 

167) 家計株式保有比率 JA_RSHARE :    [ 2SLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_RSHARE))  = 
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- 0.122284 *(LOG(JA_RSHARE(-1)/JA_RSHARET(-1)/EXP(-0.72707-0.016388*JA_TIME+9.20E-05*(JA_TIME**2)))) 
 (-0.7122) 
- 0.095997 * DEL(4:LOG(JA_RSHARE(-1))) 
 (-1.1507) 
+ 0.005593 
 (0.7922) 
+ CERR   * ERTS_RSHARE 
[RSQ：0.0321、SER：0.0538、DW：2.3344] 
 

168) 減価償却の現在価値 JA_PVDP : 
JA_PVDP  = -1/18 * LOG(0.1) * (1-0.1*EXP(-1*JA_RGB/100*18) ) / (JA_RGB/100 - LOG(0.1)/18)  
 

169) 借入資本の使用者費用 JA_UCCDB : 
JA_UCCDB  = JA_PIFPAT/(1-JA_TT) * ((1-JA_TT)*(JA_RCD+JA_SLRATI0*JA_RGB)/(1+JA_SLRATI0) + 
JA_RRFP*400 -0.925751 * JA_PIFPATSUM ) * ( 1 - JA_TT * JA_PVDP - JA_TINCR ) 
 

170) 自己資本の使用者費用 JA_UCCDE : 
JA_UCCDE = JA_PIFPAT / (1-JA_TT) * (  (1-JA_PERR * JA_ROR/100)/JA_PERR * 100 + JA_RRFP*400 
               -0.925751 * JA_PIFPATSUM ) * ( 1-JA_TT * JA_PVDP - JA_TINCR) 
 

171) 資本の使用者費用 JA_UCCPF : 
JA_UCCPF  = (1 - JA_REQU) * JA_UCCDB + JA_REQU * JA_UCCDE 
 

172) 海外からの要素所得 JA_RTRIV :    [ OLS、1986Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_RTRIV))  = 
- 0.00189 * LOG(((2*JA_RTRIV(-1))/(JA_FASSTV(-2)*SUM(i=-2 TO -1:US_RGB(i))))) 
 (-0.1021) 
+ 0.211495 * DEL(1:LOG(JA_RTRIV(-2))) 
 (2.9881) 
+ 0.018258 * DEL(1:US_RGB(-1)) 
 (1.0281) 
+ 0.535794 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
(3.6199) 

- 0.817509 * JA_D961 
 (-11.3370) 
+ 0.010229 
 (0.1008) 
+ CERR  * ERTS_RTRIV 
[RSQ：0.6696、SER：0.0684、DW：1.4452] 
 

173) 海外への要素所得 JA_PTRIV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_PTRIV)) =  
- 0.01293 * (LOG(((2*JA_PTRIV(-1))/(JA_FLIABV(-2)*SUM( i=-2 TO -1 :JA_RGB(i)))))) 
 (-0.9629) 
+ 0.114978 * DEL(1:LOG(JA_PTRIV(-2)))       
 (1.5949) 
+ 0.323908 * DEL(1:LOG(JA_FLIABV(-1))) 
 (2.0880) 
+ 0.00754 * DEL(1:JA_RGB(-2)) 
 (0.4436) 
+ 0.672282 * DEL(1:LOG(JA_FXS)) 
 (5.2801) 
- 0.589163 * JA_D961 
 (-10.9785) 
- 0.036262 
 (-0.7333) 
+ CERR   * ERTS_PTRIV 
[RSQ：0.7371、SER：0.0501、DW：2.4149] 
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174) 対外資産 JA_FASSTV :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1:LOG(JA_FASSTV))  = 
- 0.008272 *(LOG(JA_FASSTV(-1))-(12.888032-0.000883*((JA_RGB(-1)-400*LOG(JA_CGPIAT(-1)/JA_CGPIAT(-2))) 

     (-0.5491) 
-(US_RGB(-1)-400*LOG(US_WPID(-1)/US_WPID(-2)))))+1.294534*(LOG(JA_XGSV(-1))-LOG(JA_MGSV(-1)))) 

+ 0.662317 * DEL(1:LOG(JA_FASSTV(-1))) 
 (6.6006) 
+ 0.00025 * ((JA_RGB-400*LOG(JA_CGPIAT/JA_CGPIAT(-1)))-(US_RGB-400*LOG(US_WPID/US_WPID(-1)))) 
 (0.4944) 
+ 0.000784* ((JA_RGB(-1)-400*LOG(JA_CGPIAT(-1)/JA_CGPIAT(-2)))-(US_RGB(-1) 

      (1.5510) 
-400*LOG(US_WPID(-1)/US_WPID(-2)))) 

+ 0.003148 
 (1.3867) 
+ CERR   * ERTS_FASSTV 
[RSQ：0.4603、SER：0.0164、DW：2.1684] 
 

175) 為替レート JA_FXS   :    [ OLS、1990Q1 to 2004Q4 ] 
DEL(1: LOG(JA_FXS)) =  
- 0.117547*LOG(JA_FXS(-1)/(JA_CGPIAT(-1)/ US_WPID(-1))) 
 (-2.4274) 
+ 0.004891*(US_RGB-JA_RGB) 
 (2.3500) 
+0.006521*(US_RGB(-1)-JA_RGB(-1)) 
 (2.3500) 
+0.004891*(US_RGB(-2)-JA_RGB(-2)) 
 (2.3500) 
+0.370738*DEL(1: LOG(JA_CGPIAT(-1)/US_WPID(-1))) 
 (0.6355) 
+0.126638*DEL(1: LOG(JA_FXS(-1))) 
 (1.0046) 
- 0.003702 *DEL(1: JA_SBCVATGDPV(-2)) 
 (-0.8896) 
- 0.156058 *JA_D952 
 (-3.1558) 
+1.049531 
 (2.3491) 
+CERR*ERTS_FXS 
[RSQ：0.2657、SER：0.0472、DW：1.6842] 
 

176) 経常収支 JA_BCV : 
JA_BCV  = JA_BFV/4 + (JA_RTRIV-JA_PTRIV)/4 + JA_ERRBCV 
 

177) 累積経常収支 JA_SBCV  : 
JA_SBCV  = JA_SBCV(-1) * JA_RSBCV + JA_BCV 
 

178) 対外資産評価調整額 JA_RSBCV :    [COCHRANE-ORCUTT、1990Q1 to 2004Q4 ] 
LOG(JA_RSBCV)  = 
 0.639318 * LOG(JA_RSBCV(-1)) 
- 0.002768 * (1-0.639318) 
 (-0.2522) 
+ 1.012945 * (LOG(JA_FXS/JA_FXS(-1)) 
 (14.8543) 
- 0.639318 * LOG(JA_FXS(-1)/JA_FXS(-2))) 
+ CERR   * ERTS_RSBCV 
[RSQ：0.8208、SER：0.0306、DW：1.7392] 
 

179) 対外負債 JA_FLIABV :  
JA_FLIABV  = JA_FASSTV - JA_SBCV 
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180) 経常収支対名目 GDP比 JA_BCVATGDPV :  

JA_BCVATGDPV  = JA_BCV / JA_GDPV*400 
 

181) 累積経常収支対名目 GDP比 JA_SBCVATGDPV :  
JA_SBCVATGDPV  = JA_SBCV / JA_GDPV*100 
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（付属資料 IV）  内閣府（旧経済企画庁を含む）の計量モデルにみる政府支出乗数の経年

変化 

 

この 20年における内閣府（旧経済企画庁を含む）の計量モデルにみる政府支出乗数の経

年変化は、（参考表）のとおりである。 

マクロ計量モデルによる政府支出乗数（公共投資乗数）は、参考表もそうであるが、長

い目でみれば趨勢的に低下している。しかし、これについて分析した研究（堀雅博他［1998］）

によれば、モデルの乗数の経年変化自体はモデルの枠組（背景理論）に大きく影響を受け

ており、実際に 1980 年代と 90 年代について同一構造のモデルで乗数の比較を行うと、大

きな変化がなかったことが確認されている。 

本表の結果は、同一構造のモデルでの乗数の比較ではない。しかし、「１階の階差系列に

よる誤差修正モデル」を多用している点で共通の基本構造を持つ 2003年版モデル以降の結

果についてみると、やはり、巷間言われるような「90 年代に入り公共投資の乗数効果が急

速に低下した」様子はみられない。90 年代の財政拡大は、確かにその時点の経済を下支え

したのである。しかし、その効果は、2年目から 3年目にかけての反動減にもみてとれるよ

うに、その後の成長を確かなものにする呼び水ではなかったことも事実であろう。 
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